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本 報告 書 に つい て 


『The Safe Cities Index 2021』 は 、NEC に 
よる 協賛 の 下 で 、 ザ ・ エ コノ ミス ト ・ イ ン 
テリ ジェ ンス ・ ユ ニッ ト (The Economist 
Intelligence Unit = EIU) が 作成 し た 報告 書 
で ある 。 シ リー ズ 第 4 回 目 と な る 本 報告 書 の 
作成 に あたっ て は 、76 の 指標 を サイ バー セ 
キュ リティ (Digital Security)、 医 療 ・ 健 康 
環境 の 安全 性 (Health Security)、 イ ン フ ラ 
の 安全 性 (Infrastructure Security)、 個 人 の 
安全 性 (Personal Security)、 環 境 の 安全 性 
(Environmental Security) と いう 五 つ の カテ 
ゴリ ー に 分 け 、 世 界 60 都市 を 対象 と し た 分 析 
が 行わ れ た 。 


同 指数 の 算出 ・ 構 築 は 、Divya Sharma Nag、 
Shubhangi Pandey お よび Pratima Singh、 報 
告 書 の 執筆 は Paul Kielstra、 編 集 は 近藤 奈 香 が 
担当 し た 。 報告 書 の 作成 に あたっ て は 、 広 範 な 
リサ ー チ と 専門 家 へ の 詳細 に わた る 聞き 取り 調 
査 も 実施 し て いる 。 ご 協力 を いた だ いた 下記 の 
専門 家 (敬称 略 ・ 姓 の アル ファ ベッ ト 順 に 記載 ) 
に は 、 こ の 場 を 借り て 感謝 の 意 を 表し た い : 


メル ボル ン 大 学 グロ ー バ ル 都 市 政策 ・ 建 築 ・ 
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コー ディ ネー ター Juma Assiago 
Arup イン フラ ・ デ ザイ ング ルー プ 
ディ レク ター Tim Chapman 
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エグ ゼクティ ブ ・ サ マリ ー 


新型 コロ ナウ ィ ル ス 感 染 症 (COVID-19) は 、 
人 類 の 大 半 が 都市 を 生活 拠点 と する よう に 
な っ て 経験 する 初 の パン デミ ッ ク (世界 規模 の 
感染 症 流行 ) だ 。 今回 の 危機 で 、 都 市 と いう 
存在 が ウィ ルス 拡散 を 加速 させ た こと は 否め 
な い 。 し か し 優れ た 医療 体制 な ど が プラ ス に 
働い た こと も 事実 だ 。 


現在 の 環境 下 で 、 医 療 ・ 健 康 環境 が 都市 の 安 
全 性 の 中 心 テ ー マ と な る こと は 言う まで も な い 。 
し か し COVID-19 が も た らし た 影響 は 医療 分 野 
に と ど ま ら な い 。 英国 スタ フォ ー ド シャ ー・ ビ 
ジネス スク ー ル イノ ベー ショ ン ・ 戦 略 担当 教授 
Fang Zhao 氏 が 指摘 する よう に 、「 今 回 の 危機 
は “都市 の 安全 性 " と いう 概念 を 根底 か ら 変え 
て し まっ た 」 の だ 。 例え ば 、 リ モー トワ ー ク 
や e コマ ー ス が 急速 に 普及 する 現在 、 サ イ バ ー 
セキ ュ リ ティ の 重要 性 は さら に 高まり つつ ある 。 
人 の 移動 や 公共 サー ビス の 利用 パタ ー ン が 大 き 
く 変 わる 中 、 イ ン フ ラ の 安全 性 強化 に も 新た な 
アプ ロー チ が 求め られ て いる 。 個 人 の 安全 性 に 
対す る 考え 方 も 、 ロ ッ ク ダ ウン (都市 封鎖 ) 下 
に 生じ た 犯罪 発生 パタ ー ン の 変化 に 対応 を 人 迫 ら 
れ て いる 。 ま た パン デミ ッ ク の よう な 「 予 期 せ 
ぬ 危 機 」 が 起こ る こと を 目の当たり に し た 多く 
の 都市 住民 や 政府 ・ 自 治 体 は 、 環 境 の 安全 性 へ 
の 関心 を 高め て いる 。 大きな 変 化 の 年 と な っ た 
2021 年 は 、 4 度目 の Safe Cities Index (都市 
の 安全 性 指数 = SCI) を 作成 する の に ふさ わ 
し い タ イミ ング だ ろう 。 


2021 年 版 SCI は 前 回 同様 60 の 世界 主要 
都市 を 対象 と し 、 都 市 の 安全 性 に まつ わる 76 
の 指標 を 分 析 し て いる 。 そ れ ぞ れ の 指標 は 、 


『 個 人 の 安全 性 』(personal security)・『 医 療 ・ 
健康 環境 の 安全 性 』(health security) ・『 イ ン 
フラ の 安全 性 』(infrastructure security) ・ 
『 サ イ バ ー セ キュ リティ 』(digital security) 、 
そし て 今回 新た に 設け られ た 『 環 境 の 安全 性 』 
(environmental security) と いう 五 つ の カテ 
ゴリ ー に 分 類 さ れ て お り 、 各 指標 の 合計 スコ ア 
か ら カ テ ゴ リ ー 別 の スコ ア と 総合 スコ ア を 算出 
し た 。2021 年 版 SCI の 主要 な 論点 は 以下 の 
通り : 


総合 ラン キン グ 1 位 は コペン ハー ゲン 、 2 位 は 
トロ ント と 前 回 か ら 順 位 が 大 きく 入れ 替わっ た 
が 、 上 位 グ ルー プ 都 市 の 構成 は 大 きく 変わ っ 
て いな い 。 過去 3 回 の SCI で は 、1 位 東 京 ・ 
2 位 シ ン ガ ポー ル ・3 位 大 阪 が (同じ 順序 で ) 
トッ プ を 独占 し て きた 。 し か し 今回 は 100 ポ 
イン ト 中 82.4 ポイ ント を 獲得 し た コペン ハー 
ゲン が 1 位 、 続 いて 僅差 で 82.2 ポイ ント の ト 
ロン ト が 2 位 と な っ て いる 。 と は いえ 、 こ れ ま 
で 上 位 グ ルー プ を 構成 し て きた 都市 の 顔ぶれ は 
大 きく 変っ て お ら ず 、 グ ルー プ 内 で の 順位 変動 
と いう 性 格 が 強い 。 今 回 を 含む 過去 4 回 の 調査 
で は 、 ア ム ス テ ル ダム ・ メ ル ボ ルン ・ 東 京 ・ ト 
ロン ト ・ シ ン ガ ポー ル ・ シ ドニ ー の 6 都市 が 、 
僅差 で トッ プ 1 0 に 選ば れ て いる 。 コ ペン ハー 
ゲン が 対象 都市 と な っ た の は 前 回 の 2019 年 
版 か ら (同率 8 位 ) だ が 、 今 後 上 位 グ ルー プ の 
常連 と な る 可能 性 は 高い 。 


都市 の 所 得 水準 ・ 透 明 性 と ラン キン グ に は 、 
依然 と し て 強い 相関 性 が 見 られ る 。2019 年 版 
SCI で 詳細 に わた り 検 証し た と お り 、 国 連 開 発 
計画 の 人 間 開 発 指数 (Human Development 
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Index = HDI) で 高 ス コア を 獲得 し た 都市 
は SCI で も 優れ た 結果 を 残し て いる 。 だ が 今 
回 取材 を 行っ た 専門 家 に よる と 、 両 者 の 相関 
関係 は 決し て 単純 な も の で は な い 。 高 い 財政 力 
を 持つ 都市 は 安全 強化 策 に 大 き な 予 算 を 確保 
で きる が 、 経済 成長 の 推進 に は 安全 な 環境 が 
不可 欠 だ 。 つ まり これ ら は 、 相 互 補完 の 関係 
に ある 。 一 方 、 透 明 性 と 安全 性 の 関係 は より 
明快 だ 。 世 界 銀 行 の 腐敗 認識 指数 (Control of 
Corruption Index) と SCI の スコ ア に は 、 (HDI 
と は 連動 し な いか た ちの ) 相関 関係 が 見 られ る 。 
透明 性 の 高い 政府 は 、 都 市 の 安全 性 に 不可 欠 な 
要因 と 言え る だ る ろう 。 


都市 が 持つ 強み に は 地域 ご と の 特色 が ある 。 
上 位 都市 グル ー プ の 総合 スコ ア に 大 き な 地 域 差 
は な い が 、 カ テ ゴ リ ー レ ベル で は いく つか の 
違い が 見 られ た 。 例 えば 高 所 得 国 の 都市 を 見 る 
と 、 ア ジア で は 医療 ・ 健 康 環境 の 安全 性 、 ヨ ー 
ロッ パ で は 個人 の 安全 性 、 北 米 で は サイ バー セ 
キュ リティ の カテ ゴリ ー で 優れ た スコ ア を 獲得 
し て いる 。 対象 都市 の 数 に は 限り が ある た め 
この 相関 関係 を 一 般 化 する こと は で き な い 。 し 
か し 地域 ・ 国 ・ 都 市 レベ ル の 歴史 的 経験 が 、 
カテ ゴリ ー の 優先 順位 に 影響 を 与え て いる こと 
は 確か だ 。 


COVID-19 の 経験 が 示唆 する の は 、 医 療 ・ 
健康 環境 の 安全 性 に 対す る 包括 的 アプ ロー チ 、 
そし て 都市 レジ リエ ンス 戦略 と の 連動 の 重要 
性 だ 。COVID-19 が 医療 ・ 健 康 環境 の 安全 性 に 
も た らし た 影響 を 総括 する の は 時 期 尚早 だ 。 そ 

し て 危機 収束 後 、 信 頼 性 が 高く 、 国 際 比 較 可 能 

な デー タ が 揃う まで に は 時 間 が か か る だ ろう 。 
し か し 今後 の 危機 に 備え 、 い くつ か の 医療 体制 
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の 見 直し が 必要 と な る 。 一 つ は 、 様 々 な 疾病 を 
相関 性 の ある 一 つの グル ー プ と し て 捉え 、 健 康 
の 決定 要因 を 分 析 す る こと だ 。 ま た 都市 人 口 を 
包括 的 に 検証 し 、 マ イノ リティ ・ グ ルー プ も 含 
め た 効果 的 治療 体制 を 確立 する こと も 必要 と 
な る 。 さ ら に 自然 ・ 環 境 災 害 対 策 に 偏っ た 都市 
レジ リエ ンス 戦略 の あり 方 を 見 直し 、 非 常時 の 
医療 計画 と より 密接 に 連動 させ る こと も 重要 だ 。 


都市 レベ ル の サイ バー セキ ュ リ ティ 対策 は 十分 
で な く 、 ス マー トシ ティ の 推進 と と も に 重要 性 
SM い 。 今回 の 調査 に よ 
、 低 ・ 中 所 得 国 の 都市 を 含む 多く の 都市 で 
イン クー オッ WANpg し て 今後 10 
年 程度 で 全 世 界 に 広まる 可能 性 が 高い 。 そ し て 
te 
推進 ・ 検 討 す る 都市 は 59 に 達し て いる 。 そ の 
一 方 で 既存 の サイ バー セキ ュ リ ティ 体制 は 必ず 
し も 十分 と は 言え な い 。 今回 の 調査 で は 、 官 民 
パー トナ ー シ ッ プ を 通じ た サイ バー セキ ュ リ 
ティ の 取り 組み を 行っ て いる 、 あ る い は スマ ー 
トシ ティ 計画 に 詳細 な ネッ トワ ー ク ・ セ キュ 
リティ 対策 を 盛り 込ん で いる 自治 体 は 、 全 体 
の 4 分 の 1 程度 に と ど ま っ た 。 米国 ジ ョ ンズ ・ 
ホプキンス 大 学 土木 シス テム 工学 部 Gregory 
Falco 准 教 授 も 「 都 市 レ し ベル の サイ バー セキ ュ 
リティ 体制 は 、 全 体 と し て 非常 に お 粗末 な 状態 
に ある 」 と 指摘 し て いる 。 こ うし た 現状 を 改善 
する た め に は 、 自 治 体 に よる 取り 組み 強化 が 不 
可 欠 だ 。 例 えば 自治 体 は 、 サ イ バ ー セ キュ リ 
ティ を 非 生 産 的 な コス ト で は な く 、 長 期 的 投資 
ある い は 予防 的 政策 と 捉え る 必要 が ある 。 ま た 
既存 組織 の 枠組 み を 超え た 包括 的 な 取り 組み も 
求め られ る 。 ゾ 特に スマ ー ト シテ ィ ・ ネ ッ ト ワ ー 
ク の 防御 と いう 観点 か ら 、 都 市 住民 の ニー 


に 沿っ た セキ ュ リ ティ 体制 を 実現 する こと は 
重要 だ 。 都 市 住民 の ニー ズ を いか に 満た すか と 
いう 発想 は 、 ス マー トシ ティ の 成功 を 大 きく 
左右 する だ ろう 。 


『 イ ン フ ラ の 安全 性 』 の スコ ア に 大 き な 変 動 は 
な い が 、 都 市 の 安全 性 に 及ぼ す 影 響 は 益々 高 
まっ て いる 。 一 つの 決定 が 数 世紀 に わた っ て 
影響 を 及ぼ す な ど 、 イ ン フ ラ 分 野 の 取り 組み に 
は 時 間 を 要する こと が 多い 。 電力 網 ・ 鉄 道 綱 
と いっ た 指標 の スコ ア が 、 前 回 調査 と 大 きく 
変わ ら な い の は その た め だ 。 だ が 米国 ブル ッ 
キン グ ス 研 究 所 都市 イン フラ 部 門 の リー ダー 
Adie Tomer 氏 が 指摘 する よう に 、 都 市 イン フ 
ラ の ニー ズ (そし て 安全 性 強化 の アプ ロー チ ) 
は 、 パ ン デ ミッ ク を 受け て 「2 年 前 と 大 きく 
変化 し て いる 」。 ロ ッ ク ダ ウン に 伴う 取り 組み 
が 、 危 機 収束 後に どの 程度 継続 され る か は 不明 
だ 。 し か し リモ ー ト ワー ク や e コマ ー ス の 普及 
を は じ め 、 徒 歩 ・ 自 転 車 園 内 コミ ュ ニ ティ の 
持続 可能 性 に 対す る 関心 の 高まり が 、 都 市 イン 
フラ の 要件 を 大 きく 変え る 可能 性 は 高い 。 ま た 
(特に アジ ア ・ ア フリ カ で 顕著 な ) 都市 化 の 進行 
に より 、 基 本 イン フラ の 整備 が 今後 20 年 間 で 
急速 に 進む は ず だ 。 こ うし た 流れ に より 、 環 境 
を 重視 し た イン フラ 整備 ・ 管 理 の 重要 性 が 高 ま 
る だ ろう 。 し か し 今回 の 調査 結果 を 見 る 限り 、 
多く の 都市 は 十分 な 取り 組み を 行え て いな い 。 


『 個 人 の 安全 性 』 強 化 の 鍵 を 握る の は 、 社 会 関 
係 資 本 の 活用 と 共 創 の 取り 組み 加速 だ 。『 個 人 の 
安全 性 』 カテ ゴリ ー の 指標 と HDI の スコ ア に は 
密接 な 相関 関係 が 見 られ る が 、 例 外 も ある 。 例 
えば シン ガ ポ ー ル な どの 都市 は 、 低 い レ ベル の 
イン プッ ト を 優れ た 効果 に つなげ て いる ( 例 : 
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司法 制度 の 対応 能力 と 犯罪 発生 率 )。 こ うし た 
傾向 は アジ ア 諸 国 で 特に 顕著 だ が 、 ト ロン ト 
や スト ッ ク ホ ルム な ど 他 地域 の 都市 で も 見 ら 
れ た 。 今回 取材 を 行っ た 専門 家 に よる と 、 成 功 
事例 の 鍵 を 握る の は 社会 関係 資本 ・ 結束 だ 。 社 
会 的 結束 や 価値 観 の 共有 、、 コ ミュ ニテ ィ へ の 
所 属 意識 な どの 水準 が 高い 都市 で は 、 個 人 の 
安全 性 の 強化 や 、 自 治 体 に よる 取り 組み 加速 と 
いっ た 共 創 効果 が 見 られ 、 都 市 住民 の ニー ズ に 
即 し た 安全 性 強化 と いう メリ ッ ト も 期待 で きる 。 


多く の 都市 は 強力 な 環境 政策 を 打ち 出し て い 
る が 、 必 ず し も 成果 は 上 が っ て いな い 。『 環 境 
の 安全 性 』 の カテ ゴリ ー が 他 カ テ ゴ リ ー と 異 
な っ た 点 の 一 つ に 、 コ ロン ビア の ボゴタ (4 
位 ) を は じ め 、 高 スコ ア を 獲得 する 低 ・ 中 所 得 
国 の 都市 が 散見 され た こと が 挙げ られ る 。 既に 
幅広 い 地 域 で 質 の 高い 環境 政策 が 広まり つつ 
あり 、 今 後 は COVID-19 を 背景 に 高まる カー 
ボン ニュ ー ト ラル へ の 関心 な ど を は じ め 、 環 境 
政策 が 更に 充実 する だ ろう 。 し か し 高 所 得 国 の 
都市 を 含め 、 必 ず し も 成果 は 上 が っ て いな い 。 
他 分 野 と 同様 、 成 功 の 鍵 と な る の は 既存 組織 
の 枠組 み を 超え た 包括 的 アプ ロー チ の 推進 、 
そし て 住民 と の 連携 を 重視 する 考え 方 だ 。 
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は じ め に 


COVID-19 と 都市 の 新た な 課題 


これ まで 人 類 は 、 数 々 の パン デミ ッ ク を 目 の 当 
た り に し て きた 。 し か し COVID-19 は 過去 の 
ケー ス と 大 きく 異な る 。 世界 人 口 の 半数 以上 が 
都市 に 住む 中 で 経験 する 初め て の パン デミ ッ ク 
だ っ た か ら だ 。20 世紀 初頭 に スペ イン 風邪 が 猛 
威 を 振る っ た 際 、 世 界 の 都市 人 口 は 全体 の わ ず 
か 14% に すぎ な か っ た 。 国連 人 口 部 が 発表 し 
た 最新 デー タ に よる と 、 都 市 人 口 は 現在 57% 
に 達し て いる 。 現在 世界 で 都市 化 率 が 最も 低い 
(35%) で さえ 、1920 年 時 点 で 最も 進ん で 
いた 国 (30%) を 上 回 っ て いる の だ 。 


この 都市 化 の 進行 に より 、 パ ン デ ミッ ク が 
も た ら す リス ク の 性 質 と 対抗 手段 は 大 きく 変化 
し て いる 。 危機 収 束 に 向け た 取り 組み は 現在 も 
進行 し て お り 、 十 分 な 検証 は 行わ れ て いな い が 、 
現 段 階 で すでに 明らか な 点 も ある 。 例 えば 多く 
の 国 で は 、 地 方 部 * よ り も 都市 部 で 感染 拡大 が 
進み (特に 初期 段階 )、 死 亡 率 も 高かっ た 。 


* 近隣 に 国際 的 物流 拠点 な ど が ある 場合 、 人 口 密度 が 極め 
て 高い 場合 を 除く 。 


国連 人 間 居 住 計画 (UN Habitat) の 都市 レ 
ジリ エン ス ・ グ ロー バル プロ グラ ム 統 括 責任 
者 Esteban Léon 氏 は 、「 コ ン パ クト シテ ィ は 


図 1 : 新型 コロ ナウ ィ ル ス 感 染 症 に よる 米国 の 死亡 者 数 (都市 部 一 地方 部 ) 


人 口 10 万 人 あたり の 日 別 死者 数 ( 7 日 間 移動 平均 ) 


2.0 


完全 な 地方 部 、 あ る い は 人 


届 B 
ーー 完全 な 地方 部 、 あ る い は 人 口 2500 人 未満 の 都市 部 (大 都市 園 に 近接 する も の ) 
1.6 ーー 人 口 2500 人 て 1 万 9999 人 の 都市 部 (大 都市 園 に 近接 し な いも の ) 
ーー 人 口 2500 人 一 1 万 9999 人 の 都市 部 (大 都市 圏 に 近接 する も の ) 
1.4 ーー 人 口 2 万 人 以上 の 都市 部 (大 都市 園 に 近接 し な いも の ) 
rä ーー 人 口 2 万 人 以上 の 都市 部 (大 都市 圏 に 近接 する も の ) 
! ーー 人 口 2 5 万 人 未満 の 大 都市 園 に 位置 する 郡 
1.0 ーー 人 ロロ 2 5 万 一 100 万 人 未満 の 大 都市 園 に 位置 する 郡 
ーー 人 口 100 万 人 以上 の 大 都市 園 に 位置 する 郡 
0.8 
0.6 
0.4 
0.2 
0.0 


1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 
2020 年 


資料 : USDA・USA Facts の デー タ に 基づく 著者 の 分 析 


2500 人 未満 の 都市 部 (大 都市 園 に 近接 し な いも の ) 


1 Data from: United Nations Department of Economic and Social Affairs, Growth of the world's urban and rural population, 1920-2000. 1969, 
https://population.un.org/wup/Archive/Files/studies/United9620Nations92620(1969)%20-9%%20Growth9620of%20the%20World%27s9%20 
Urban9%20and%20Rural%20Population,%201920-2000.pgf ; United Nations Population Division, World Urbanization Prospects: The 2018 
Revision, 2018, https://population.un.org/wuD/ 
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パン デミ ッ ク 発 生 時 に 大 き な リ スク 要因 と な る 


と いう 声 も 聞か れ た 。 し か し 別 の 見 方 を すれ ば 、 


都市 部 で は 医療 機関 へ の アク セス が 良く 、 診 穴 
の た め に 何 マ イル も 歩く 必要 は な い 」 と 指摘 
する 。COVID-19 が 地方 部 まで 及 ん だ 際 、 都 市 
部 より も 死亡 率 が 高かっ た の は その た め だ ( 特 
に 近隣 地域 に 都市 が な い 場 合 )。 米 国 に お ける 都 
市 部 ・ 地 方 部 の 感染 状況 は 、 こ の 傾向 を 如 実 に 
示し て いる ( 図 1 参照 )。 


感染 死亡 者 の 傾向 は 、 貧 困 を は じ め と する 
健康 の 社会 決定 要因 な ど 、 様 々 な 要因 に 左右 
され る 。 そ の 要因 の 一 つが 、 都 市 に お ける 貧困 | 
状態 で ある 。 例 えば 、 極度 の 貧困 状態 に ある 
住民 の 割合 は 都市 部 で 59%% に と ど ま る 一 方 、 地 
方 部 で は 11% に 達し て いる ”。 ま た 世界 保健 
機関 (WHO) アジ ア 太 平 洋 医 療 制度 ・ 政 策 研 
究 所 ディ レク ター の Nima Asgari 氏 に よる と 、 
リー ダー シッ プ や ガバ ナン ス 、 社 会 的 結束 、 政 


府 へ の 信頼 度 と いっ た レジ リエ ンス 関連 要因 も 、 


効果 的 な パン デミ ッ ク 対 策 に 寄与 する と いう 。 
(詳細 に つい て は 『 医 療 ・ 健 康 環境 の 安全 性 』 の 
セク ショ ン を 参照 ) 


また COVID-19 は 医療 に と ど ま ら ず 、 都 市 
の 安全 性 に 関わ る 様々 な 領域 に 影響 を 及ぼ し 
た 。 オ ー ス トラ リア メル ボル ン 大 学 グロ ー バ 
ル 都 市 政策 ・ 建 築 ・ 都 市 計画 学部 の Michele 
Acuto 教授 に よる と 、 パ ン デ ミッ ク の 最 中 に 「 都 
市 政策 担当 者 は 、 緑 地 へ の アク セス や 都市 イン 
フラ の 質 な ど 、 医 療 以 外 の 様々 な 側面 で 対策 を 
打ち 出す 必要 性 に 直面 し た 。 そ の た め に は 質 の 
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高い 基幹 シス テム が 欠か せな い が 、 一 定 の 水準 
を 満た し て いな い 都 市 も 少な か ら ず 見 られ た 」 
と いう 。 一 方 、 ス タフ ォ ー ド シャ ー・ ビ ジネス 
スク ー ル の Zhao 氏 は 、COVID-19 が 「 都 市 
OS EL En, CG SEL, Le 
今 、 都 市 住民 は 環境 の 安全 性 や 大 気 の 質 、 汚 染 
対策 の 重要 性 に 気付 き は じ め て いる 。 ま た リ 
モー トワ ー ク の 普及 に よっ て 都市 の 持つ 意味 合 
い が 変 化し 、 イ ン フ ラ の 安全 性 に 対す る 関心 も 
高まっ て いる 」 と 指摘 する 。 


こう し た 流れ が も た らし た 変化 の 一 つ は 、 人 々 
の 安全 強化 に 対す る 意識 の 対象 が 広がっ た こと 
だ 。OECD 都市 ・ 都 市 政策 ・ 持 続 可 能 開発 課長 
の Aziza Akhmouch 氏 は 、「 都 市 が 伝統 的 な 
医療 と いう 領域 に 及ぼ す 影 響 は 必ず し も 大 きく 
な い 。 し か し 健康 の 決定 要因 と いう 意味 で 担う 
べき 役割 は 非常 に 多い 」 と 指摘 する 。 


パン デミ ッ ク は 都市 の 安全 性 に 対す る 考え 方 
や 直面 する リス ク の 性 質 も 変え つつ ある 。 ロ ッ 
クダ ウン が 実施 され た 多く の 国 で は 路上 犯罪 が 
減少 する 一 方 、 サ イ バ ー 犯 罪 が 急増 し た 。 ま た 
米国 ブル ッ キ ング ス 研 究 所 都市 イン フラ プロ 
グラ ム 責 任 者 の Adie Tomer 氏 に よる と 、 都 市 
イン フラ の 利用 傾向 と 安全 性 強化 に 向け た アプ 
ロー チ は 「 わ ず か 2 年 前 と 比べ て も 大 きく 変化 
し て いる 」 と いう 。 


COVID-19 発生 後 、 世 界 の 都市 は 安全 性 
と いう 領域 で 広範 か つ 重 層 的 な 課題 に 直面 し 
て きた 。 こ こ で 必然 的 に 沸く 疑問 は 、 こ う 


2 OECD, The territorial Impact of COVID-19: Managing the crisis across levels of government, November 2020. https://www.oecd.org/ 
coronavirus/policy-responses/theterritoria-impact-of-covid-19-managing-the-crisis-across-levels-ofgovernment-d3e314e1/ 
3 World Poverty Clock, https://worldpoverty.io/headline 2021 年 5 月 8 日 に アク セス 
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ーー 


— 


に 


くく くく る 


し た 流れ が 長期 的 に 続く の か 、 あ る い は 感染 
者 ・ 死 亡者 の 減少 と 共に 変わ る の か と いう 
点 だ 。 事 態 の 沈静 化 と 共に 、COVID-19 の 影響 
が 低下 する こと は 間違い な い 。 し か し 今回 取材 
を 行っ た 専門 家 は 、 変 化 の 多く が 長期 的 な も 
の だ と 考え て いる 。 そ の 最大 の 理由 は 、 世 界 
の 都市 が 今後 新た な 感染 症 に 直面 する 可能 性 
を 高く 見 積もっ て いる こと だ 。 Zhao 氏 に よ 
る と 、COVID-19 は 都市 の 安全 性 に まつ わる 
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様々 な 領域 で 「 前 向き な 変化 を 加速 させ る 
一 方 、 負 の 側面 も 増幅 させ た 」 と いう 。 ま た 
Akhmouch 氏 も 、 パ ン デ ミッ ク や ロッ クダ ウン 
に より 『 都 市 が 直面 する 安全 性 の 問題 が 本 質 的 
に 変わ っ た わけ で は な い 。 し か し 問題 が 改め て 
浮き 彫り に な り 、 変 化 が 加速 し た こと は 確か だ 。 
また こう し た 変化 の 必要 性 や 緊急 性 、 実 現 可能 
生 も 数 年 前 より 高まっ て いる 」 と 指摘 する 。 


多く の 都市 が パン デミ ッ ク 収 束 と 再興 の 取り 

組み を 進め る 今 、 都 市 の 安全 性 に つい て 様々 な 
角度 か ら 検 証する こと は 極め て 重要 な 意味 を 
持つ だ ろう 。 
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本 っ 時 コン ミス トト イシ チリ ジョ ンス ヨミ ッ 
ト (The Economist Intelligence Unit = EIU) 
は NEC に よる 協賛 の 下 、 世 界 主要 都市 に お け 
る 安全 性 の 現状 を 理解 する た め に Safe Cities 
Index (SCI) を 構築 。2015 年 以来 、2 年 毎 に 
フレ ー ム ワー ク の 改善 ・ 更 新 を 行っ て きた 。 本 
報告 書 は 、 世 界 60 の 主要 都市 を 対象 と し た 同 
シリ ー ズ の 4 回 目 と な る SCI 2021 年 版 の 調査 
結果 を まとめ た も の で ある 。 


都市 の 安全 性 と いう 概念 は 様々 な 定義 が 
可能 だ 。EIU で は 、 こ の 概念 を 『 個 人 の 安全 
性 』・『 イ ン フ ラ の 安全 性 』・『 医 療 ・ 健 康 環境 の 
安全 性 』・『 サ イ バ ー セ キュ リティ 』 と 、2021 
年 版 か ら 新 た に 加え た 『 環 境 の 安全 性 」』 と いう 
五 つ の カテ ゴリ ー に 分 類 し た 。Akhmouch P 
が 指摘 する よう に 、EIU は 「 都 市 の 安全 性 と い 
う テ ー マ の 一 般 的 枠組 み 」 よ り も 広い 領域 を 対 
象 と し て いる 。 こ れ は COVID-19 が も た らし 
た 変化 に 治っ た も の で あり 、 世 界 的 に も 同じ よ 
うな 考え 方 が 広まっ て いる こと を くみ 取っ た 結 
果 で も ある 。 ま た OECD や UN-Habitat と いっ 
た 国際 機関 の アプ ロー チ と も 親和 性 が 高い 。 例 
えば OECD は 、 ウ ェ ル ビー イン グ (welL-being 
三幸 福 ) を 図る 指標 と し て 、GDP で は な く 、 都 
市 の 安全 性 ・ 包 括 性 (inclusivity)・ 持 続 可 能 性 
を 関連 性 の 高い ー つ の 領域 と し て 検証 し て いる 。 
また UN-Habitat 都市 安全 性 プロ グラ ム コー 
ディ ネー ター の Juma Assiago 氏 に よる と 、 同 
組織 で は 都市 の 持つ 文化 的 背景 ( 例 : 社会 的 包 
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括 性 )、 そ し て それ を 反映 する 自治 体 ・ 住 民 の 
共 創 能 力 な ど を 新た な 指標 と し て 加え て いる 。 


都市 の 安全 性 と いう 概念 に 生じ た 変化 は これ 

だ け で は な い 。 世界 銀行 都市 炎 害 リス ク 管 理 ・ 
レジ リエ ンス 部 門 グロ ー バ ル ・ デ ィ レ クタ ー の 
Sameh Wahba 氏 に よる と 、 都 市 で は 「 様 々 
な リス ク の 相関 性 と 連動 性 が 高まっ て いる 」 と 
いう 。 東 京 大 学 大 学院 工学 系 研究 科 の 樋 野 公 宏 
准 教 授 は 、「 都 市 の 建造 環境 は 、 住 民 の 健康 状態 
を 大 きく 左右 する 要因 の 一 つ だ 。 そ の 改善 を 図 
れ ば 、 都 市 全体 で 感染 予防 に つなげ る こと が 
で きる 」 と 指摘 する 。 例 えば 、 東 京都 民 の 平均 
歩数 が 他 の 主要 都市 より も 多い の は 、 そ の 都市 
構造 が 大 き な 要 因 で ある 。 


安全 性 に まつ わる 要因 の 相関 関係 が 高 ま れ ば 、 
その 対策 に も 密接 な 連携 が 求め られ る 。 都市 の 
安全 性 は 「 何 年 も 前 まで は 主 に 警察 活動 や 歩行 
者 ・ 交 通 安全 と いっ た 文脈 で 捉え られ て きた 。 
し か し 現在 、 安 全 性 強化 に 求め られ る 領域 は 
拡大 し て いる 。 例え ば 社会 の 底辺 に 押し や ら 
れ 、 困窮 状態 に 陥れ ば 陥る ほど 、 健康 や 都市 サー 
ビス へ の アク セス と いっ た 問題 に 直面 し や すく 
な る 」 と 指摘 する の は 、 カ ナダ トロ ント 市 長 の 
John Tory 氏 。 


今回 取材 を 行っ た 多く の 専門 家 が 、 既 存 組織 

の 枠組 み を 超え た 課題 解決 の キー ワー ド と し て 
挙げ る の は “包括 的 "(holistic) と いう 言葉 だ 。 
Tory 氏 に よる と 、「 政 府 ・ 自 治 体 に は 、 都 市 の 
安全 性 に 対す る 包括 的 アプ ロー チ の 理解 ・ 実 践 
が 求め られ て いる 」 と いう 。 メ ル ボ ルン 大 学 の 
Acuto 氏 も この 見 方 に 同意 し 、「 問 題 の 性 質 に 
か か わら ず 、 対 応 強化 の 鍵 と な る の は 様々 な セ 
クタ ー の 連携 だ 」 と 指摘 する 。 
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OY TS 


SCI 2021 版 の カテ ゴリ ー・ 指 標 


1. サイ バー セキ ュ リ ティ 

イン プッ ト 
1.1.1) プラ イバシー ポリ シー 
1.1.2) d ER 
1.1.3) 安全 な スマ ー ト シテ ィ 
1.1.4) サイ バー セキ ュ リ ティ 体制 
1.1.5) 官民 パー トナ ー シ ッ プ 


アウ ト プ ッ ト 
1.2.1) イン ター ネッ ト ・ ア クセ ス 率 
1.2.2) 安全 な イン ター ネッ ト サ ー バ ー 
1.2.3) サイ バー 攻撃 の リス ク 
22)MI イ シラ ラ の リリ スク 
1.2.5) サイ バー 攻撃 を 受け た 

コン ピュ ー タ の 割合 


2. 医療 ・ 健 康 環境 の 安全 性 

イン プッ ト 

2.1.1) 国民 皆 医 療 保険 制度 

2.1.2 al 公 的 医療 サー ビス へ の アク セス 
2.1.2 b) 民間 医療 サー ビス へ の アク セス 
2.1.2 cl 市 販 薬 へ の アク セス 

2.1.3 a) 民間 医療 サー ビス の 質 

2.1.3 b) 公 的 医療 サー ビス の 質 

2.1.4 al 人 口 1000 人 あたり の 病床 数 
2.1.4 bi 人 口 1000 人 あたり の 医師 数 
2.1.5) 安全 で 良質 な 食品 へ の アク セス 
2.1.6) 薬物 乱用 ・ 使 用 に 関す る 政策 
2.1.7) パン デミ ッ ク へ の 対応 体制 
2.1.8) 精神 疾患 へ の 対応 体制 
アウ ト プ ッ ト 

2.2.1) 都市 の 救急 サー ビス 

2.2.2) 平均 寿命 

2.2.3) 乳幼児 死亡 率 

2.2.4) が ん 死亡 率 

2.2.5) 生活 習慣 病 の 疾病 負荷 


© The Economist Intelligence Unit Limited 2021 


2.2.6) 精神 疾患 の 疾病 負荷 
2.2.7) COVID-19 の 死亡 者 数 


3. イン フラ の 安全 性 

イン プッ ト 

3.1.1) 交通 安全 施策 の 実施 レベ ル 
3.1.2) 歩行 者 の 快適 性 

3.1.3) 防災 管理 ・ 災 害 時 の 事業 継続 計画 
3.1.4) 水 イ ン フ ラ 

3.1.5) ハザード 管理 


アウ ト プ ッ ト 

3.2.1) 交通 事故 に よる 死亡 者 数 

3.2.2) 気候 災害 に よる 死亡 者 数 

3.2.3 a) 交通 イン フラ : 空港 運輸 施設 

3.2.3 b) 交通 イン フラ : 道路 納 

3.2.3 cl 交通 イン フラ : 鉄道 綱 

3.2.4) 電力 納 

3.2.5) 組織 の 対応 能力 と 
リソー ス へ の アク セス 

3.2.6) 災害 保険 

3.2.7) 災害 リス ク 情 報 に 基づく 

プロ グラ ム 開 発 

a) 不法 占拠 地 (スラ ム ) 

住民 の 割合 

b) ホー ムレ ス 人 口 の 割合 


4. 個人 の 安全 性 

イン プッ ト 

4.1.1) デー タ 活 用 型 防犯 対策 
4.1.2) 銃 規制 の 実施 レベ ル 
4.1.3 al zU ZO 
4.1.3 b) 軍事 紛争 の 脅威 
4.1.3 c) 市 民 暴動 の 奪 威 
4.1.4 al 警察 官 の 数 
4.1.4 b) 検察 官 の 数 
4.1.4 c) 職業 裁判 官 の 数 


3:2:8 


3%28 


4.1.5) 社会 保障 関連 予算 
4.1.6 a) ドメスティック バイ オレ ンス に 
関す る 法 的 規制 
4.1.6 b) セク シャ ル ハ ラス メン ト に 
関す る 法 的 規制 
アウ ト プ ッ ト 
4.2.1 a) 軽犯罪 発生 率 
4.2.1 b) 凶悪 犯罪 発生 率 
4.2.2) 組織 犯罪 
4.2.3) テロ 攻撃 の 深刻 度 
4.2.4) 物質 使用 障害 に よる 死亡 者 数 
4.2.5) 汚職 の 墓 延 度 
4.2.6) 契約 の 法 的 拘束 
4.2.7 al 所 得 格差 の し ベル 
4.2.7 _b) 不安 定 な 雇用 形態 に ある 
人 口 の 割合 
al 女性 殺人 事件 発生 率 
b) ドメスティック バイ オレ ンス 
の 墓 延 度 


5. 環境 の 安全 性 

イン プッ ト 

5.1.1) 持続 可能 性 に 関す る 
ペタ ラン 

5.1.2) 再生 可能 エネ ルギー に 関す る 
イン セ シ ティン 

5.1.3) グリ ー ン エコ ノミ ー 推 進 に 
向け た 取り 組み 

5.1.4) 廃棄 物 管理 


4.2.8 
4.2.8 


アウ ト プ ッ ト 

5.2.1) 持続 可能 な エネ ルギー 
5.2.2) 水 ス トレ ス の レベ ル 
5.2.3) 大 気 の 質 

5.2.4) 緑地 面積 

5.2.5) 廃棄 物 排出 量 


最後 に 、 我 々 の 定義 づけ る 「 都 市 の 安全 性 」 

は 人 道 的 な も の で も ある 。 英国 開発 学研 究 所 
(Institute of Development Studies) 都市 ク 
ラス ター 部 門 統括 責任 者 の Jaideep Gupte 
氏 が 指摘 する よう に 、「 政 策 の 効果 だ け で な く 、 
イン クル ー シ ブ (包摂 的 ) な プロ セス を 経て 
立案 され た か どう か も 重要 」 だ か ら だ 。 今回 の 
SCI で 再犯 率 に 関す る 指標 を 削除 し た 理由 も そ 
こと に ある 。 再 犯 予防 策 に は 、 効 果 的 リハ ビリ テー 
ショ ン と 厳格 か つ 過 剰 な 監禁 措置 と いう 対照 的 
な アプ ロー チ が ある が 、 両 者 を 明確 に 区 別 し た 
デー タ は 存在 し な い 。 


SCI の スコ ア は 76 の 指標 か ら 人 算出 され て 
いる (一 部 指標 は 複数 デー タ か ら 作 成 )。 例 え 
ば 司法 制度 の 能力 に 関す る 指標 は 、 人 口 10 万 
人 あたり の 警察 官 ・ 検 察 官 ・ 職 業 裁判 官 の 数 
に 基づく も の だ 。 ま た SCI で は 、 監 視 対象 と 
な る 気候 災害 の 種類 か ら イ ンタ ーネット の 普及 
度 ま で 多様 な 指標 を 用 いる こと で 、 対 象 領域 の 
広 さと 分 析 の 深度 を 両立 させ た 。 一 方 、 詳 細 な 
評価 デー タ の 入手 が 難し い テ ー マ に つい て は 、 
代理 的 指標 を 用 いて スコ ア を 算出 し て いる 。 例 
えば 、 医 療 サ ービス ・ イ ン フ ラ へ の 投資 規模 は 
人 口 1000 人 あたり の 医師 数 ・ 病 床 数 か ら 推 測 
可能 だ が 、 医 療 研 修 の 質 や 先進 医療 機器 へ の 
アク セス レベ ル で は それ が 難し い 。 前 述 の と お 
り 、SCI は 『 個 人 の 安全 性 』『 イ ン フ ラ の 安全 性 』・ 
『 医 療 ・ 健 康 環境 の 安全 性 』・『 サ イ バ ー セ キュ リ 
ティ 』・『 環 境 の 安全 性 』 と いう 五 つ の カテ ゴリ ー 
で 構成 され て いる 。 一 方 、 指 標 は イン プッ ト 
(政策 や 安全 性 に 関す る 特定 の 目的 で 配分 され 
た リソー ス な ど ) と アウ ト プ ッ ト (取り 組み の 
成果 を 示す 大 気 汚染 レベ ル や 犯罪 発生 率 な どの 
数 字 ) に 分 けら れ 、 関 連 性 に 応じ て 各 カ テ ゴ リ ー 
に 分 類 さ れ た 。 
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簡単 に 言え ば 、 ア ウト プッ ト は 現時 点 で の 
都市 の 安全 性 、 イ ンプ ッ ト は 安全 性 強化 に 向 
けた 都市 の 取り 組み を 評価 する も の で 、 安 全 性 
を 正しく 評価 する 上 で 、 両 者 は 共に 欠か せな い 。 
政策 は 都市 の 安全 性 の 現状 だ け で な く 、 将 来 に 

影響 を 及ぼ すか ら だ 。 


SCI の フレ ー ム ワー ク や 変更 点 に つい て は 、 
本 報告 書 の 付録 セク ショ ン で 詳細 に わた り 解 説 
し て いる が 、 今回 特に 注目 に 値する の は 新た な 
カテ ゴリ ー『 環 境 の 安全 性 』 を 設け た こと だ 。 
過去 の SCI で も 環境 と いう 要因 は 、 四 つの 既存 
カテ ゴリ に 関連 指標 が 入れ られ る な ど 考 慮 され 
て きた 。 特 に 都市 レジ リエ ンス に 焦点 を 当て た 


当て られ て いる 。 し か し 今回 の SCI で は 、 都 市 
の 安全 性 の あら ゆる 側面 に 影響 を 及ぼ す と いう 
判断 か ら 、 独 立 し た カテ ゴリ ー を 設け る こと に 
LS 


この 変更 は 、 近 年 世界 で 見 られ る 流れ に 
沿っ た も の だ 。UN-Habitat の Léon 氏 は 「 こ 
れ ま で 主流 と な っ た 様々 な 考え 方 は 、 独 立 し た 
分 野 と し て 確立 せ ず に 忘れ られ て いっ た 。 環境 
を 独立 し た 分 野 と し て 扱う こと は 、 そ の 意味 で 
も 適切 だ 」 と いう 見 方 を 示し て いる 。 持続 可能 
な 都市 と 地域 を 目指 す 自 治 体協 議会 (ICLEI = 
Local Governments for Sustainability) の 
世界 事務 局長 Gino Van Begin 氏 も この 見 方 に 
同意 し 、「 環 境 の 安全 性 を 独立 し た カテ ゴリ ー 
と し て 設け る の は 効果 的 だ 。 環 境 要 因 が 医療 ・ 
健康 環境 を は じ め と する 安全 性 の 様々 な 側面 に 
及ぼ す 影 響 は 近年 高まっ て いる 」 と 指摘 する 。 


どの よう な 調査 プロ ジェ クト に も 課題 は つ 
きも の だ が 、EIU は 今回 の フレ ー ム ワー ク が 
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図 2 : イン プッ 
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現状 を 概ね 正確 に 反映 する も の だ と 考え て いる 。 
例え ば 図 2 が 示す よう に 、 全 カテ ゴリ ー の イン 
プッ ト ・ ア ウト プッ ト を 合算 し た スコ ア は 、 各 
カテ ゴリ ー に お ける 両者 の 合計 値 と 高い 相関 関 
係 を 示し て いる 。 


また 各 カ カテゴリ ー の イシ プッ ト ・ ア ウト プッ 
ト の スコ ア に も 、 統 計上 の 明確 な 相関 関係 が 
見 られ る 『 サ イ バ ー セ キュ リティ 』 も し く 
は 『 医 療 ・ 健 康 環境 の 安全 性 』 の イン プッ ト 
と 、『 環 境 の 安全 性 』 の アウ ト プ ッ ト 間 を 除く )。 
こう し た 傾向 が 見 られ た 要因 は 二 つ 考 えら れる 。 
ー つ 目 は 、 安 全 性 を 重視 する 都市 は 、 あ ら ゆ る 
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領域 で 取り 組み を 行う 傾向 が ある こと 。 そ し て 
ニ つ 目 は 、 安 全 性 に まつ わる 多く の 要因 に 相互 
補完 的 な 性 質 が ある こと だ 。 例 えば イン フラ や 
安全 取締 り 活 動 へ の 投資 を 拡大 すれ ば 、 安 全 に 
利用 可能 な 公共 スペ ー ス の 創出 に つなが り 、 健 
康 面 で も プラ ス と な る だ ろう 。 つ まり 、 都 市 
の 安全 性 に 関わ る 要因 は 極め て 相関 性 が 高く 、 
一 部 の み を 切り 取っ て 検証 する こと が 難し い 
の だ 。 
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調査 結果 に 見 られ る 変化 と 継続 性 


ラン キン グ の 変動 


今回 の 調査 で は 、 こ れ ま で と 大 きく 結果 が 異な 
る 部 分 も あっ た 。 例 えば 、 過 去 の SCI で 1 て 3 
位 を (同じ 順番 で ) 独占 し て きた 東京 ・ シ ン ガ 
ポー ル ・ 大 阪 と 入れ 替わり 、 コ ペン ハー ゲン (100 
ポイ ント 中 82.4 ポイ ント を 獲得 ) が 1 位 に 、 
トロ ント が 僅差 (82.2 ポイ ント ) で 2 位 に 選 
ば れ て いる 。 シンガ ポー ル ・ 東 京 は 今回 の 調 
査 で も トッ プ 5 に 残り (それ ぞ れ 3 位 ・5 位 )、 
シド ニー が 4 位 に ラン ク 入 り し た 。 


し か し これ は 、 根 本 的 変化 と いう より も 、 
上 位 グ ルー プ 内 の 僅か な ポイ ント 変動 に よる 
順位 の 変化 と いう 面 が 強い 。 ラ ン キ ング の 上 位 
入り を 果たす 都市 の 総合 スコ ア は 、 毎 回 ほ と 
ん ど 変 わっ て いな い 。SCI が 初め て 発表 され た 
2015 年 版 で は 、 


1 位 と 10 位 の ポイ ント 差 が 


8 ポイ ント 以下 。2017 年 版 ・2019 年 版 で は 、 
その 差 が 5 ポイ ント 以下 に まで 縮まっ た 。 ま た 
アム ステ ルダム ・ メ ル ボ ルン ・ 東 京 ・ ト ロン ト ・ 
シン ガ ポ ー ル ・ シ ドニ ー の 6 都市 は 、 全 て の 
SCI で トッ プ 10 入り し て いる 。 1 位 の コペン 
ハー ゲン が 対象 都市 と な っ た の は 前 回 の 2019 
年 版 (同率 8 位 ) か ら だ が 、 今後 お そら く 上 位 
グル ー プ に 定着 する だ ろう 。 


指標 の 評価 手法 ・ 重 み 付け の 変更 も 、 順 位 
変動 に 影響 を 与え て いる 。 例 えば トロ ント ・ コ 
ペン ハー ゲン は 、 新 た に 追加 され た 『 環 境 の 安 
全 性 』 カテゴリ ー で 、 過 去 の 上 位 3 都市 より も 
高 ス コア を 獲得 し た 。 両 都市 が 1・2 位 と な る 
条件 を 十分 に 備え て いる こと は 間違い な い が 、 
過去 2 年 で 安全 性 を 目覚 まし く 向 上 させ た と 
いう より は 、 長 期 的 取り 組み の 結果 と し て 選ば 
れ た 面 が 大 きい 。 
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SCI 202 1 年 版 ラ ン キ ング 表 


総合 スコ ア ・ 各 カテ ゴリ ー の スコ ア は 次 の 通り 
= 


図 3 : SCI 2021 年 版 
全て の デー タ は 0~100 の スケ ー ル で 正規 化 (SS 


高 ス コア =100) 


に 高い (75.1-100) 得度 (25.1-50) 
ー イ ee 4 ーー - 環境 の 安全 性 


ww 1 コペン ハー ゲン 82.4 83.2 877 93.4 コペン ハー ゲン 86.4 ウェ リン トン 91.7 
還 2 トロ ント 82.2 - SC ル 828 Si SE 84.1 Si Se ル oi gi アム ステ ルダム 80.5 「 トロ ント 9033 
還 3 シン ガ ポ ー ル eo7 Bi コペン ハー ゲン 822 還 3 香港 840 Bi コペン ハー ゲン gg0 Rz フラ ンク フル ト 80.3 Rz ワシ ント ン DC Së 
Wi シド ニー 80.1 ロサ ン ゼ ルス 820 4 メル ボル ン 819 Bi トロ ント 88.6 Bäi スト ッ ク ホ ルム 79.7 Ri ボゴタ 85.5 
DW: 東京 800 BA サン フラ ン シ ス コ 820 還 5 大 阪 818 還 5 東京 877 RW: ブリ ュ ッ セル 792 Res ミラ ノ 84.9 
Be アム ステ ルダム 793 Bn ニュ ー ヨ ー ク ap Be ソゥ ル 81.1 Be スト ッ ク ホ ルム 87.3 還 6 パリ 790 Re コペン ハー ゲン 845 
園 7 ウェ リン トン 790 Bi アム ステ ルダム 79.3 Bi トロ ント 800 Pi 大 阪 866 Bi ウェ リン トン 783 Bi スト ッ ク ホ ルム 837 
DW a 香港 786 Bn メル ボル ン 78.3 Es ロン ドン 788 還 8 ワシ ント ン DC ge.5 Bas トロ ント 77.2 Bän リオ デジ ャ ネイ ロ 83.3 
還 =8 メル ボル ン 786 Bo ウェ リン トン 77.3 Ba バル セロ ナ 78.1 Wa シカ ゴ 84.5 Bo リス ボン "eg Ba チュ ー リ ッ ヒ 823 
Po スト ッ ク ホ ルム 780 還 =10 シカ ゴ 767 園 lo シド ニ - 777 還 =9 シド ニー 845 Bio マドリ ッ ド "ee 還 1o クア ラル ンプ ブー ル 810 
LA バル セロ ナ "78 フラ ンク フル ト 76.7 Bim サン フラ ン シ ス コ 77.3 Rm ニュ ー ヨ ー ク 844 還 11 シド ニー 76.3 アム ステ ルダム 80.9 
較 =-1 ニュ ー ヨ ー ク 778 ロン ドン 766 Biz アブ ダビ "ps 還 =12 ウェ リン トン 842 Biz バル セロ ナ 75.8 還 =11 ニュ ー ヨ ー ク 809 
Wio フラ ンク フル ト 77.7 田 13 ダラ ス 765 Biz ドバイ 75.5 還 =12 チュ ー リ ッ ヒ 842 18 シン ガ ポ ー ル 74.5 Biz 東京 80.6 
Bu ワシ ント ン DC "ma 還 14 トロ ント 750 Bu ニュ ー ヨ ー ク 75.2 Bu フラ ンク フル ト 84.1 Pia ロン ドン 744 Biz 台北 80.3 
L =15 ロン ドン "mä äs チュ ー リ ッ ヒ 748 還 =15 シカ ゴ 748 還 =15 マドリ ッ ド 840 ms チュ ー リ ッ ヒ 734 Bis キト 80.1 
L =15 サン フラ ン シ ス コ 77.2 還 =16 バル セロ ナ 729 還 =15 ロサ ン ゼル ス 74.8 還 =15 メル ボル ン 840 Ip 東京 73.3 還 le シド ニー 790 
PR !7 大 阪 76.7 マドリ ッ ド 729 Wi ダラ ス 746 Bi バル セロ ナ 837 CU ER 73.2 還 17 ブエノスアイレス 78.8 
P o ロサ ン ゼル ス "es スト ッ ク ホ ルム 726 18 ワシ ント ン DC 740 Bn サン フラ ン シ ス コ 83.6 18 メル ボル ン 73.0 Ris バルセロナ 784 
Wm チュ ー リ ッ ヒ 763 ワシ ント ン DC "21 還 =19 北京 73.6 Rio アム ステ ルダム 83.5 19 台北 70.9 Big サンフランシスコ 78.3 
較 zo シカ ゴ 750 還 20 東京 710 還 =19 上 海 736 Bo ソゥ ル 83.0 an サン ティ アゴ "07 還 2o ロー マ 780 
CG 21 マドリ ッ ド 747 31 香港 70.1 31 台北 73.5 較 =21 ダラ ス 829 還 21 香港 704 Rz ダラ ス 77.2 
較 22 ダラ ス 74.5 zz パリ 69.4 22 バン コク 73.1 還 =21 ロサ ン ゼ ルス aa 22 ソウ ル e99 還 22 大 阪 770 
還 23 パリ 743 還 23 ブリ ュ ッ セル 685 還 23 アム ステ ルダム 72.5 還 23 ロン ドン 827 還 23 ロー マ 69.4 還 23 サン パウ ロ 767 
DW 24 台北 74.0 アブ ダビ 66.8 äu フラ ンク フル ト 72.3 還 24 パリ 826 Lä ミラ ノ 68.7 還 24 ロサ ン ゼ ルス 763 
画 25 ソウ ル 73.8 還 =24 ドバイ 66.8 還 25 イス タン フール 719 還 25 台北 824 還 =25 アブ ダビ 670 還 25 メル ボル ン 76.1 
較 26 ブリ ュ ッ セル "ae 脅 26 ミラ ノ 65.1 ap コペン ハー ゲン 700 26 ブリ ュ ッ セル 823 還 =25 ドバイ 670 還 26 フラ ンク フル ト 749 
較 27 ミラ ノ 71.3 還 27 大 阪 648 27 クウ ェ ー ト e97 Bo LS 80.3 園 2z7 ニュ ー ヨ ー ク 669 2" 香港 748 
国 28 リス ボン 70.1 還 28 リス ボン 643 還 =28 モス クワ 68.6 還 28 リス ボン 774 還 28 ワシ ント ン DC 668 調 28 リス ボン 743 
Woo ローマ 69.4 mg サン ティ アゴ 642 田 =28 パリ 68.6 還 29 アブ ダビ 77.3 29 ロサ ン ゼ ルス 66.6 zg シカ ゴ 74.0 
還 3o 上 海 679 調 3o 台北 63.2 還 =28 リヤ ド 68.6 Ban ミラ ノ 76.6 男 =30 シカ ゴ 649 調 30 ジャ カル タ 73.8 
Wa アフ ダビ 669 還 31 ソウ ル 62.1 Ra ブリ ュ ッ セル 678 Wa 北京 76.5 還 =30 サン フラ ン シ ス コ 64.9 国 31 ロン ドン 73.7 
還 32 クア ラル ンプ ブー ル 66.6 o 平均 スコ ア 617 ag ブエノスアイレス 67.4 Bas ドバイ 760 Li 平均 スコ ア 62.3 Bas マドリ ッ ド 73.1 
DW 平均 スコ ア 66.1 ロー マ 601 還 33 マドリ ッ ド 670 還 33 ロー マ 745 還 32 ダラ ス 61.4 国 33 ソウ ル 72.9 
較 33 サン ティ アゴ 65.3 ブエノスアイレス 600 o 平均 スコ ア 66.7 還 34 モス クワ 742 還 33 クア ラル ン ブ ー ル 60.1 34 メキ シコ シテ ィ 72.1 
還 34 ブエノスアイレス 64.9 モス クワ 59.4 34 チュ ー リ ッ ヒ ee6 ae イス タン ブー ル "äi aa 北京 59.5 還 35 パリ 717 
較 35 ドバイ 64.6 クア ラル ンプ ブー ル 59.1 還 =35 サン ティ アゴ 66.5 o 平均 スコ ア 71.5 還 35 上 海 590 ae ブリ ュ ッ セル 704 
E 36 北京 63.8 イス タン ブー ル 58.7 還 =35 スト ッ ク ホ ルム 66.5 36 サン ティ アゴ 708 2 リオ デジ ャ ネイ ロ 58.4 Lä シン ガ ポ ー ル og 
a イス タン ブー ル 62.9 メキ シコ シテ ィ 57.2 還 37 ロー マ 65.2 還 37 クア ラル ンプ ブー ル 690 還 37 クウ ェ ー ト 580 還 38 ES 69.3 
国 38 モス クワ 62.5 上 海 57.2 38 クア ラル ンプ ー ル 64.0 39 サン パウ ロ 66.5 29 ホー チミ ン 56.5 Lamm ラゴス 68.8 
還 39 リオ デジ ャ ネイ ロ 61.8 調 =39 リオ デジ ャ ネイ ロ 53.8 39 ホー 63.9 29 バン コク 65.7 還 39 ブエノスアイレス 55.9 平均 スコ ア 68.5 
LG 20 サン パウ ロ 61.7 サン パウ ロ 53.8 an ニュ ー デ リー 636 30 ジャ カル タ 63.7 20 サン パウ ロ 53.9 a ホー 66.4 
還 1 ボゴタ 608 A1 カサ ブラ ンカ 53.7 äi ウェ リン トン 634 GA リオ デジ ャ ネイ ロ 62.9 Al ニュ ー デ リー 528 Al マニ ラ 65.9 
還 A8 メキ シコ シテ ィ 603 ヨハ ネス ブル グ 53.1 還 42 ミラ ノ 61.3 ag ブエノスアイレス 62.6 調 42 メキ シコ シテ ィ 52.5 42 ヨハ ネス ブル グ 65.6 
o 43 バン コク 60.2 リヤ ド 53.1 49 ヨハ ネス ブル グ 610 mm メキ シコ シテ ィ 62.1 A9 リヤ ド 51.8 還 433 バン コク 62.9 
GG 4 キト 58.8 還 44 バン コク 52.7 A9 ムン バイ 60.8 調 44 ニュ ー デ リー 59.8 調 44 ヨハ ネス ブル グ 51.7 還 44 イス タン ブー ル 628 
国 45 ホー チミ ン 585 還 45 北京 52.2 48 ボゴタ 59.0 Ap ホー チミ ン 59.5 3 =45 ボゴタ 50.9 ap モス クワ 60.5 
還 426 ジャ カル タ 564 Ap ボゴタ 516 ap ジャカルタ 58.9 調 46 キト 59.1 EES 50.9 調 46 ムン バイ 60.1 
Lo 47 ヨハ ネス ブル グ 5e.2 a バク ー 489 還 47 キト 58.3 at バク ー 58.6 LAT モス クワ 49.9 CA ダッ カ 58.2 
Lo Aë ニュ ー デ リー 56.1 48 ニュ ー デ リー 47.5 還 48 サン パウ ロ 57.7 A8 ムン バイ 57.3 A8 イス タン ブー ル 48.8 調 48 北京 570 
上 49 リヤ ド 55.1 48 マニ ラ 47.4 49 リス ボン 57.5 還 49 ボゴタ 57.0 49 カサ ブラ ンカ 48.5 49 ニュ ー デ リー 56.8 
国 50 ムン バイ 544 証 50 ラゴス 46.4 庫 5o メキ シコ シテ ィ 574 50 リヤ ド 55.2 o 50 ムン バイ 48.2 0 サン ティ アゴ 543 
略 51 マニ ラ 525 Wo ホー チミ ン 46.2 ont カサ ブラ ンカ 514 51 クウ ェ ー ト 53.4 還 51 カイ ロ 48.1 アブ ダビ 46.7 
較 52 パク ー 49.8 8 キト 45.7 Een ダッ カ 50.9 Wo マニ ラ 529 59 ジャ カル タ 47.6 還 =51 パク ー 46.7 
較 53 クウ ェ ー ト 49.4 8 ムン バイ 45.4 Lon リオ デジ ャ ネイ ロ 507 oa カサ ブラ ンカ 522 pm バク ー 47.3 リヤ ド 46.7 
還 54 ダッ カ 48.9 pa カイ ロ 43.6 還 54 マニ ラ 49.9 還 54 ヨハ ネス ブル グ 49.8 pd ダッ カ 46.6 pa ヤン ゴン 45.3 
還 55 カサ ブラ ンカ 48.2 =54 クウ ェ ー ト 43.6 pp カラ チ 484 pp ダッ カ 49.6 調 =55 バン コク 46.4 pp カラ カス 41.9 
還 56 ラゴス 450 pg ダッ カ 39.0 pp バク ー 47.3 Së カ イロ 47.2 Li =55 マニ ラ 46.4 pp ドバイ 37.7 
LS カイ ロ 43.7 87 カ ラチ 38.5 還 57 カイ ロ 45.6 EI カラ チ 43.0 証 57 カラ カス 46.1 EI カラ チ 35.4 
還 58 カラ カス 40.5 8 ジャ カル タ 280 pg ヤン ゴン 44.6 mg ヤン ゴン 40.5 調 ss ヤン ゴン 39.2 8 カサ ブラ ンカ 35.1 
o 59 カラ チ 39.7 pg カラ カス 37.4 pg ラゴス 43.7 eg カラ カス 38.0 pg ラゴス 33.7 eg カイ ロ 33.8 
1 0 ヤン ゴン 395 0 ヤン ゴン 28.1 pp カラ カス 390 pp ラゴス 32.4 還 60 カラ チ 33.3 Bei クウ ェ ー ト 220 


© The Economist Intelligence Unit Limited 2021 


Safe Cities Index 2021 


ポス トコ ロナ 時 代 に 求め られ る 新た な 包括 的 アプ ロー チ 3 


都市 運営 の リー ダー へ の イン タビ ュー : Gn 
デン マー ク コペン ハー ゲン 市 長 Lars Weiss 氏 


ザ ・ エ コノ ミス ト ・ イ ン テ リ ジェ ンス ・ ユ ニッ ト (EIU) : 
コペン ハー ゲン は 2019 年 版 SCI で 優れ た 成績 を 残し 、 今 年 は 1 位 に 選ば れ ま し た 。 
この 結果 の 背景 に は 、 ど の よう な 要因 が ある と お 考え で すか ? 


コペン ハー ゲン は 、 あ ら ゆ る 年 齢 ・ 性 別 ・LGBTI+、 人 種 、 ど の よう な コミ ュ ニ ティ 
の 人 で あっ て も 安全 だ と 感じ られ る 街 作 り を 重視 し 、 安 全 性 強化 の 取り 組み を 続け て 
きま し た 。 そ れ が 大 き な 理 由 だ と 思い ます 。 


特に 重要 な の は 犯罪 率 の 低 さ で 、 現 在 は 過去 約 10 年 で 最低 レベ ル に あり ます 。 こ れ 
まで 私 た ち は 犯 罪 予防 に 向け た 早期 介入 を 重視 し 、 主 に 学校 ・ 青 少年 クラ ブ ・ 社 会 サー 
ビス ・ 警 察 と いっ た 地元 コミ ュ ニ ティ 、 い わ ゆ る SSP (Schools・Social services・ 
Police) と の 連携 を 進め て きま し た 。 


また コペン ハー ゲン は 、 社 会 的 結束 の 強 さ と 所 得 格差 が 少な いこ と で 知ら れ て いま す 。 
清掃 只 も 経営 者 も 同じ スー パー で 買い 物 を し 、 同 じ 学 校 に 子供 を 通わ せる 。 こ うし た 
文化 は デン マー ク の 礎 と な っ て お り 、 人 信頼 度 と 安全 性 の 高 さ に 大 きく 寄与 し て いま す 。 


EIU : コペン ハー ゲン は 現在 どの よう な 課題 に 直面 し て いま すか ? また 改善 すべ き 
領域 は どこ に ある と お 考え で すか ? 


犯罪 率 は 年 々 減少 し て いま す が 、 若 者 の 再犯 率 に は 改善 の 余地 が あり ます 。 私 た ち は 、 
ギャ ング の 抑制 と 早期 介入 を 重視 し て いま す 。 子供 ・ 若 者 へ で きる 限り 早く 支援 を 
提供 し 、 犯 罪 へ の 関与 を 未然 に 防ぐ こと が 重要 で す 。 


改善 すべ きも う 一 つの 領域 は イン フラ 、 特 に 自転 車 向 け の イン フラ で す 。 コ ペン ハー 
ゲン 市 民 の ほぼ 半数 は 通勤 ・ 通 学 に 自転 車 を 利用 する た め 、 サ イク リン グ ・ イ ン フ ラ 
の 改善 と 安全 性 強化 に 向け た 継続 的 取り 組み は 不可 欠 で す 。 自転 車 ・ 徒 歩 で 通学 する 
子供 向け の 安全 対策 に は 、 特 に 力 を 入れ た いと 考え て いま す 。 
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EIU : コペン ハー ゲン は 環境 の 安全 性 に まつ わる 課題 に どの よう な 対策 を 打ち 出し て 
いま すか ? 


私 た ち は 、2025 年 まで に 世界 初 の カー ボン ニュ ー ト ラル 都市 に な る こと を 目指 し て 
いま す 。 そ の た め に は 、 気 候 変動 の 影響 緩和 と CO2 削減 、 そ し て 将来 的 な 気候 変動 
へ の 適応 と いう 二 つ の 取り 組み を 並行 し て 進め る 必要 が あり ます 。 


気候 変動 の 影響 緩和 に つい て は 、 エ ネル ギー 消費 量 の 削減 、 グ リー ン エ ネル ギー へ の 
投資 拡大 、 グリ ー ン モビ リティ の 利用 促進 策 を 重点 的 に 行い 、 持 続 可 能 な 開発 を 進め 
て いま す 。 ま た 気候 変動 へ の 適応 と いう 面 で は 、 公 園 の 新設 や 給水 ポイ ント を 備え た 
環境 に 優し い 都市 スペ ー ス の 拡大 な ど 、 環 境 の 安全 性 強化 と 住み や すさ 向上 に つなが 
る 取り 組み を 行っ て いま す 。 例 えば 、 か つて 工業 施設 か ら の 汚染 に 直面 し た 港湾 地域 
で は 、 雨 水 配水 管 を 備え た 最新 排水 処理 シス テム な ど を 導入 し 、 今 で は 水遊び や 水泳 
も 可能 な 人 気 エ リア に 生ま れ 変 わり まし た 。 


EIU : コペン ハー ゲン で は 、 様 々 な 分 野 で 都市 の 安全 性 を 向上 する た め に スマ ー ト シ 
ティ と いう ツー ル や アプ ロー チ を どの よう に 活用 し て いま すか ? 


プロ グラ ム の 正式 な 取り 組み と は な っ て いま せん が 、 コ ペン ハー ゲン で は 安全 性 に 関 
する 年 次 調査 を 実施 し て いま す 。 そ こ で 大 き な 役 割 を 果たし て いる の は デー タ で す 。 
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具体 的 改善 を 行う た め に は 現状 把握 が 不可 欠 で す が 、 デ ー タ の 活用 に よっ て 街 の 安全 
性 に まつ わる 複雑 な 事象 が より 深く 理解 で きま す 。 


また デー タ は 、 今 回 の パン デミ ッ ク 対 策 で 非常 に 役立ち まし た 。 市 内 の 感染 状況 を 
注視 し 、 変 異種 の 増加 が 見 られ る 地域 で 重点 的 な 対策 を 進め る こと が で きた の で す 。 
今後 は 様々 な エリ ア で 市 民 に 検査 を 強い る こと な く 感 染 状 況 を 把握 する た め 、 排 水 
か ら コ ロナ ウィ ルス を 検知 する 実証 実験 も 行う 予定 で す 。 


EIU : 今 お 話 に 上 が っ た コロ ナ 対 策 に つい て で す が 、 パ ン デ ミッ ク や ロッ クダ ウン に 
まつ わる レジ リエ ンス 上 の 課題 を 克服 する た め 、 他 に どの よう な ツー ル を 活用 し て い 
ます か ? 


予防 対策 と いう 面 で は 、 ソ ー シ ャ ル メ ディ ア や 公共 スペ ー ス を 通じ て 、 多 言語 の コミ ュ 
ニケ ーション ・ キ ャ ン ペ ー ン を 進め て いま す 。 ま た 青少年 組織 や 少数 民族 グル ー プ の 
代表 者 な ど 、 様々 な 組織 ・ 人 物 を 通じ た 直接 コミ ュ ニ ケー ショ ン も 行っ て いま す 。 我々 
の メッ セー ジ を 市 民 に より 身近 な か た ち で 発信 する こと で 、 大 き な 効 果 が 期待 で きる 
か ら で す 。 


また コペン ハー ゲン で は 、 パ ン デ ミッ ク の 早い 段階 か ら 感染 予防 の みな ら ず 、 都 市 封 
鎖 下 の 市 民 ・ 企 業 支援 へ 積極 的 に 乗り 出し まし た 。 例 えば 、 子 供 た ち が 学 校 へ 戻っ た 
際 の 課外 活動 や 、 高 齢 者 の 精神 的 健康 向上 プロ グラ ム を 対象 に 特別 予算 を 組み まし た 。 
レス トラ ン ・ ホ テル ・ 小 売店 向け に も 経済 支援 を 提供 する た め の 、 様 々 な 活動 を 始め 
で NE 
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都市 運営 の リー ダー へ の イン タビ ュー : (…) 
カナ ダ トロ ント 市 長 John Tory 氏 JI 


EIU : 今回 トロ ント は 僅差 の 2 位 に 選ば れ 、 過 去 3 回 の SCI で も 毎回 トッ プ 7 入り を 
果たし て いま す 。 優れ た 成績 を 残し て いる 要因 は どこ に ある と お 考え で すか ? 


まず 重要 な の は 、 あ ら ゆ る 人 種差 別 や 偏見 に 断固 と し て 反対 する な ど 、 互 い の 存 在 に 
敬意 を 払い 、 根 本 的 な 価値 観 を 市 民 が 共有 し て いる こと で す 。 こ うし た 土台 が あれ ば 、 
安全 性 の 高い 環境 作り に 役立つ と 思い ます 。 


また 様々 な 支援 策 を 打ち 出す こと も 重要 で す 。 例 えば 、 誰 で も 高等 教育 を 受け られ る 
公 的 教育 制度 や 、 よ り 安 全 性 に 関連 性 の 高い と ころ で は 、 問題 を 抱え る 市 民 を 対象 と 
し た 様々 な 支援 制度 も 整備 し て いま す 。 


トロ ント で は 、 市 全体 を 視野 に 入れ た 包括 的 アプ ロー チ に 力 を 入れ て いま す 。 今回 の 
COVID-19 で 私 た ち が 学 ん だ の は 、 市 民 全員 (特に 草の根 の コミ ュ ニ ティ ) を 巻き 
込ん で 取り 組み を 行え ば 、 よ り 効 果 が 上 が る と いう こと で す 。 こ うし た アプ ロー チ を 
取り 入れ る こと で 、 特 定 の 人 や グル ー プ が 置き 去り に な っ た り 、 危 険 な 状況 に 晒さ れ 
た りす る こと も 防げ ます 。 


も ちろ ん まだ 課題 は 多く あり ます が 、 支 援 制 度 の 構築 を さら に 進め 、 市 民 参加 の 下 で 
包括 的 な 安全 性 を 実現 し て いく つも り で す 。 


EIU : 課題 と な っ て いる の は どの よう な 点 で すか ? 


安全 な 都市 環境 を 実現 する た め 、 取 り 組 み を さら に 拡大 する こと で す 。 例 えば トロ ン 
ト は 新た に 低 所 得 者 向け の 乗車 パス を 導入 し まし た が 、 多 く の 市 民 へ 迅速 に 配布 する 
と いう 点 で 課題 に 直面 し て いま す 。 一 見 安全 性 と は 無関係 で す が 、 交 通 機関 を 利用 す 
れ ば 市 内 の 様々 な 支援 サー ビス に アク セス で きま すし 、 自 由 の 移動 を 保証 する と いう 
理想 の 実現 に も つなが り ま す 。 


カナ ダ で は 連邦 ・ 州 ・ 市 が 市 政 に 関わ っ て いま す が 、 3 者 の スム ー ズ な 連携 を 実現 
する こと も 大 き な 課 題 で す 。 政 府 ・ 自 治 体 が あら ゆる 問題 を 独力 で 解決 で きる わけ 
で は な い の で 、 市 民 参 加 を さら に 促進 する こと も 課題 で し ょ う 。 


また 市 民 が 安心 し て 健康 か つ 豊 か な 生活 を 送れ る 環境 作り の た め に は 、 よ り 広 い 視 点 
で 都市 の 安全 性 に つい て 考え る 必要 が あり ます 。 こ こま で 挙げ て きた よう な 取り 組み 
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を 進め る た め に は 包括 的 アプ ロー チ が 欠か せま せん が 、 そ の 実現 に 向け た 投資 や 改革 
に は 時 間 が か か り ま す 。 


EIU : カナ ダ で は 主 に 連邦 ・ 州 政府 が コロ ナ 対 策 を 担っ て いま す 。 ト ロン ト 市 が 効果 
的 な 支援 を 提供 で きる の は どの よう な 分 野 で し ょ うか ? 


私 た ち は 、 市 民 に 最も 近い 場所 で 取り 組み を 進め られ る 立場 に あり ます 。 連邦 ・ 州 政 
府 の よう に 慕 大 な 予算 を 扱う 権限 ・ 能 力 は あり ませ ん が 、 今 回 の よう な ケー ス で は ワ 
クチ ン 接 種 や 検査 を 草の根 レベ ル で 進め る た め に 我々 の 取り 組み が 欠か せま せん 。 市 
や 、 我 々 が 密接 な 関係 を 持つ 地元 コミ ュ ニ ティ 組織 の 存在 は 、 情 報 ・ 支 援 を 求め る 市 
民 の 重要 な 受け 皿 と な る か ら で す 。 


今回 の パン デミ ッ ク に より 、 地 元 自治 体 が 果たす 役割 の 重要 性 と 取り 組み 遂行 能力 が 
改め て 証明 され た と 思い ます 。 マ イノ リティ を 含め た 全て の 都市 住民 に 行政 サー ビス 
を 提供 し 、 支 援 の 手 を 差し 伸 べ る た め に は 地元 自治 体 の 存在 が 不可 欠 な の で す 。 
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上 位 グ ルー プ 都 市 に 見 られ る 変化 


今回 の 調査 で 注目 すべ きも う 一 つの 変化 は 、 各 
カテ ゴリ ー に お ける 上 位 グ ルー プ ・ 下 位 グ ルー 
プ の スコ ア 傾 向 だ 。 2019 年 版 の 調査 で は 、 東 京 ・ 
シン ガ ポ ー ル ・ 大 阪 の トッ プ 3 都 市 が 全 カ テ ゴ 
リー で 上 位 8 位 以内 に 選ば れ た (大 阪 は 例外 的 
に 『 サ イ バ ー セ キュ リティ 』 の カテ ゴリ ー で 11 
位 )。 し か し 今回 の 調査 で は 、 上 位 都 市 の 課題 分 
野 が 浮き 彫り と な っ て いる 。 例 えば コペン ハー 
ゲン は 、4 カテゴリー で トッ プ 6 に 入る 一 方 、 
『 医 療 ・ 健 康 環境 の 安全 性 』 で 26 位 に 低迷 し 
た 。 同様 に トロ ント も 、4 カ テ ゴ リ ー で 8 位 以 
内 に 入る 一 方 、『 サ イ バ ー セ キュ リティ 』 の カテ 
ゴリ ー で 14 位 と な っ て いる 。 今回 の 調査 で は 、 
上 位 10 都市 全て に 同様 の 傾向 が 見 られ た 。 


下位 都市 グル ー プ の 場合 は 、 前 回 同様 全て の 
カテ ゴリ ー で スコ ア が 低迷 し た 。 し か し 、 特 定 
カテ ゴリ ー で 優れ た 成績 を 残す 都市 も 見 られ る 。 
例え ば 、 総 合 ラ ンク 56 位 の ラゴス (ナイ ジェ 
リア ) は 、『 環 境 の 安全 性 』 で 平均 以上 の スコ ア 
を 獲得 。 総 合 ラ ンク 55 位 の カサ ブラ ンカ ( モ 
ロッ コ ) も 『 サ イ バ ー セ キュ リティ 』 の カテ ゴ 
リー で 41 位 と な っ て いる 。 


所 得 水準 ・ 透 明 性 の 相関 関係 


2019 年版 の 報告 書 で 詳細 に わた っ て 取り 上 
げた と お り 、 都 市 の 所 得 水準 と 安全 性 に は 
高い 相関 関係 が 見 られ る 。 今回 調査 対象 と 
な っ た 60 都市 の うち 上 位 29 都市 は 、 高 所 得 
国 に 属し て いる 。 ま た 人 間 開 発 指数 (HDI) と 


図 4 : HDI・ 腐 敗 認識 指数 vs SCI の 総合 スコ ア 
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SCI の 総合 スコ ア 、 ア ウト プッ ト 、 イ ンプ ッ ト 、 
そし て 各 カ テ ゴ リ ー の 合計 スコ ア に も 明確 な 相 
関 性 が 認め られ る 。 都 市 の 所 得 水準 と SCI の 
イン プッ ト で は 、 ア ウト プッ ト よ り も その 傾向 
が 顕著 だ 。 


こう し た 結果 は 驚く べき も の で は な い 。「10 
年 間 も 都 市 計画 に 携わっ て いる が 、 地 方 自治 
関係 者 と 顔 を 合わ せる と 必ず 予算 ・ 権 限 不 足 の 
問題 に つい て 聞か され る 」 と いう Akhmouch 
氏 の 経験 は 、 今 回 取材 を 行っ た 多く の 専門 家 が 
共有 する も の だ 。 


安全 性 強化 の 取り 組み に は 英 大 な 投資 と 運営 

コス ト が か か る こと も 多い が 、 財 政 力 が 都市 
環境 の 安全 性 を 保証 する わけ で は な い 。 む し る 
安全 な 都市 環境 は 、 投 資 と その 他 様 々 な 要因 の 
相乗 効果 か ら 生 み 出さ れる こと が 多い 。 例 えば 
Tomer 氏 が 指摘 する よう に 、「 先 進 国 の 都市 に 
は 例外 な く 安 全 な 上 下水 道 イ ン フ ラ が 整備 され 
て いる 。」Zhao 氏 に よる と 、 今 回 の COVID-19 
か ら 学 ん だ 重要 な 教訓 は 、「 医 療 ・ 健 康 環境 の 
安全 性 を 強化 すれ ば 、 経 済 成長 に つなが る こと 。 
都市 の 安全 性 と 経済 は 、 相 殺 で は な く 補 完 関係 
に ある こと 。 そ し て 、 地 方 自治 体 が だ 果たす 役割 
は 大 きい と いう こと 」 だ 。 


Akhmouch 氏 に よる と 、 特 に 環境 の 安全 性 
の 分 野 で は 、 予 算 が 確保 され る まで 取り 組み を 
棚上げ に する 自治 体 が 目立つ 。 し か し 「 経 済 
成長 を 遂げ て か ら 環 境 に 取り 組 も うと いう 発想 
は も は や 通用 し な い 。 対応 を 先 延ばし に する 
自治 体 は 、 今 後 大 き な 代価 を 支払 うこ と に な る 
LE 
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都市 の 安全 性 と 政府 の 透明 性 に は 、 よ り 明 ら 
か な 相関 関係 が 見 られ る 。 こ れ ま で の 調査 と 
同様 、 世 界 銀 行 の 腐敗 認識 指数 (Control of 
Corruption Index) と 、SCI 対象 都市 の 総合 ス 
コア に は 明らか な 相関 性 が 見 られ た 。 ま た 総合 
スコ ア や 、 各 カテ ゴリ ー の イン プッ ト ・ ア ウト 
プッ ト そ れ ぞ れ の 合計 スコ ア 、 そ し て 両者 の 
合計 スコ ア に も 同じ 傾向 が 認め られ る 。 これ は 、 
都市 の 所 得 水準 に まつ わる 相関 性 に 関わ りな く 
見 られ る も の だ 。 


2019 年 版 の 報告 書 で 検証 し た 通り 、 透 明 
性 と 都市 の 安全 性 に は 様々 な 相関 関係 が ある 。 
透明 性 は それ 自体 が 重要 な 要因 で あり 、 ガ バ 
ナン ス の 水準 を 示す 代理 的 指標 と し て も 有効 
だ 。 ま た 専門 家 に よる と 、 ガ バナ ンス その も の 
も 都市 の 安全 性 強化 に 不可 欠 だ と いう 。 今回 の 
調査 で は 、 高 所 得 国 の 都市 より も 中 所 得 国 の 
都市 で 腐敗 認識 指数 の 影響 が 目立つ 。 こ の 結果 
を 見 て も 、 透 明 性 が 都市 の 安全 性 に と っ て 重要 
な 要因 で ある こと が 分 か る 。 つ まり 財政 力 を 透 
明 性 で 補う こと も 可能 な の だ 。 財 政 力 、 透 明 性 、 
効果 的 な ガバ ナン ス は 、 い ずれ も 安全 性 強化 に 
欠か せな い 要 因 と 言え る だ る ろう 。 


都市 の 安全 性 と 各地 域 の 傾向 


今回 の 調査 で は 、 高 スコ ア を 獲得 し た 都市 が 
多く の 地域 に 分 布 し て いる 。 例 えば 総合 ラン 
キン グ の トッ プ 15 都 市 * を 見 る と 、 ア ジア 太 
平 洋 地 域 か ら 6 都市 、 ヨ ー ロ ッ パ か ら 6 都市 、 
北米 か ら は 4 都市 が 選ば れ て いる 。 ま た 、 こ の 
3 つの 地域 に お いて は 、 高 所 得 都市 の 平均 スコ 
ア が 75.5 か ら 77.9 と 大 き な 地 域 差 は 見 られ 
な い ` 

* ロ ンド ン と サン フラ ン シ ス コ が 同率 で 15 位 と な っ て 
いる た め 、 厳 密 に は 16 都市 。 


4 地域 差 の 比較 可能 性 を 向上 させ る た め 、 高 所 得 国 の 都市 の み を スコ ア 算 出 対象 と し て いる 。 
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5 : 高 所 得 国 の 都市 の カテ ゴリ ー 別 平均 スコ ア 


サイ バー 医療 
総合 セキ ュ リ ティ 健康 環境 イン フラ 個人 環境 
アジ ア 太 平 洋 77.9 72.5 79.5 86.4 73.3 78.0 
ヨー ロッ パ 75.5 72.0 68.6 82.5 76.9 77.8 
北米 77.2 78.0 75.8 84.8 670 80.7 
中 東 59.0 576 72.6 65.5 61.0 38.3 


た だ し 1 点 留 意 が 必要 な の は 、 前 述 3 地域 の 
高 所 得 国 の 都市 で 、 カ テ ゴ リ ー 別 平均 スコ ア に 
差 が あっ た こと だ 。『 イ ン フ ラ の 安全 性 』・『 環 境 
の 安全 性 』 で は どの 地域 も 概ね 似 た スコ ア 傾 向 
が 見 られ る 一 方 、『 サ イ バ ー セ キュ リティ 』 で は 
北米 が 、『 医 療 ・ 健 康 環境 の 安全 性 』 で は アジ ア 
太平 洋 地 域 が 、『 個 人 の 安全 性 』 で は ヨー ロッ パ 
が 、 特 に 優れ た スコ ア を 獲得 し た 。 


高 所 得 国 の 都市 で み ら れ る 地域 差 は 、 高 所 得 
国 と 低 所 得 国 の 都市 の 違い に 比べ れ ば ご くわ ず 
か だ 。 し か し 安全 強化 に 向け た 投資 の 優先 順位 
や 安全 性 の 水準 に 対す る 考え 方 が 、 地 域 に よっ 
て 異な る こと は 確か で あり 、 調 査 結果 に も 思わ 

影響 を 及ぼ し て いる 。 例 えば ジョ ンズ ・ ホ 
プ キ ンズ 大 学 都市 シス テム 工学 部 の Gregory 
Falco 准 教 授 に よる と 、 ア イス ラン ド の 都市 
より も サウ ジア ラビ ア の 都市 で サイ バー セキ ュ 
リティ の 優先 順位 を 上 げ る 方 が 容易 だ と いう 。 
な ぜ な ら 後 者 は 、 様 々 な 安全 上 の 脅威 (国際 
紛争 な ど ) が 課題 と し て 重視 され る 地域 に ある 
か ら だ 。 


だ が “文化 的 要因 "を 背景 と し た 違い を 考慮 
する 際 に は 注意 が 必要 と な る 。 英 国 開発 学研 究 
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所 の Gupte 氏 が 指摘 する よう に 、「 文 化 的 要因 
は 進化 ・ 対 話 の 過程 に 関す る 記憶 で あり 、 常 に 
変化 し 続け て いる 」 か ら だ 。 安 全 性 に 対す る 我々 
の 理解 は 文化 的 側面 を 伴う 可能 性 は ある も の の 、 
誰 も が 置き 去り に され な い 安 全 な 社会 を 作る 
た め に 「 誰 の た め の 」 安 全 な の か と 問い 続け る 
こと が 重要 だ 。 


し か し こう し た 文化 的 進化 プロ セス の 違い 
が 、 ・ 地 域 さ と の 差 に 影響 を 及ぼ し て いる 
可能 性 は 高い 。 例 えば 、 北 米 の 都市 が 『 サ イ バ ー 
セキ ュ リ ティ 』 の カテ ゴリ ー で 高 ス コア を 獲得 
し た 背景 に は 、 過 去 10 年 の 革命 を 通じ て 
培 わ れ た デジ タル 分 野 で の 強い 安全 意識 が ある 。 
また 『 個 人 の 安全 性 』 に まつ わる 同 地 域 特 有 の 
社会 的 通念 は 、 同 カテ ゴリ ー の 低 ス コア に 影響 
を 与え て いる だ ろう 。 


これ ら の 一 般 化 し た 考察 は あく まで も 推論 
に すぎ な い が 、 中 東 の 低 所 得 国 で 平均 スコ ア 
が 低かっ た 理由 は より 明確 だ 。 同 地域 の 都市 
は 、 低 所 得 グ ルー プ の 中 で 最も HDI の スコ ア 
が 低く 、 経 済 発展 の 歴史 も 浅い 。 ま た 『 環 境 の 
安全 性 』 カテ ゴリ ー の スコ ア も 突出 し て 低かっ 
た 。 今後 時 間 と 共に 改善 が 見 られ る 可能 性 は 
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ある が 、 砂 漠 と その 近隣 地帯 に 建設 され た 中 東 次 章 か ら は 、 総 合 ラ ン キ ング に 関す る ここ 

の 都市 に と っ て 、 同 分 野 が 長期 的 課題 と な る 可 で の 分 析 に 基づき 、 カ テ ゴ リ ー 別 の 結果 に つい 

能 性 は 高い 。 て 検証 する 。 世界 の 現状 に 鑑み 、 ま ず 最 初 に 
取り 上 げ る の は 『 医 療 ・ 健 康 環境 の 安全 性 』 だ 。 
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医療 ・ 健 康 環境 の 安全 性 : 
COVID- 19 が も た ら す 新た な 課題 


順位 都市 スコ ア 
0 20 40 60 80 100 

1 東京 87.7 
2 シン ガ ポ ー ル 84.1 

3 香港 84.0 
4 メル ボル ン 81.9 
5 大 阪 81.8 
6 ソウ ル 81.1 

7 トロ ント 80.0 
8 ロン ドン 78.8 
9 バル セロ ナ 78.1 

10 シド ニー 77.7 
1 サン フラ ン シ ス コ 77.3 
12 アブ ダビ 76.5 
13 ドバイ 75.5 
14 ニュ ー ヨ ー ク 75.2 
=15 シカ ゴ 74.8 
=15 ロサ ン ゼ ルス 74.8 
17 ダラス 74.6 
18 ワシ ント ン DC 74.0 
=19 北京 73.6 
=19 上 海 73.6 
2 台北 73.5 
22 バン コク 73.1 


23 アム ステ ルダム 72.5 
24 フラ ンク フル ト 72.3 
25 イス タン ブー ル 71.9 
26 コペン ハー ゲン 70.0 


27 クウェート 69.7 
=28 モス クワ 68.6 
=28 パリ 68.6 
=28 リヤ ド 68.6 
31 ブリ ュ ッ セル 67.8 
32 ブエノスアイレス 67.4 
33 マドリ ッ ド 67.0 

平均 スコ ア 66.7 
34 チュ ー リ ッ ヒ 66.6 
=35 サン ティ アゴ 66.5 
=35 スト ッ ク ホ ルム 66.5 
37 ロー マ 65.2 
38 クア ラル ンプ ー ル 64.0 
39 ホー チミ ン 63.9 
40 ニュ ー デ リー 63.6 
41 ウェ リン トン 63.4 
dä ミラ ブン 61.3 
43 ヨハ ネス ブル グ 61.0 
44 ムン バイ 60.8 
45 ボゴタ 59.0 
46 ジャ カル タ 58.9 
47 。 キト 58.3 
48 サン パウ ロ 57.7 
49 リス ボン 57.5 
50 メキ シコ シテ ィ 57.4 
51 カサ ブラ ンカ 51.4 
52 ダッ カ 50.9 
53 リオ デジ ャ ネイ ロ 50.7 
54 マニ ラ 49.9 
55 カラ チ 48.4 
56 バクー 47.3 
57 カイ ロ 45.6 
58 ヤン ゴン 44.6 
59 ラゴス 43.7 
60 カラ カス 39.0 
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新た な 現実 と 指数 の 有効 性 


COVID-19 の 世界 的 拡大 は 、 人 々 の 予測 を 
超え た 出来 事 で あっ た 。 し か し 英国 ケン ブリ ッ 
ジ 大 学 で 都市 衛生 と 疫学 を 専門 と する 医師 
Tolullah On 氏 に よる と 、 今 回 の パン デミ ッ ク 
は ある 意味 で 「 想 定 内 」 の 事態 だ と いう 。 同氏 
の 指摘 は 様々 な 意味 で 的 を 得 た も の だ 。2000 
年 に 設立 され た GAVI ワ クチ ン ア ライ ア 

と 、2017 年 に 設立 され た CEPI RE 
対策 イノ ベー ショ ン 連 合 ) は 、 世 界 規模 で 医療 ・ 
社会 ・ 経 済 に 深刻 な 影響 を 及ぼ す “ウィ ルス 
X"” に つい て 警告 を 発し 続け て きた 。 新型 コロ 
ナウ ィ ル ス は 、 ま さ に 両者 が 恐れ て いた 感染 症 
で あり 、 今 後 も 同様 の ウィ ルス が 世界 の 脅威 と 
な る 可能 性 は 高い 。 ま た On 氏 に よる と 、 所 得 
教育 ・ 労 働 形 態 を は じ め と する 健康 の 社会 的 
決定 要因 、 医 療 制度 の 財政 規模 、 社 会 的 信頼 性 ・ 
結束 の レベ ル な どの 様々 な 要因 が 健康 に 影響 を 

与え る こと は 数 十 年 前 か ら 知 られ て いた 。 そ し 
て これ ら が パン デミ ッ ク の 深刻 度 を 左右 する 
こと も 、 以 前 か ら 予測 され て いた 。 


し か し COVID-19 の 発生 は 、( 少 な く と も 
重要 な 側面 で ) 不測 の 事態 を 引き 起こ し た 。 
高い 所 得 水準 と イン フラ を 持つ 先進 国 を 含め 、 
多く の 国 が 医療 崩壊 の 危機 に 直面 し た の だ 。 
この 事態 は 公衆 衛生 の 専門 家 で さえ 予測 し て い 
な か っ た 。 


想定 外 と いう 点 で は 、 我 々 の 調査 も 例外 
で は な い (そし て これ は 大 い に 反 省 す べき 点 
だ )。2019 年 、EIU は ジョ ンズ ・ ホ プ キ ンズ 大 
学 公衆 衛生 学部 を は じ め と する 複数 研究 機関 と 


共に 、Global Health Security Index (GHSI = 
世界 医療 ・ 健 康 環境 イン デック ス ) "を 作成 し た 。 
し か し 危機 発生 当初 か ら 、 同 調査 の スコ ア と パ 
ン デ ミッ ク の 深刻 度 に は 大 き な 邊 離 が 見 られ た 。 
今回 SCI の 指標 の 一 つと な っ た 、 感 染 死 亡者 
数 に 関す る 2021 年 3 月 時 点 の デー タ を 見 て も 、 
GHSI と の 相関 性 は 全く 見 られ な い 。 こ の 問題 
に つい て は 、 メ ディ ア の 間 で 大 き な 論 争 が 繰り 
広げ られ た 。GHSI の よう な 指数 は 医療 イン フ 
ラ の 能力 を 評価 する も の で あり 、 そ の 活用 方 法 
を 予測 で きる わけ で は な い が 、 評 価 対象 と する 
要因 に つい て 大 幅 な 見 直し が 必要 と な る こと は 
間違い な い 。 特 に 深刻 な の は 、 現 実 と の 砂 離 が 
見 られ た 調査 が GHSI だ け で は な か っ た こと だ 。 
Asgari 氏 に よる と 「 今 回 の 危機 で は EIU だ け 
で な く 、 多 く の 調 査 機関 が 同じ よう な 事態 に 
直面 し た 」 と いう 。 


こう し た 実状 を 考え て も 、 パ ン デ ミッ ク が 
も た らし た 新た な 現実 に 照ら し 合わ せ 、 医 療 ・ 
健康 環境 の 安全 性 と いう 概念 を 見 直す 必要 が 
ある こと は 確か だ 。 し か し 多く の 国 で は 危機 収 
東 に 向け た 取り 組み が 続い て お り 、 危 機 発生 
当初 に 対応 の 評価 が 高かっ た 国々 (日 本 ・ タ イ ・ 
イン ド な ど ) が 現在 感染 者 の 急増 に 直面 し て 
いる 。 こ の 状況 下 で 、 こ れ ま で の 経験 か ら 得 た 
教訓 に つい て 検証 する の は 時 期 沿 早 だ ろう 。 


検証 に あたっ て は 、 入 手 可 能 な デー タ の 信頼 
性 も 大 き な 課 題 と な る 。 公 表 は お ろか 、 感 染 者 ・ 
死亡 者 数 の 把握 すら 困難 な 国 、 あ る い は 政治 
理由 か ら 正 確 な 犠牲 者 数 を 隠ぺい する 国 も 見 ら 
れる か ら だ 。 ま た Asgari 氏 が 指摘 する よう に 、 
感染 死亡 者 の 基本 的 な 判断 基準 すら 統一 され て 


5 https://www.ghsindex.org/ 
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いな い の が 現状 で あり 、 わ ず か な 定義 の 違い が 
大 き な 数 字 の 差 に つなが りか ね な い 。 例 えば 英 
国 イ ング ラン ド の NHS (国民 保健 サー ビス ) は 
昨年 8 月 、 コ ロナ ウィ ルス 感染 死亡 者 の 定義 を 
“感染 判明 後に 死亡 し た 患者 " から “感染 判明 後 
28 日 以内 に 死亡 し た 患者 ” へ と 変更 し た 。 そ の 
結果 、 感 染 死 亡者 数 は 13% も 減少 し た と いう "。 


再び 高まる “包括 的 アプ ロー チ " の 重要 性 


パン デミ ッ ク を 取り 巻く 状況 が 絶え 間 な く 変 化 
し 、 依 然 と し て 先行 き 不透明 な 中 、 詳 細 に わた 
る 結論 を 導き 出す こと は 難し い 。 し か し これ 
まで の 経験 は つの 流れ を 示唆 し て いる 。 


その 一 つ は 、 都 市 に お ける 医療 ・ 健 康 環境 上 
の 課題 を 包括 的 視野 で 理解 する こと の 重要 性 
だ 。 あ ら ゆ る 病気 に 相関 関係 が 見 られ る 現代 
に お いて は 、 疾 病 負荷 の 分 析 に “疫学 転換 " 
(epidemiological transition) と いう 概念 が 欠 
か せな い 。 社会 経済 的 発展 に 伴っ て 感染 症 の も 
た ら す 影響 は 減少 し 、 非 感染 症 が 大 き な 課 題 に 
な る と いう この 考え 方 は 、 開 発 途 上 国 に お ける 
感染 症 ・ 非 感染 症 対策 の 両立 な ど 、 世 界 が 直面 
する 医療 ・ 健 康 環境 上 の 課題 を 理解 する 上 で 
重要 な 役割 を 果たし て いる 「。 


し か し "転換" と いう 括り だ け で あら ゆる 病 
気 の 関 係 性 を 説明 する こと は 難し い 。Oni 氏 が 


Safe Cities Index 2021 


ポス トコ ロナ 時 代 に 求め られ る 新た な 包括 的 アプ ロー チ 


指摘 する よう に 、 結 核 と 糖尿 病 あ る い は 感染 症 
と ガン な ど 、 感 染 症 ・ 非 感染 症 を 併発 し 、 そ の 
影響 が 増幅 され る こと も ある か ら だ 。 例 えば 、 
ガン ・ 心 疾患 ・ 糖 尿 病 と いっ た 非 感染 症 と の 
関連 性 が 指摘 され て きた 肥満 が 、 コ ロナ ウィ ル 
ス 感 染 に よる 死亡 リス ク を 高め る こと は 複数 の 
研究 で 指摘 され て いる ”「。 


包括 的 アプ ロー チ が 重要 と な る も うー つの 

領域 は 、 医 療 サ ービス 提供 の あり 方 だ 。 例 えば 
Asgari 氏 に よる と 、 シ ン ガ ポー ル で 最も 深刻 
な 感染 拡大 が 見 られ た の は 、 外 国人 出稼 ぎ 労 働 
者 の コミ ュ ニ ティ だ っ た 。 一 方 2021 年 5 月 
の タイ で は 、 密 な 状態 に ある バン コク 刑務 所 の 
受刑 者 が 感染 者 数 の 半分 以上 を 占め る 日 も あっ 
た ”。「COVID-19 で 得 た 重要 な 教訓 の 一 つ は 、 
公衆 衛生 の 問題 で 社会 的 マイ ノリ ティ の 存在 を 
無視 で き な い と いう 点 だ 。 こ れ ま で に も 繰り 
返し 言わ れ て きた こと だ が 、 難 民 キ ャ ンプ に お 
ける 結核 夢 延 の 問題 が 何 十 年 も 解消 され て いな 
いこ と を 考え れ ば 、 改 め て 現状 を 検証 する 必要 
が ある 」 と 同氏 は 指摘 する 。 こ れ は 単なる 倫理 
上 の テー マ で は な く 、 都 市 住民 全体 の 安全 に 
関わ る 問題 だ 。 


また 国民 皆 保険 制度 が 施行 され て いる 国 で も 、 
都市 の 様々 な コミ ュ ニ ティ が 抱え る 課題 に 目 を 
向け る 必要 が ある 。 例 えば Oni 氏 に よる と 、 口 
ンド ン (ひい て は 英国 全体 ) で 接種 忌避 の 最大 
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の 要因 と な っ た の は 、 少 数 民族 コミ ュ ニ ティ の 
不信 感 だ た 。 こ れ ま で 十分 な 医療 サー ビス を 受け 
られ ず に 疎外 感 を 抱い て きた 一 部 コミ ュ ニ ティ 
は 、「 こ れ ま で な い が し ろ る ろ に され て きた の に 今 
さら 何 を 、 と 不満 を 感じ て いる 。 接種 忌避 の 
問題 を 解消 する た め に は 、 非 常時 だ け で な く 持 
続 的 に 信頼 関係 を 築く 努力 が 必要 だ 」 と いう 。 


医療 アス テム の 
レジ リエ ンス 強化 と 都市 住民 


社会 問題 と 医療 シス テム の こう し た 相関 性 か ら 
見 て 取れ る の は 、 パ ン デ ミッ ク が 医療 ・ 健 康 
環境 の 安全 性 に も た ら す 変化 だ 。「 不 測 の 事態 に 
対応 し ダメ ー ジ か ら 回 復 す る 、 つ まり 医療 シス 
テム の レジ リエ ンス は 今後 ます ます 重視 され る 
よう に な る だ ろう 」 と Asagari 氏 は 指摘 する 。 


また 医療 に まつ わる 問題 と 都市 全体 の レジ 
リエ ンス は 、 さ ら に 密接 な 関わ り を 持つ よう 
に な る 。「 こ れ ま で 都市 レジ リエ ンス の 問題 は 、 
洪水 と いっ た 自然 災害 の 文脈 で 語ら れる こと 
が 多かっ た 。 医療 月 壊 の 危機 に 直面 する と は 
誰 も 想像 し な か っ た だ ろう 」 と 同氏 は 指摘 する 。 
メル ボル ン 大 学 の Acuto 氏 も この 見 方 に 同意 し 、 
「 様 々 な シナ リオ が 想定 され て いて も 、 常 に 盲点 
が 存在 する こと を COVID-19 は 教え て くれ た 」 
と 語る 。 多 く の 都 市 は レジ リエ ンス 強化 に 向け 、 
効果 的 な プロ グラ ム や パー トナ ー シ ッ プ を 打ち 
出し て いる が 、「 医 療 面 を 重視 し た も の は ご く 
わずか で 、 医 療 ・ 健 康 環境 の 安全 性 まで 踏み 込 
ん だ も の は さら に 少な い 」 と いう 。 
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初期 段階 で 感染 抑止 に 成功 し た アジ ア 諸 国 の 
例 が 示す と お り 、 一 般 的 な レジ リエ ンス 対策 
は 医療 面 で も 大 き な 効 果 を 発揮 する 。 例 えば 
シン ガ ポ ー ル ・ 韓 国 ・ 台 湾 は 、2021 年 4 月 頃 
まで 効果 的 に 感染 拡大 を 抽 え て きた 。 こ れ ら の 
国 が 、 過 去 に SARS や MERS (ある い は 両方 ) 
を 経験 し た こと は 決し て 偶然 で な い 。Asgari 氏 
に よる と 、「 こ うし た 国 で は 複数 領域 に また が 
る 意思 決定 を 前 提 と し た 法律 が 施行 され 、 高 い 
レジ リエ ンス が 確立 され て いた 。 ま た 感染 症 の 
記憶 も 新 し か っ た た め 、 政 府 ・ 専 門 家 ・ 国 民 が 
危機 感 を 持っ て 連携 し 、 迅 速 な 対応 を 行っ た 」 
と いう 。 


制度 を は じ め と する ハー ド 面 と 同様 に 重要 な 
の が 、 レ ジリ エン ス の ソフ ト 面 、 特 に 社会 的 
結束 や 政府 に 対す る 市 民 の 信頼 度 の レベ ル だ 。 
「 住 民 が 自治 体 を どの 程度 信頼 し て いる か 、 そ 
し て 自治 体 が その 声 に どれ だ け 耳 を 傾け て いる 
か は 大 き な 要 因 だ 」 と 指摘 する の は Asgari 氏 。 
Oni 氏 に よる と 、 パ ン デ ミッ ク へ 効果 的 対応 を 
行っ て いる 都市 で は 、「 明 確 な コミ ュ ニ ケー ショ 
ン と 、 コ ミュ ニテ ィ ・ 住 民 に よる 対策 作り へ の 
関与 」, が 見 られ る と いう 。 


COVID-19 は IT の 分 野 で も 重要 な 教訓 を 示唆 
し て いる 。 そ れ は IT を ソリ ュー ショ ン そ の も 
の で は な く 、 レ ジリ エン ス 強 化 ツ ー ル の 一 つと 
し て 活用 する こと の 重要 性 だ 。 例 えば 台湾 政府 
は 、 わ ず か 24 時 間 で 健康 保険 デー タベース と 
移民 デー タベース を 統合 。2020 年 1 月 27 日 
に は 、 感 染 が 疑わ れる 中 国人 渡航 者 の 追 蹴 体制 
を 整え て いた 。 同国 が こう し た 革新 的 か つ 効 果 


的 な 方 策 を 打ち 出せ た の は 、 重 層 的 な パン デ 
ミッ ク 対 策 を 事前 に 準備 し て いた か ら だ 。 政 府 
は その 最初 の ステ ッ プ と し て 、 中 央 対策 司令 本 
部 を 1 月 20 日 に 設置 。 翌日 に は 医療 福祉 ・ 運 輸 ・ 
経済 ・ 労 働 ・ 教 育 ・ 環 境 保護 の 担当 大 臣 が 参加 
する 安全 保障 会 議 が 招集 され た 。 つ まり 入念 に 
準備 され た プロ グラ ム の 一 環 と し て 、 様 々 な IT 
ツー ル が 活用 され た の だ 「。 


社会 関係 資本 ・ 社 会 的 結束 の レベ ル も 、 パ ン 
デミ ッ ク に お ける ツー ル の 効果 を 大 きく 
左右 する 。 接触 者 追跡 (track and trace) の 
仕組 み は そ の 一 例 だ 。 上述 の 通り 、 プ ライ バ 
シー 侵害 に 対す る 懸念 か ら 接触 者 追跡 アプ リ 
の ダウ ン ロ ー ド を 拒む ユー ザー は 多く の 国 で 
見 られ た 。 だ が Asgari 氏 に よる と 、 韓 国 で は 
携帯 電話 の 位置 情報 だ どけ で な く 、 街 頭 防犯 カメ 
ラ や クレ ジッ トカ ー ド の デー タ も 追跡 対象 と 
な っ た 。 こ うし た 取り 組み に 対す る 反応 は 国 に 
よっ て 大 きく 分 か れ た が 、 同 国 の 場合 は デー タ 
利用 に 関す る 透明 性 や 政府 へ の 信頼 度 が 高い た 
め に 効果 を 発揮 し た 。28 日 後に デー タ を 消去 
する と いう 公約 を 国民 が 信用 し た こと で 、 よ り 
踏み 込ん だ 対応 が 可能 に な っ た と いう 。 一 方 
Gupte 氏 に よる と 、 政 府 が 積極 的 役割 を 果たさ 
な い 国 で は 、 社 会 関係 資本 が レジ リエ ンス 強化 
に 役立つ と いう 。 例 えば イン ド の ムン バイ ・ コ ー 
チ で は 、 ソ ー シ ャ ル メ ディ ア を 使っ た コミ ュ ニ 
ティ ・ グ ルー プ の 取り 組み が 、 (政府 の 提供 する 
IT ツー ル よ り も ) 正確 な 状況 把握 に 役立っ た 。 
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今回 の 危機 が も た らし た 教訓 の 一 つ は 、 医 療 
分 野 を 含む 社会 全体 の レジ リエ ンス 強化 が 極め 
て 重要 で ある こと だ 。Acuto 氏 に よる と 、 す で 
に 多く の 都市 は その 重要 性 を 認識 し て いる と 
いう 。「SARS の 経験 は 自治 体 レ ベル の 都市 計画 
の 重要 性 を 浮き 彫り に し た が 、 多 く の 都 市 は 
対応 を 怠っ た 。 ま た アッ プ デ ー ト に 必要 な 情報 
源 が 分 か ら ず 、10 年 前 の 計画 を その まま 路 襲 
する 自治 体 も 見 られ た 。」 同 氏 に よる と 、SARS 
や エボ ラ 熱 の 経験 か ら も 明らか な よう に 、 自 
治 体 は 過ち か ら 学 ぶ こ と を 得意 と し て いな い 。 
し か し COVID-19 を 目の当たり に し た 今 、 こ う 
し た 状況 は 変わ る 可能 性 が ある 。 


都市 に 今 求 め ら れ て いる の は 、 危 機 管理 体制 
の 整備 だ け で は な い 。Oni 氏 が 指摘 する よう 
に 、 肥 満 率 の 低減 か ら コ ミュ ニテ ィ に お ける 
信頼 醸成 まで 、「 レ ジリ エン ス 強 化 の 一 環 と し て 
抑止 可能 な リス ク に 取り 組ま な けれ ば 、 今 後 
また 同様 の 危機 に 直面 する 」 恐れ が ある だ ろう 。 


11 C Jason Wang et al, “Response to COVID-19 in Taiwan Big Data Analytics, New Technology, and Proactive Testing", JAMA, March 2020, 
https://jamanetwork.com/journals/jama/fullarticle/2762689 
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A サイ バー セキ ュ リ ティ : 
= スマ ー ト シテ ィ の 推進 と 重要 性 の 高まり 


順位 都市 スコ ア 
0 20 40 60 80 100 

1 シド ニー 83.2 
2 シン ガ ポ ー ル 82.8 
3 コペン ハー ゲン 82.2 
— ロサ ン ゼ ルス 82.0 
=4 サン フラ ン シ ス コ 820 
6 ニューヨーク 81.6 
7 アム ステ ルダム 79.3 
8 メル ボル ン 78.3 
9 ウェ リン トン 77.3 
=10 シカ ゴ 76.7 
=10 フラ ンク フル ト 76.7 
12 ロン ドン 76.6 
13 ダラ ス 76.5 
14 トロ ント 75.0 
15 チュ ー リ ッ ヒ 74.8 
=16 バル セロ ナ 72.9 
=16 マドリ ッ ド 72.9 
18 スト ッ ク ホ ルム 72.6 
19 ワシ ント ン DC 72.1 
20 東京 71.0 
21 香港 70.1 
22 パリ 69.4 
23 ブリ ュ ッ セル 68.5 
=24 アブ ダビ 66.8 
=24 ドバイ 66.8 
26 ミラノ 65.1 
27 大阪 64.8 
28 リス ボン 64.3 
29 サン ティ アゴ 64.2 
30 台北 63.2 
31 ソウ ル 62.1 

平均 スコ ア 61.7 
32 ロー マ 60.1 
33 ブエノスアイレス 600 
34 モス クワ 59.4 


35 クア ラル ンプ ブー ル 59.1 
36 イス タン ブー ル 58.7 


=37 メキ シコ シテ ィ 57.2 
=37 ES 57.2 
=39 リオ デジ ャ ネイ ロ 53.8 
=39 サン パウ ロ 53.8 
41 カサ ブラ ンカ 53.7 
=42 ヨハ ネス ブル グ 53.1 
=42 リヤ ド 53.1 
44 バン コク 52.7 
45 北京 52.2 
46 ボゴタ 51.6 
47 バクー 48.9 
48 ニュ ー デ リー 47.5 
49 マニ ラ 47.4 
50 ラゴス 46.4 
51 ホー チミ ン 46.2 
52 キト 45.7 
53 ムン バイ 45.4 
=54 カイ ロ 43.6 
=54 クウ ェ ー ト 43.6 
56 ダッ カ 39.0 
57 カラ チ 38.5 
58 ジャ カル タ 38.0 
59 カラ カス 37.4 
60 ヤン ゴン 28.1 
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デジ タル 化 が も た ら す リス ク 


近年 、 デ ジタル 化 の 波 は 中 所 得 国 の 都市 に まで 
広まり を 見 せ て いる 。2019 年 版 ・2021 年 版 
の 両方 で 調査 対象 と な っ た 59 都市 を 比較 する 
と 、 イ ンタ ーネット 普及 率 は 人 口 全体 の 73.6% 
か ら 77.89% ま で 上 昇 。 こ の ペー ス で 普及 が 進め 
ば 、 約 10 年 後に は 世界 全域 に 達する 見 込み だ 。 
特に 急速 な 伸び が み ら れ る の が 低 中 所 得 国 の 
都市 で 、 前 回 調査 に お いて イン ター ネッ ト 普 及 
率 が 50%% を 上 回 る 都市 の 数 は 11 の うち わずか 
2 つ だ っ た が 、 今 回 は 10 都市 中 6 都市 に 増加 
し て いる 。 ま た インフ ラ の リス ク が "高い "… 極 
め て 高い "と 評価 され た 都市 は 3 つ に と ど ま る 
な ど 、 ハ ー ド 面 の 信頼 性 向上 も 顕著 だ 。 


だ が テク ノロ ジー の 利用 環境 に は 、 所 得 水 準 
に 応じ た 格差 が 依然 と し て 見 られ る 。 信頼 性 の 
高い イン ター ネッ ト サ ー バ ー の 数 は 、 安 全 な e 
コマ ー ス 環境 を 評価 する 代理 的 指標 と し て 有効 
だ が 、 今 回 の 調査 で は 高 所 得 国 が 高い スコ ア を 
獲得 し た 。 例 えば 米国 の 住民 一 人 あたり サー 
バー 数 は ミャンマー の 約 1000 倍 だ 。 し か し 低 


スコ ア の 都市 で も 環境 は 急速 に 改善 し つつ あり 、 


2015 年 時 点 と 比較 し た サー バー 数 は 、 ミ ャ ン 
マー で 10 倍 以 上 、 ナ イジ ェ リ ア ・ パ キス タン ( 同 
指標 で 同率 57 位 ) で も 20 倍 以上 に 増加 し た 。 


また 多く の 都市 で は 、 ス マー トシ ティ の 推進 
に 向け た デジ タル 活用 も 進ん で いる 。 今回 の 60 
都市 の うち 59 都市 は 、 スマ ー ト シテ ィ の 計画 
を 実施 中 、 あ る い は 今後 5 年 以内 の 実施 を 計画 
し て いる (ベネ ズ エ ラ の カラ カス は 唯一 の 例外 
だ っ た )。 
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スマ ー ト シテ ィ の 推進 は 、 都 市 の 様々 な 分 野 
で 安全 性 強化 に つなが る 可能 性 が 高い 。 マ サ 
チュ ー セ ッ ツ 工科 大 学 (MIT) 都市 計画 学部 教 
授 Lawrence Susskind 氏 に よる と 、 現 在世 界 
で 最も 先進 的 な 取り 組み を 進め る 都市 は リウ ル 
だ 。 同 市 で は 、 自 治 体 各 部 署 や 街頭 カメ ラ 、 街 ・ 
環境 の 状態 を モニ ター する loT 自動 セン サー 
の デー タ な ど 、 多 岐 に わた る 情報 を 市 民 と 共有 。 
こと うし た デー タ を 活用 し 、 安 全 性 強化 に 向け た 
取り 組み を 次 々 に 打ち 出し て いる 。 タ クシ ー 手 
配 の 電話 を 数 十 億 件 以上 分 析 し 、 深 夜 バ ス サ ー 
ビス の ルー ト 設 計 に 役立て る プロ グラ ム を は じ 
め 、 リ アル タイ ム で 犯罪 の 兆候 を 監視 する Al 
シス テム 、 高 齢 者 の 交通 事故 デー タ 分 析 か ら 高 
齢 者 特別 保護 ゾー ン の 候補 地 を 特定 する な ど が 
例 に 挙げ られ る 。 さ ら に 現在 、 単 身 高齢 者 の 
住居 に loT セン サー を 設置 し 、 健 康 状 態 を モニ 
ター する 取り 組み も 進め て いる “。 


し か し 近年 の イン ター ネッ ト 普 及 と 自治 体 に 
よる 活用 の 加速 は 、 都 市 レベ ル の セキ ュ リ 
ティ 体制 の 不備 と いう 新た な 課題 も 浮き 彫り に 
し て いる 。 メ ル ボ ルン 大 学 の Acuto 氏 に よる 
と 、「 多 く の 都 市 の サイ バー セキ ュ リ ティ 体制 
は 、 単 純 な 脅威 に 対し て も 非常 に 脆弱 だ 。」 ジ ョ 
ンズ ・ ホ プ キ ンズ 大 学 の Falco 氏 も この 見 方 
に 同意 し 、「 予 算 ・ 専 門 知識 の 不足 な ど を 背景 
に 、 自 治 体 の 取り 組み は 極め て ずさん な 状態 に 
ある こと が 多い 」 と 指摘 する 。Susskind 氏 が 
特に 懸念 する の は 、( 特 に 米国 の 都市 で ) 組織 
全体 の 取り 組み を 統括 する 仕組 み が 見 られ な い 
こと だ 。 米国 の 都市 の 多く は この カテ ゴリ ー で 
高い スコ ア を 獲得 し て いる が 、「 同 国 の 自治 
で は 各部 門 が 独自 の IT 予算 を 持つ こと が 多く 、 


12 “Seoul: A city based on data" Smart Cities World, March 2020. https://www.smartcitiesworld.net/special-reports/special-reports/Seoul-a- 
city-based-on-data 
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ネッ トワ ー ク で つなが る シス テム 全体 の 権限 を 
持つ 部 署 ・ 責 任 者 が 存在 し な い 。 非常 時 の 計画 
を 策定 し な けれ ば 、 サ イ バ ー 攻 撃 を 受け た 際 に 
誰 も シス テム 緊急 停止 を 実行 で き な い と いう 
事態 に 陥り か ね な い 」 と いう 。 セ キュ リティ 
強化 の 取り 組み (ある い は その 不足 ) を 評価 す 
る こと は 必ず し も 容易 で な い 。 し か し 今回 の 
調査 で は 、 官 民 パ ー ト ナー シッ プ を 通じ た セ 
キュ リティ 強化 を 進め る 都市 が わずか 16 に と 
ど ま っ て いる 。 


こう し た 深刻 な 状況 に 拍車 を か け て いる の 
が 、 近 年 急速 に 高まり つつ ある サイ バー 攻撃 
の 脅威 だ 。 今 回 の 調査 対象 都市 で は 、2020 年 
中 に 一 回 以上 マル ウェ ア 攻 撃 の 対象 と な っ た コ 
ンピュータ の 割合 (全体 の 中 間 値 ) が 10.5% 
に 達し た 。 ま た サイ バー 攻撃 の リス ク が “や 
や 高い "高い"・“ 極 め て 高い ” と 評価 され た 
都市 も 53 に 上 っ て いる 。 セ キュ リティ 体制 の 
不備 が 目立つ 点 で は 、 先進 国 の 都市 も 変わ ら 
な い 。 例 えば 2018 年 に サイ バー 攻撃 を 受け 
た アト ラン タ で は 、 ソ フト ウェ ア が 数 ヶ月 間 も 
使用 不能 と な っ た 。2019 年 に ラン サム ウェ ア 
の 攻撃 を 受け 、 身 代金 の 支払 い を 拒否 し た ボル 
チ モ ア は 、 デ ー タ ・ シ ステ ム の 復旧 に 1800 万 
ドル ( 約 20 億 円 ) を 費やし た 。 サ イ バ パ バー 私 威 
は 、 よ り 間 接 的 な 形 で 自治 体 に 影響 を 及ぼ す 
と と も ある 。 例 えば 、 米 国東 部 で 2021 年 5 月 
に 発生 し た コロ ニア ル ・ パ イプ ライ ン 社 へ の マ 
ルウ ェ ア 攻 撃 に より 、 ワ シン トン DC に ある ガ 
ソリ ンス タン ド の 90% 近 く が 供給 不足 に 見 舞 
われ た 。 ブ ルッ キン グ ス 研 究 所 の Tomer 氏 が 
指摘 する 通り 、「 こ うし た サイ バー 攻撃 の 可能 性 
は 、 今 現実 と し て 目 の 前 に ある リス ク 」 な の だ 。 
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特に 近年 、 ラ ン サ ムウ ェ ア を 使っ た 攻撃 は 後 
を 絶た な い 。 エ ンジ ニア リン グ 企 業 Arup イン 
フラ ・ デ ザイ ング ルー プ の ディ レク ター Tim 
Chapman 氏 は 、 今 後 脅 威 が さら に 深刻 化す る 
可能 性 を 懸念 し て いる 。「 将 来 的 シナ リオ と し て 
最も 恐ろし い の は 、 国 家 が 悪意 を 持っ た 攻撃 者 
に な る こと だ 。 現 実 ・ 仮 想 空間 の 両方 で 戦争 が 
発生 すれ ば 、 都 市 の デジ タル ・ イ ン フ ラ は ひと 
た まり も な い 。 全て の 信号 が 赤 に な っ た だ け で 、 
都市 機能 は 麻痺 する だ ろう 。」 


スマ ー ト シテ ィ の 
安全 性 と 求め られ る 強化 策 


今回 の 調査 で 最も 憂慮 すべ き 結 果 が 見 られ た の 
は スマ ー ト シテ ィ の 領域 だ ど 。 ス マー トシ ティ の 
計画 を 実行 中 、 あ る い は 実行 予定 の ある 59 都 
市 中 、 ネ ットワーク ・ デ ー タ の 詳細 な セキ ュ リ 
ティ 対策 を 準備 済み の 都市 は わずか 15 に と ど 
まっ た 。 ス マー トシ ティ ・ テ クノ ロジ ー 導 入 に 
関す る 助言 ・ 支 援 に 携わっ て きた Falco 氏 に よ 
る と 、 こ の 結果 は 「 実 状 を 正確 に 反映 し た も の 
だ 」 と いう 。Susskind 氏 も これ に 同意 し 、 例 
外 も ある が 「 多 く の 都 市 は 最低 限 の サイ バー セ 
キュ リティ 対策 し か 行っ て いな い 」 と 指摘 する 。 


デジ タル 化 が 加速 する 中 、 こ うし た 現状 は 大 
き な 懸 念 材料 だ 。 タ ー ゲ ッ ト と な る 都市 の 体制 
が 脆弱 で あれ ば ある ほど 、 上 述 の よう な サイ 
バー 攻撃 は 増加 する 可能 性 が 高い 。 物 理 的 イン 
フラ の サイ バー セキ ュ リ ティ 強化 は 「 極 め て 
重要 な 課題 だ が 、 先 進 都市 で さえ 十分 な 関心 を 
払っ て いな い 」 と Falco 氏 は 憂 應 する 。 都 市 の 


環境 は 大 きく 異な り 、 そ れ ぞ れ の 実状 に 合っ た 
対策 が 求め られ る こと も 問題 を 複雑 に し て いる 
どい うら 。 


スマ ー ト シテ ィ に 関連 し て 、 多 く の 都 市 が 見 
落し が ちな 問題 は も う 一 つ あ る 。ICLEI の Van 
Begin 氏 が 指摘 する よう に 、「 ス マー トシ ティ は 
必ず し も サス テ ナ ブ ル シ テ ィ の 推進 に つなが ら 
な い 」 こ と だ 。 エ ネル ギー 消費 に つい て は 、 特 
に この 点 が 問題 と な る 。 デ ー タ セン ター の CO2 
排出 量 が 航空 産業 に 匹敵 する こと は パン デミ ッ 
ク 発 生 以 前 か ら 知 られ て いた が 、IT 活用 の 加速 
は 現状 を さら に 悪化 させ る 可能 性 が 高い 。 ス 
マー トシ ティ を 推進 する 都市 は 「 テ クノ ロジ ー 
を 駆使 し 、IT が 環境 の 安全 性 を さら に 低下 させ 
る と いう 悪循環 を 解消 する 必要 が ある 」 と いう 。 


また プラ イバシー 対策 へ の 不信 感 を 背景 
し た 、 ス マー トシ ティ ・ ツ ー ル の 効果 減少 も 
問題 だ 。 トロ ント 市 の スマ ー ト シテ ィ ・ プ ロ 
ジェ クト “Connected Communities/Smart 
City TO" の 責任 者 Alice Xu 氏 は 、 カ ナダ 連邦 
政府 が 開発 し た 接触 者 追跡 アプ リ の 利用 者 が 約 
15% に 低迷 し た 一 因 が プラ イバシー 侵害 の 懸念 
に ある と 指摘 する 。 テ クノ ロジ ー 活 用 の 際 は 、 
「 市 民 の 目線 で セキ ュ リ ティ 問題 を 検証 し 、 そ の 
ニー ズ に 沿っ た 対策 を 打ち 出す 必要 が ある 」 と 
いう 。 接触 者 追跡 アプ リ の 利用 者 低迷 は 世界 
共通 の 課題 で あり 、 個 人 情報 に まつ わる 不安 は 
その 大 き な 要 因 と な っ て いる “。 ア プリ 普及 に 
成功 し た 都市 で 多く 見 られ る の は 、 市 民 の 自主 
的 行動 に 頼ら ず 法規 制 を 活用 し た アプ ロー チ だ 。 
例え ば ソウ ル ・ 台 北 で は 、 医 療 保健 当局 に ク 
レジ ッ ト カ ー ド や 携帯 電話 の GPS を 対象 と し 
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た デー タマ イニ ング の 権限 を 与え る 法案 を 可決 。 
一 方 シン シンガポール で は 、 ア プリ 利用 を 拒む 市 民 
に 行動 制限 を 課す と いう 規制 を 打ち 出し て いる 。 


スマ ー ト シテ ィ と セキ ュ リ ティ の 融合 


Susskind 氏 に よる と 、「 ス マー トシ ティ は 
セキ ュ リ ティ 強化 を 目的 と し て お ら ず 、 市 民 
の 安全 強化 を 必ず し も 期待 で き な い 」 と いう 。 
また Zhao 氏 が 指摘 する よう に 、 都 市 関係 者 は 
スマ ー ト シテ ィ を 活用 可能 な IT ツール と いう 
狭い 観点 か ら 捉 え が ち だ 。「 こ うし た 考え 方 を 
改め 、 都 市 全体 の 安全 性 と スマ ー ト 化 を 視野 に 
入れ た 包括 的 アプ ロー チ を 取り 入れ る 必要 が 
ある 。」 


セキ ュ リ ティ 問題 が 軽視 され る 一 因 と し て 
Falco 氏 が 挙げ る の は 、「 ス マー トシ ティ 政策 が 、 
都市 の PR の 一 環 と し て 捉え られ て いる 」 こ と 
だ 。 Léon 氏 が 言う よう に 、“ ス マー ト " (smart) 
と いう 言葉 自体 に 「 キ ャ ッ チ フレ ー ズ 的 な 意味 
合い も 含ま れ て いる 。“ お 粗末 な " (dumb) 街 と 
いう 名 前 で は 、 誰 も 住み た が ら な い だ ろ う 。」 


と うし た 意味 で も 、 ス マー トシ ティ と いう 
言葉 に は より 具体 性 の 高い 定義 が 必要 だ 。 特 に 
重要 な ポイ ント と な る の は 、 取 り 組み の 軸 を 『“ ス 
マー ト ”" から“ シティ" へ と シフ ト さ せる こと 
だ ろう 。「 自 治 体 は デー タ 活 用 の 拡大 が あら ゆる 
問題 の 解決 に つなが る と いう 固定 観念 を 捨て る 
必要 が ある 。 市 民 の ニー ズ を 重視 し 、 都 市 生活 ・ 
環境 の 向上 を 目指 す 取 り 組 み と い う イ メー ジ を 
広め な けれ ば な ら な い 」 と いう Akhmouch 氏 
の 指摘 は 非常 に 的 を 得 た も の だ 。 


13 Séverine Toussaert, “Upping uptake of COVID contact tracing apps", Nature Human Behaviour, January 2021, https://www.nature.com/ 
articles/s41562-021-01048-1: Dyani Lewis, “Why many countries failed at COVID contact-tracing 一 but some got it right", Nature, December 
2020, https://www.nature.com/articles/d41586-020-03518-4: Emily Seto et a, “Adoption of COVID-19 Contact Tracing Apps: A Balance 
Between Privacy and Effectiveness", Journal of Medical Internet Research, March 2021, https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/ 
MC7935397/. 
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英国 開発 学研 究 所 Gupte 氏 に よる と 、 こ う 
し た アプ ロー チ に は 「 市 民 が テク ノロ ジー に ま 
つ わ る 創造 ・ 構 築 ・ 意 思 決 定 の 担い 手 と な る 」 
と いう 発想 が 必要 だ 。「 ス マー トシ ティ ・ プ ロ 
ジェ クト の 多く は 、 安 全 性 強化 を 民間 が 取り 
組む べき 分 野 と 捉え て きた 」 と UN-Habitat の 
Assiago 氏 は 指摘 する 。 ま た 多く の 都市 で は 、 
デー タ の 活用 ・ ア クセ ス 向 上 を 安全 性 強化 に つ 
な げ る た め に 不可 欠 な 質 の 高い ガバ ナン ス が 見 
られ な いと いう 。 


トロ ント 市 の Connected Communities / 
Smart City TO は 、 市 民 中 心 の アプ ロー チ が も 
た ら す 可能 性 を 示す 好例 だ 。Xu 氏 に よる と 、 同 
プロ ジェ クト で は 「 テ クノ ロジ ー の 活用 その も 
の を 目的 と し な いこ と 」 を 重視 し て いる と いう 。 
「 レ ジリ エン ス が 高く 、 先 進 的 で 平等 な 世界 都 
市 作り を 目指 す 」 と いう 運営 理念 に 、“ テ クノ ロ 
ジー” と いう 言葉 が 入れ られ て いな い の も その 
た め だ 。 


市 民 中心 の アプ ロー チ は 取り 組み に 様々 な 
変化 を も た らし て いる 。COVID-19 に 際 し て 
住居 ビル を 対象 に 実施 され た 無料 Wi-Fi サー ビ 
ス ・ プ ロジ ェクト は その 一 例 だ 。 低 所 得 層 を 
中 心 に 、 ト ロン ト 市 で は イン ター ネッ ト ヘ へ アク 
セス で き な い 世帯 が 依然 と し て 見 られ る 。 同 
プロ ジェ クト の 実施 に より 、 ロ ッ ク ダ ウン の 中 
で も デジ タル ツー ル ・ 戦 略 の 活用 が 可能 な 環境 
を 多く の 市 民 に 提供 で きた と いう 。 現 在 多く の 
国 が 進め る 電子 政府 の 取り 組み も 、 市 民 の イン 
ター ネッ ト ア クセ ス 向 上 と 並行 し て 取り 組む 
必要 が ある だ ろう 。 
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Xu 氏 に よる と 、 市 民 を 軸 と し た スマ ー ト シ 
ティ 構築 の メリ ッ ト は 「 セ キュ リティ が 自然 
に 中 心 テ ー マ と な る こと だ 。 多く の 市 民 が 
この 問題 を 重視 し て いる の で 、 異 諭 を 挟む 余地 
も な い 」 と いう 。 ま た 取り 組み の 効果 を 生み 出 
す た め に は 、 安 全 性 と いう 言葉 の 意味 を 市 民 
目線 で 者 え 、「 “どの 市 民 が どの 領域 で どの よ 
うな 不安 を 感じ て いる か "と いう 点 を 重視 す 
る 」 ア プロ ー チ が 求め られ る 。 交 通信 号 シ ステ 
ム に スマ ー ト テク ノロ ジー を 活用 する 場合 で も 、 
「( ハ ッ キ ング 防止 の ) ベス ト プ ラ クティ ス や 、 
安全 面 で 市 民 が 求め る こと を ます 検証 する 」 と 


いう 。 
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図 6 : スマ ー ト シテ ィ の 計画 を 推進 、 あ る い は 策定 中 の 都市 


スマ ー ト シテ ィ 計 画 を 推進 し 、 
イン フラ ・ ネ ットワーク の サイ 
バー セキ ュ リ ティ 対策 を 重視 し 
て いる 都市 
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イン フラ の 安全 性 : 
新た な アプ ロー チ の 必要 性 


順位 都市 スコ ア 
0 20 40 60 80 100 

1 香港 93.4 
2 シン ガ ポ ー ル 92.1 
3 コペン ハー ゲン 89.0 
4 トロ ント 88.6 
5 東京 87.7 
6 スト ッ ク ホ ルム 87.3 
7 大 阪 86.6 
8 ワシ ント ン DC 86.5 
— シカ ゴ 84.5 
=9 シド ニー 84.5 
11 EE 84.4 
=12 ウェ リン トン 84.2 
=12 チュ ー リ ッ ヒ 84.2 
14 デラ ンク フラ ルト 84.1 
=15 マドリ ッ ド 84.0 
=15 メル ボル ン 84.0 
17 バル セロ ナ 83.7 
18 サン フラ ン シ ス コ 83.6 
19 アム ステ ルダム 83.5 
20 ソウル 83.0 
=21 ダラ ス 82.9 
=21 ロサ ン ゼ ルス 82.9 
23 ロン ドン 82.7 
24 パリ 82.6 
25 台北 82.4 
26 ブリ ュ ッ セル 82.3 
27 ES 80.3 
28 リス ボン 77.4 
29 アブ ダビ 77.3 
30 ミラ ノ 76.6 
31 北京 76.5 
32 ドバイ 76.0 
33 ローマ 74.5 
34 モス クワ 74.2 
35 イス タン ブー ル 72.1 

平均 スコ ア 71.5 
36 サン ティ アゴ 70.8 
37 クア ラル ンプ ブー ル 69.0 
38 サン パウ ロ 66.5 
39 バン コク 65.7 
40 ジャ カル タ 63.7 


41 リオ デジ ャ ネイ ロ 62.9 
42 ブエノスアイレス 62.6 


43 メキ シコ シテ ィ 62.1 
44 ニュ ー デ リー 59.8 
45 ホーチミン 59.5 
46 キト 59.1 
47 バクー 58.6 
48 ムン バイ 57.3 
49 ボゴタ 57.0 
50 リヤ ド 55.2 
51 クウ ェ ー ト 53.4 
52 マニ ラ 52.9 
53 カサ ブラ ンカ 52.2 
54 ヨハ ネス ブル グ 49.8 
55 ダッ カ 49.6 
56 カイロ 47.2 
57 カラ チ 43.0 
58 ヤン ゴン 40.5 
59 カラ カス 38.0 
60 ラゴス 32.4 
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COVID-19 が も た らし た 長期 的 影響 


都市 開発 に は 様々 な 側面 が ある が 、 特 に デジ 
タル 資産 と 物理 的 イン フラ は 構築 スピ ー ド と 
いう 点 で 対照 的 だ 。Arup の Chapman 氏 に よ 
る と 、『 都 市 計画 に は 数 十 年 、 場 合 に よっ て は 
千年 単位 の 時 間 が か か る こと も ある 。」 ブ ルッ キ 
ング ス 研 究 所 の Tomer 氏 も この 見 方 に 同意 し 、 
「 イ ン フ ラ 構 築 は 、 人 に まつ わる 取り 組み の 中 で 
最も 長い プロ ジェ クト ・ サ イク ル が 必要 だ 」 と 
指摘 する 。 


2019 年 版 SCI と 比較 し て 、 イ ン フ ラ 関 連 
指標 の アス コア 変動 が ざく わずか な の も その た 
め だ 。 例 えば 、 鉄 道 網 ・ 電 力 網 の 指標 で 高 ス コ 
ア を 獲得 する 都市 は 毎回 ほとん ど 変 わっ て いな 
い 。 優れ た 成績 を 残す た め に 求め られ る 要件 も 
ほぼ 同じ だ 。『 イ ン フ ラ の 安全 性 』 の 総合 ・ イ ン 
プッ ト ・ ア ウト プッ トス コア と HDI・ 腐 敗 認識 
指数 に は 、2021 年 SCI で も 高い 相関 性 が 見 ら 
れる 。 今回 の SCI で は 部 分 的 な 指標 の 入れ 替え 
と 重み 付け の 変更 を 行っ た が 、 相 関 性 の レベ ル 
も 2019 年 版 と 極め て 近い 。 


Chapman 氏 に よる と 、「 都 市 計画 の 時 間 
軸 で 言え ば 、COVID-19 は 一 瞬 の まばたき の 


よう な も の 」 だ 。 し か し この "一瞬" の 出来 事 は 、 


都市 イン フラ の あり 方 に 様々 な 影響 を 及ぼ し て 
いる 。「COVID-19 は イン フラ と いう 概念 に 破 
壊 的 影響 を も た らし て いる 。 こ こま で 先行 き 不 
透明 感 が 高まっ た 時 代 は 記憶 に な い 」 と 語る の 
は Tomer 氏 。 


COVID-19 の も た らし た 最も 重要 な 影響 の 
ー つ は 、 住 民 ニ ー ズ に 沿っ た 都市 イン フラ の 
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あり 方 な ど 、 こ れ ま で の 基本 概念 を 変え て し 
まっ た こと だ 。 特 に 在宅 勤務 の 定着 と オン ライ 
ンコ マー ス の 拡大 は 、 今 後 さ ら に 大 き な 変 化 を 
も た ら す 可能 性 が 高い 。 


例え は 今後 、 水 道 ・ 電 気 な ど 公 共 サ ービス の 
利用 傾向 が 分 散 化 すれ ば 、 供 給 網 ・ 体 制 の 大 幅 
な 見 直し が 求め られ る だ ろう 。 ま た 変化 は 基幹 
イン フラ と いう 概念 その も の に も 及 ん で いる 。 
Tomer 氏 に よる と 、COVID-19 以前 は 「 ブ ロー 
ドバンド を 基幹 イン フラ の 一 部 と 考え る 自治 
は 多く な か っ た が 、 現 在 で は 口 を そろ えて 普 
及 の 必要 性 を 訴え て いる 。 基幹 イ ン フ ラ と いう 
考え 方 自体 が 根本 的 に 変わ りつ つ あ る 」 と いう 。 


危機 収束 と 共に 需要 が 減少 し て ゆく 領域 も 中 
に は ある だ ろう 。 し か し 今回 取材 を 行っ た 専門 
家 が 繰り 返し 指摘 する よう に 、 将 来 的 な 動向 は 
依然 と し て 明らか で な い 。 パ ン デ ミッ ク は 新た 
な 流れ を 生み 出し た と いう より も 、 既 存 ト レン 
ド を 加速 させ た か ら だ 。Chapman 氏 に よる と 、 
これ ら の トレ ンド が 逆行 する か 、 あ る い は どの 
程度 逆行 する 可能 性 が ある か は 「 誰 に も 分 か ら 
な い 。 手 探り 状態 が 続い て いる の が 現状 だ 」 と 
いう 。 


新た な 都市 の あり 方 と 安全 性 の 課題 


COVID-19 の 経験 は 、 都 市 住民 の 考え 方 に も 
(少な く と も 部 分 的 に ) 変化 を も た ら す 可能 性 
が 高い 。 例 えば Zhao 氏 が 指摘 する よう に 、 経 
済 活動 の 中 軸 と し て の 都市 の 重要 性 は リモ ー ト 
ワー ク の 普及 に よっ て 低下 し て お り 、 生 活 環境 
の 快適 性 を 重視 する 考え 方 が 広まり つつ ある 。 
その 結果 、 多 く の 都 市 で は 環境 の 持続 可能 性 が 
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重要 テー マ と な り (詳細 に つい て は 『 環 境 の 安 
全 性 』 の セク ショ ン を 参照 )、 徒 歩 ・ 自 転 車 の 
移動 圏内 で 生活 可能 な “コン パク トシ ティ "へ 
の 関心 も 高まっ て いる 。「『 都 市 住民 の ニー ズ は 
大 きく 変化 し つつ あり 、 快 適 な 生活 に 必要 な 設 
備 ・ サ ービス が 近隣 に 揃う 環境 が 好ま れる よう 
に な っ て いる 。 こ の モビ リティ か ら ア クセ シビ 
リティ へ の シフ ト は 、 都 市 計画 の あり 方 を 変え 
る だ ろう 」 と 指摘 する の は Akhmouch 氏 。 


昨年 パリ 市 長 が 発表 し た “15 分 都市 " 構想 


(日 常 生活 が 全て 15 分 圏内 に 収まる 街 作 り ) は 、 


この トレ ンド を 象徴 する も の だ 。 た だ し 、 こ う 
し た 流れ が パン デミ ッ ク に よっ て 新た に 生ま 
れ て きた も の で は な いと いう 点 に は 留意 が 必 
要 だ 。 例 えば 、 ブ リュ ッ セ ル の 10 分 圏 構想 や 
メル ボル ン の 20 分 圏 構想 は 、COVID-19 発生 
以前 か ら 提唱 され て いた 。 


より 持続 可能 で コン パク ト な 街 作 り と いう 

流れ が 加速 すれ ば 、 都 市 の 将来 的 な 明暗 は 大 
きく 分 か れる だ ろう 。 例 えば 東京 大 学 の 樋 野 氏 
に よる と 、 東 京 を 中 心 と する 首都 園 で は 鉄道 
駅 な ど を 軸 に 、 人 口 密度 が 高く 近 距 離 移動 を 
前 提 と し た コン パク ト な 街 が 数 多く 開発 され て 
いる 。 こう し た 街 の 住民 は 、 近 隣 店 舗 や 施設 へ 
徒歩 で アク セス 可能 だ 。 一 方 、 こ の 流れ が 衰退 
を 招き か ね な い 都 市 も ある 。 例 えば 、「 車 に よる 
移動 が 必須 と な る 都市 は 、 今 後 ス プロ ー ル 化 * 
の 加速 に より 衰退 し て いく 可能 性 が 高い 」 と 
Chapman 氏 は 指摘 する 。 ま た 衰退 に 直面 する 
こう し た 都市 で は 、 安 全 性 に まつ わる 新た な 
課題 が 生じ る だ る ろう 。 


* 都 市 の 急激 な 発展 で , 市 街 地 が 無 計画 に 郊外 に 広がっ て 
いく 現象 。 上 下水 道 や 交通 機関 と いっ た 社会 関係 資本 の 
非 効率 化 や , 都市 中 心 部 の 空洞 化 な ど を 招く 。 
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住民 ニー ズ の 変化 が 示唆 する の は 、 大 規模 な 
都市 イン フラ 再編 の 必要 性 、 そ し て これ まで と 
は 本 質 的 に 異な る 安全 上 の 課題 だ 。 デ ジタル 化 
の 加速 と スマ ー ト シテ ィ の 拡大 に 伴う 課題 に つ 
いて は 、『 サ イ バ ー セ キュ リティ 』 の セク ショ ン 
で すでに 取り 上 げた が 、 こ れ は あく まで も 問題 
の 一 端 に 過ぎ な い 。 例え ば 、 交 通 機関 を は じ め 
と する 公共 サー ビス の 利用 傾向 に 変化 が 生じ 
れ ば 、 安 全面 で プラ ス ・ マ イナ ス 両 方 の 影響 を 
も た ら す だ ろう 。 そ し て 、 そ の 兆し は すでに 見 
られ る 。 例 えば Tomer 氏 は 、 交 通 機関 の 利用 
時 に ワク チン 接種 証明 の 提示 が 必要 と な れ ば 、 
偽造 証明 書 へ の 対策 が 公衆 衛生 上 の 重要 課題 に 
な る と 指摘 し て いる 。 


迫 られ る 変化 へ の 対応 


こう し た 状況 の 中 、 イ ン フ ラ 開 発 の 取り 組み 
を 減速 し 、 変 化 の 影響 を 見 極め よう と する 自 
治 体 が 現れ て も 不思議 は な い 。 し か し 現実 的 
に は 、 こ うし た 選択 は 不可 能 に 近い 。 例 えば 
Chapman 氏 に よる と 、1940 年 代 初頭 の ロン 
ドン は 、 第 二 次 世 界 大 戦 の 戦局 が 好転 する 前 
か ら 再 建 計画 へ の 着手 を 余儀 な くさ れ た 。 


また 世界 (特に アジ ア ・ ア フリ カ ) で 進行 す 
る 急速 な 都市 化 に より 、 イ ン フ ラ 開 発 は ます ま 
す 急 務 と な っ て いる 。 移民 の 流入 や 出生 率 の 
増加 な ど に より 、 世 界 の 都市 人 口 は 2050 年 ま 
で に ほぼ 倍増 する 見 込み だ 。 生活 環境 の 質 を 維 
持 す る た め 、 世 界 の 都市 は 今後 わずか 30 年 で 
これ まで と 同 規模 の イン フラ を 構築 し な けれ ば 
な ら な い の だ 。 


Gupte 氏 が 指摘 する よう に 、( 特 に 新興 国 
の ) 都市 の 多く は すでに イン フラ 不足 に 悩ま さ 
れ て いる 。 こ の こと を 考え れ ば 、 今 の 規模 を 
上 回 る 都市 イン フラ が 必要 と 考え る の が 現実 的 
だ 。「 イ ン フ ラ 開 発 の 遅れ は 深刻 な 問題 だ 。 持 続 
可能 な 開発 目標 (SDGs) の 達成 に 向け た 最大 
の 課題 と 言っ て いい 」 と 同氏 は 語る 。 


多く の 都市 が コス ト ・ 環 境 上 の 課題 に 直面 

する 今 、Gupte bt Van Begin 氏 が 推奨 する 
の は (可能 な 限り ) 自然 環境 を 活用 し た 住民 
目線 の グリ ー ン イン フラ 整備 だ 。Gupte 氏 は 、 
「 環 境 に 抗う イン フラ は 高く つく 」 と 指摘 する 。 
「 例 えば 、 太 陽 熱 を 吸収 ・ 蓄 積 す る 建材 で 造ら 
れ た 住宅 に 、 巨 大 な エア コン シス テム を 導入 す 
る より も 、 環 境 に 寄り 添っ た イン フラ 作り が 望 
まし い 。 屋根 に 植物 を 植え る こと で 家 の み な ら 
ず 周 辺 環境 の 気温 も 下げ る こと が で きる 。 ま た 
建材 を 地産 地 消す る こと で 環境 に 適し た イン フ 
ラ 作 り が で きる こと は 勿論 、 災 害 に 見 舞 わ れ た 
後 の 再建 も より スム ー ズ に 進む 。」 グ リー ン イ ン 
フラ か ら は 、 自 然 災 害 に 対す る レジ リエ ンス と 
環境 の 安全 性 強化 と いう 効果 も 期待 で きる の だ 
(詳細 に つい て は 『 環 境 の 安全 性 』 の セク ショ ン 
を 参照 )。 


今回 の 調査 で は 、 持 続 可 能 性 を 重視 し た 政策 
が 多く の 都市 で 見 られ た が 、 イ ン フ ラ 開 発 と 
いう 分 野 へ の 影響 は 限定 的 だ 。2021 年 版 SCI 
で は 、 災 害 リ スク を 都市 計画 ・ デ ザイ ン で 考慮 
し て いな い 都 市 が わずか 5 つ に と ど ま っ て いる 。 
し か し 、 こ うし た 計画 ・ デ ザイ ン を 実践 する 
都市 は 残り 55 都市 の 半数 を 上 回 っ た (29 都市 )。 
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イン フラ 拡大 と 共に も う 一 つ 重 要 と な る の は 
既存 資産 の ガバ ナン ス だ が 、 今 回 の 調査 対象 
都市 は ここ で も 課題 を 抱え て いる 。 水道 イ ン フ 
ラ は その 典型 的 な 例 だ 。 水 道 イ ン フ ラ の 質 に 
問題 を 抱え る 都市 が 全 60 都市 の うち 8 つ に と 
ど ま る 一 方 、 水 スト レス が 中 ・ 高 レベ ル と 評価 
され た 都市 は 半数 を 超え た 。 都 市 の 自然 環境 が 
この 結果 に 影響 を 及ぼ し て いる こと は 確か だ が 、 
原因 は それ だ け で は な い 。「 イ ン フ ラ は 構築 す 
れ ば 良い と いう も の で は な く 、 質 の 高い 管理 
体制 が 不可 欠 だ 」 と 指摘 する の は Akhmouch 
氏 。「 多 く の 国 は 克服 すべ き 課 題 を 認識 し て いる 
が 、 役 割 分 担 や 財源 面 で 大 き な 問 題 に 直面 し て 
いる 。 つ まり 技術 と いう より も 、 ガ バナ ンス の 
問題 だ 。」 
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個人 の 安全 性 : 
求め られ る コミ ュ ニ ティ レベ ル の 取り 組み 


順位 都市 スコ ア 
0 20 40 60 80 100 

1 コペン ハー ゲン 86.4 
2 アム ステ ルダム 80.5 
3 フラ ンク フル ト 80.3 
4 スト ッ ク ホ ルム 79.7 
5 ブリ ュ ッ セル 79.2 
6 パリ 79.0 
7 ウェ リン トン 78.3 
8 トロ ント 77.2 
9 リス ボン 76.9 
0 マドリ ッ ド 76.6 
1 シド ニー 76.3 
2 バル セロ ナ 75.8 
3 シンガポ ー ル 74.5 
4 ロン ドン 74.4 
5 チュ ー リ ッ ヒ 73.4 
6 東京 73.3 
7 大 阪 73.2 
8 メル ボル ン 73.0 
9 台北 70.9 
20 サン ティ アゴ 70.7 
21 香港 70.4 
22 ソウル 69.9 
23 ロー マ 69.4 
24 ミラ ノ 68.7 
=25 アブ ダビ 67.0 
=25 ドバイ 67.0 
27 " ニュー ヨー ク 66.9 
28 ワシ ント ン DC 66.8 
29 ロサ ン ゼ ルス 66.6 
=30 シカ ゴ 64.9 
=30 サン フラ ン シ ス コ 64.9 
平均 スコ ア 62.3 

32 ダラ ス 61.4 
33 クア ラル ンプ ブール 60.1 
34 北京 59.5 
35 ES 59.0 
36 リオ デジ ャ ネイ ロ 58.4 
37 クウェート 58.0 
38 ホーチミン 56.5 
39 ブエノスアイレス 55.9 
40 サン パウ ロ 53.9 
di 三 ュ ー デ リー 52.8 
42 メキ シコ シテ ィ 52.5 
43 リヤ ド 51.8 
44 ヨハ ネス ブル グ 51.7 
=45 ボゴタ 50.9 
=45 キト 50.9 
47 モス クワ 49.9 
48 イス タン ブー ル 48.8 
49 カサ ブラ ンカ 48.5 
50 ムン バイ 48.2 
51 カイ ロ 48.1 
52 ジャ カル タ 47.6 
53 バク ー 47.3 
54 ダッ カ 46.6 
=55 バン コク 46.4 
=55 マニ ラ 46.4 
57 カラ カス 46.1 
58 ヤン ゴン 39.2 
59 ラゴス 33.7 
60 カラ チ 33.3 
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所 得 水準 と 
個人 の 安全 性 の 複雑 な 関係 性 


これ まで の 調査 と 同様 、 今 回 の SCI で は 個人 の 
安全 性 と 都市 の 所 得 水準 に 明確 な 相関 性 が 見 ら 
れ た 。『 個 人 の 安全 性 』 カテ ゴリ ー の スコ ア と 
国連 の 人 間 開 発 指数 (HDI) の 相関 性 は 、『 イ ン 
フラ の 安全 性 』 カテ ゴリ ー に 継ぐ レベ ル だ 。 し 
か し UN-Habitat の Assiago 氏 に よる と 、 個 人 
の 安全 性 と 所 得 水 準 の 高 さ を 単純 に 結び つけ 
る べき で は な い 。 数 年 前 に UN-Habitat が 実施 
し た 調査 で は 、「 貧 困 レ ベル と 犯罪 率 に 明らか 
な 関係 性 は 見 られ な い 。 絶対 的 な 所 得 水準 が 
低い 都市 の 中 に も 、 高 い 安全 性 を 誇る ケー ス は 
あっ た 」 と いう 。 


この 謎 を 解く 鍵 と な る の は 、 高 所 得 国 の 都市 
が 持つ 経済 力 以 外 の 共通 点 だ 。 そ の 意味 で 注目 
すべ き は 、 い くつ か の 領域 で 見 られ た スコ ア 相 
関 性 の 低 さ だ (特に 防犯 活動 と 犯罪 率 に 関す る 


指標) 。 


他 の カテ ゴリ ー と 同様 、『 個 人 の 安全 性 』 の 
イン プッ ト ・ ア ウト プッ ト に は 統計 レベ ル の 
高い 相関 性 が 認め られ る が 、 例 外 も いく つか 
あっ た 。 例 えば シン ガ ポ ー ル の アウ ト プ ッ ト 
平均 スコ ア は 97.3 ポイ ント と 、 2 位 の コペン 
ハー ゲン (92.7) に 大 き な 差 を つけ 、 全 都市 の 
平均 値 (67.2) も 大 幅 に 上 回 っ て いる 。 そ の 一 


方 で 、 イ ンプ ッ ト の スコ ア は 40 位 (51.7) と 、 


全体 の 平均 値 (57.3) を 下回っ た 。 こ れ は あく 
まで も 例外 的 ケー ス だ が 、 同 様 の 傾向 は 東京 ・ 
大 阪 ・ ソ ウル ・ 台 北 な ど 他 の アジ ア の 都市 に も 
見 られ る 。 
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相関 性 の 低 さ が 特に 顕著 な の は 、 国 民 10 万 
人 あたり の 警官 ・ 検 察 官 ・ 職 業 裁 判官 の 数 を 元 
に 算出 し た “刑事 司法 制度 の 有効 性 "と “犯罪 
発生 率 " だ 。 シ ン ガ ポー ル ・ 東 京 ・ 大 阪 は 後者 
に つい て 満点 を 獲得 し 同率 1 位 に ラン ク さ れる 
一 方 、 前 者 に つい て は いずれ も 最 下 位 10 都市 
に 入っ て いる 。 ま た シン ガ ポ ー ル に つい て は 
組織 犯罪 対策 の 指標 で 満点 を 獲得 。 東 京 ・ 大 阪 
の 成績 は 振る わな か っ た が 、* 刑 事 司法 制度 の 有 
効 性 "の スコ ア を 上 回 っ た 。 一 方 、 台 北 ・ ソ ウ 
ル は 犯罪 発生 率 ・ 組 織 犯 罪 対 策 の 指標 で ある 程 
度 良好 な 成績 を 残し た も の の 、" 刑 事 司法 制度 の 
有効 性 ” で は 日 本 の 都市 と 同様 に スコ ア が 低迷 
し て いる 。 


この 傾向 は アジ ア の 都市 で 特に 顕著 だ っ た が 、 
同様 の スコ ア 差 は トロ ント ・ ス トッ ク ホ ルム に 
も 見 られ る 。 つ まり これ は 地域 特有 の 文化 と 
いう より も 、 限 られ た 投資 か ら 高い 効果 を 生み 
出し た 結果 と 言え る だ ろう 。 


安全 性 の " 共 創 " に 向け た 要 諸 


こう し た 効果 的 な 取り 組み に 不可 欠 な 要因 の 
ー つ は 、 質 の 高い 公 的 組織 の 存在 だ 。 シ ン ガ 
ポー ル の NGO 国家 犯罪 防止 委員 会 (National 
Crime Prevention Council) で 委員 長 を 務め 
る Gerald Singham 氏 に よる と 、 同 国 に お ける 
取り 組み の 成功 は 「 高 い レ ベル の 技術 ・ 装 備 を 
備え た 警察 の 存在 に 拠る と ころ が 大 きい 。」 ま た 
明確 で 透明 性 の 高い 司法 制度 も 大 き な 役 割 を 
担っ て いる 。 さらに 重要 な の は 、 こ うし た 組織 
の 「 腐 敗 度 が 低い こと だ 。 警察 で 汚職 が 墓 延 す 
れ ば 、 法 と 秩序 は 一 気 に 悪化 し て し まう 」 と 
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いう 。 同氏 の 見 解 の 正 し さ は 、EIU の デー タ で 
も 証明 され て いる 。 今回 の 調査 で は 、 世 界 銀行 
の 腐敗 認識 指数 と SCI『 個 人 の 安全 性 』 の アウ 
ト プ ッ ト ・ ス コア に 高い 相関 性 が 見 られ た 。 


個人 の 安全 性 強化 に は 、 政 府 に よる 効果 的 な 
取り 組み が 不可 欠 だ が 、 過 度 の 依存 は か えっ て 
逆 効果 に な りか ね な い 。 東京 大 学 の 桶 野 氏 は 、 
世界 各地 で 考え られ て いる 実験 都市 の 計画 に 対 
し て 懸念 を 抱い て いる 。「 多 く の 計 画 に は 、 防 犯 


カメ ラ や 様々 な セン サー が 不審 な 行為 を 検知 し 、 


容疑 者 を 特定 する と いっ た アイ デア が 盛り 込ま 
れ て いる が 、 刑 務 所 で 監視 され て いる よう な 
感覚 を 住民 に 与え る 恐れ が ある 。 こ うい っ た 仕 
組み が “都市 の 安全 性 " を 高め る こと は 間違い 
な い 。 し か し 個人 情報 ・ プ ライ バシ ー の 保護 と 
いう 観点 で は 問題 が ある 。」 こ うし た 計画 が 住民 


の 反対 運動 を 引き 起こ す 可 能 性 は 高い 。 例 えば 、 


トロ ント 市 沿岸 部 で 計画 され て いた スマ ー ト シ 
ティ ・ プ ロジ ェクト は 、 デ ー タ プラ イバシー の 
問題 に まつ わる 市 民 の 反対 に 直面 。 ま た 米国 オ 
レゴ ン 州 の ポー トラ ンド で 進ん で いた 公共 交通 
機関 で の デー タ 収 集 プ ロジ ェクト も 、 透 明 性 ・ 
プラ イバシー の 問題 に より 2021 年 初め に 打ち 
切り が 決定 し て いる 。 


Assiago 氏 に よる と 、 個 人 の 安全 性 強化 を 
図る 上 で 重要 な 鍵 と な る の は 、 住 民 と 自治 
の 共 創 だ 。 そ し て その 実現 に は 、 市 民 の 積極 的 
関与 と 自治 体 に よる 効率 的 な 組織 運営 が 欠か せ 
な い 。『 都 市 の 安全 性 は ガバ ナン ス と 密接 に 関わ 
る 問題 だ 。 自 治 体 の ガバ ナン スレ ベル が 高けれ 
ば 高い ほど 、 他 の ステ ー ク ホル ダー に よる 積極 
的 関与 の 可能 性 は 広がる 」 と いう 。 そ し て 真 の 
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意味 で の 共 創 を 実現 する た め に は 、“ 都 市 の 安全 
性 " と いう 言葉 の 意味 を 市 民 が 定義 むす べき だ と 
いう 。 都 市 内 の 地域 ごと に 定義 の 違い が 生じ る 
可能 性 が ある が 、 住 民 の 安心 感 を 培う た め に は 
それ ぞ れ の ニー ズ を 波 み 取っ て 取り 組み を 行う 
こと が 重要 だ 。 


また 効果 的 な 共 創 の 実現 に は 、 社 会 的 結束 と 
コミ ッ ト メ ント が 大 き な 役 割 を 担う 。 桶 野 氏 に 
よる と 、 日 本 で は 持ち 家 率 が 高く 、 住 民 の 入 
れ 替 わり が 頻繁 に 起こ ら な いた め に 強い “地元 
意識 " が 培 わ れ 、 近 隣地 域 や 地元 コミ ュ ニ ティ 
全体 の つなが り 強 化 と 安全 性 向上 に 役立っ て 
きた 。「『 住 民 組織 に よる 防犯 活動 が 地域 の 安全 
を 高め 、 さ ら に 帰属 意識 や コミ ュ ニ ティ の 結束 、 
責任 分 担 の 意識 と いっ た 社会 関係 資本 を 強め る 
と いう 相乗 効果 も 生ま れ て いる 」 と いう 。 


一 方 、Singham 氏 に よる と 、 自 身 が 委員 長 
を 務め る 国家 犯罪 防止 委員 会 は 、「 防 犯 活動 
に は 責任 の 共有 が 不可 欠 で あり 、 個 人 は 取り 
組み へ の 参加 義務 が ある 」 と いう 理念 を 掲げ て 
いる 。 国民 も この 考え 方 に 賛同 し て いる よう だ 。 
シン ガ ポ ー ル に は 大 規模 な 地域 防犯 プロ グラ 
ム が あり 、 近 隣 住民 の ボラ ンティア が 見 回 り 
活動 な ど を 通じ て 安全 強化 を 担っ て いる 。 ま た 
2019 年 に は 、 通 勤 客 の 目 ・ 耳 を 防犯 活動 に 
役立て る “Riders on Watch" プロ グラ ム を 
開始 。 開 始 後 5 カ月 で 26000 人 が 参加 を 表明 
し た 。 同氏 に よる と 、 発 生 中 の 犯罪 事件 や 防犯 
に 関す る アド バイ ス を 紹介 する “Crimewatch* 
は 、 同 国 で 最も 人 気 の 高い テレ ビ 番 組 の 一 つ だ 
と いう 。 


こう し た 取り 組み に 不可 欠 な 社会 関係 資本 は 、 
高 所 得 国 だ け で 見 られ る も の で は な い 。「 と も す 
れ ば 見 落と され が ち だ が 、 ス ラム 地域 は 犯罪 率 
だ け で な く 社 会 関係 資本 の レベ ル も 非常 に 高い 。 
様々 な 問題 に 団結 し て 適応 ・ 対 処す る 必要 が あ 
る か ら だ 。 低 予 算 か つっ コミ ュ ニ ティ ・ ペ ベー ス で 
可能 な 防犯 対策 を 検討 する 際 は 、 ま ず そ の 地域 
の 文化 的 特質 に 目 を 向け る 必要 が ある 。 特 に 低 
所 得 層 の 多い 地域 で は 、 環 境 の 快適 性 向上 に 効 
果 を 発揮 する だ ろう 」 と Assiago 氏 は 指摘 する 。 


ここ で 一 つ 留 意 す べき は 、 社 会 関係 資本 と 
社会 的 結束 が 移る いや すい も の で ある こと だ 。 
桶 野 氏 に よる と 、 日 本 の 都市 部 で は 住民 の 流 
出入 増加 に 伴っ て 住民 組織 の 防犯 効果 が 低下 
し つつ ある と いう 。 だ が 都市 デザ イン な ど を 
活か し 、 社 会 の つなが り を 強め る こと は 可能 
だ 。「 取 り 組 み の 鍵 と な る の は 、 都 市 デザ イン 
の 段階 で 安全 性 と いう 要因 を 考慮 に 入れ る こ 
と だ 。 個 人 の 安全 性 は 、 社 会 的 関係 と 密接 に 
結び つい て いる 。 設計 担当 者 は 、 社 会 関係 の 
維持 ・ 構 築 を 重視 すべ きだ ろう 」 と 同氏 は 指摘 
する 。 快適 性 が 高く 、 住 民 同 士 の つなが り を 生 
み 出 す 公共 スペ ー ス の 設置 は 、 こ うし た 取り 組 
み の 一 例 だ 。 同 氏 に よる と 、 東 京 ・ ソ ウル で 犯 
罪 率 が 低い 理由 の 一 つ は 、 公 共 ス ペー ス の 車 を 
減ら し 、 人 (特に 歩行 者 ) の 流れ を 呼び 込む 
都市 構造 に よっ て 、「 通 り に ある “人 の 目 " が 増 
えて いる 」 こ と だ と いう 。 だ が 環境 デザ イン を 
通じ た 防犯 対策 と いう 考え 方 は 、 必 ず し も 自治 
体 に 理解 され て いな い 。「 多 く の 都市 は 、 ほ ぼ 
例外 な く SDGs を 掲げ られ て いる が 、 健 康 ・ 犯 
罪 に 対す る 環境 面 か ら の アプ ロー チ は ほとん ど 
見 られ な い 」 と いう 。 
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Singham 氏 に よる と 、 社 会 的 結束 の 強化 に 
向け た も う 一 つの 鍵 は 、 社 会 に 対す る 住民 の 帰 
属 意識 を 高め 、 そ の 恩恵 を 認識 し て も ら う こと 
だ 。「 自 分 の 行動 が 都市 の 未来 を 左右 する と 感じ 
れ ば 、 社 会 の 安全 維持 へ 積極 的 に 関わ る だ ろう 。 
法律 ・ 行 動 ・ 倫 理 な ど 様 々 な 面 で 、 住 民 の 参加 
意識 が 不可 欠 だ 。」Assiago 氏 に よる と 、UN- 
Habitat の 実施 し た 調査 で は 、 社 会 的 貴 外 の レ 
ベル が 住民 の 不安 感 の 大 き な 要 因 と な る こと が 
判明 し て いる 。 


今回 の SCI で は 、 不 法 占拠 地 の 人 口 規 模 が 
大 きく な れ ば な る ほど 、『 個 人 の 安全 性 』 カテ 
ゴリ ー の スコ ア が 低下 する と いう 傾向 が 見 ら 
れ た 。UN-Habitat の 調査 結果 は 、 こ の 相関 
関係 を 説明 する も の だ 。 も し 同調 査 の 分 析 が 正 
し けれ ば 、 不 法 占 拠 地 は 不安 感 の 要因 と いう 
より も 、 社 会 的 貴 外 の レベ ル を 映し 出す 存在 と 
言え る だ ろう 。 


COVID-19 と 
変化 する 犯罪 リス ク の か た ち 


Singham 氏 が 言う よう に 「 犯 罪 は 常に か た ち 
を 変え 、 進 化 を 遂げ て いる 」 が 、 今 回 の 危機 は 
特に 大 き な 変 化 を も た らし た 。 例 えば オン ライ 
ン 活 動 の 拡大 に より 、 マ ルウ ェ ア ・ ラ ン サ ムウ ェ 
ア な ど を 使っ た サイ バー 犯罪 が 世界 規模 で 増加 
し て いる “。 シ ン ガ ポー ル で は 、 オ ン ラ イン 
詐欺 事件 の 増加 が 特に 目立つ “。Singham 氏 に 
よる と 、2020 年 を 通じ た 同国 の 犯罪 率 は 詐欺 
事件 を 除い た 場合 に 16% 減 少し 、 詐 欺 事件 を 
含め た 場合 は 6 % 増 加 し て いる と いう 。 


14 The COVID-19 pandemic and trends in technology, Chatham House Research Paper, February 2021. https://www.chathamhouse. 
org/2021/02/covid-19-pandemic-and-trends-technology/03-covid-19-changing-cybercrime-landscape 

15 Interpol, Cybercrime: COVID-19 Impact, August 2020. https://www.interpol.int/en/News-and-Events/News/2020/INTERPOL-report-shows- 
alarming-rate-of-cyberattacks-during-COVID-19 
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パン デミ ッ ク の 時 期 を 通じ て 見 られ る も う 
ー つ の 特徴 は 、 物 理 的 犯罪 の 減少 だ 。 そ の 背景 
の 一 つと し て 考え られ る の は 、 犯罪 者 が 他 の 


市 民 と 同様 、 自宅 で “自粛 " し て いた 可能 性 だ が 、 


桶 野 氏 と Singham 氏 は この 見 方 に 懐疑 的 だ 。 
樋 野 氏 は 、 ロ ッ ク ダ ウン 下 で は 身内 が 加害 者 と 
な る 犯罪 が 多く 、 警 察 へ の 通報 が 減少 し た 可能 
性 が ある と 考え て いる 。 


Singham E が 効果 的 な 詐欺 対策 の 第 一 歩 
と し て 挙げ る の は 、 住 民 に 対す る 啓発 活動 だ 。 
「 住 民 の 間 で 危機 意識 が 高まり 、 通 報 の 手順 に 
対す る 理解 が 深まる 」 な ど 、 取り組み は 成果 
を 上 げ て いる と いう 。 ま た 警察 も 電話 会 社 や 
イン ター ネッ ト サ ー ビ スプ ロバ イダ ー と 連携 を 
図り 、 ネ ッ ト 犯 罪 対策 を 講じ て いる 。 特 に 力 を 
入れ て いる の は 、 海 外 か ら の 発信 者 番号 偽装 の 
防止 策 だ 。2020 年 を 通じ て 9000 の 銀行 口座 
を 凍結 し 、 詐 欺 被害 額 の 35% を 回 収 す る な ど 、 
こう し た 取り 組み は 着実 な 成果 を 上 げ て いる と 


いう 。 


COVID-19 の 中 、 犯 罪 は 刻々 と 進化 を 遂げ て 
いる 。 し か し 都市 が これ まで 蓄積 し て きた 物理 
的 安全 強化 の ノウ ハウ を 活用 すれ ば 、 デ ジタル 
領域 で も 効果 的 な 対策 が 可能 だ ろう 。 
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環境 の 安全 性 : 
政策 の 進化 と 成果 面 の 課題 


順位 都市 スコ ア 
0 20 40 60 80 100 

1 ウェ リン トン 91.7 
2 トロ ント 90.3 
3 ワシ ント ン DC 87.6 
4 ボゴタ 85.5 
5 ミラ ラメ 84.9 
6 コペン ハー ゲン 84.5 
7 スト ッ ク ホ ルム 83.7 
8 リオ デジ ャ ネイ ロ 83.3 
9 チュ ー リ ッ ヒ 82.3 
0 クア ラル ンプ ー ル 81.0 
=11 アム ステ ルダム 80.9 
=11 ニュ ー ヨ ー ク 80.9 
3 東京 80.6 
4 台北 80.3 
5 キト 80.1 
16 シド ニー 79.0 
7 ブエノスアイレス 78.8 
18 バル セロ ナ 78.4 
9 サン フラ ン シ ス コ 78.3 
20 ロー マ 78.0 
21 ダラ ス 77.2 
22 大阪 77.0 
23 サン パウ ロ 76.7 
24 ロサ ン ゼ ルス 76.3 
25 メル ボル ン 76.1 
26 フラ ンク フル ト 74.9 
27 香港 74.8 
28 リス ボン 74.3 
29 シカ ゴ 74.0 
30 ジャ カル タ 73.8 
31 ロン ドン 73.7 
32 マドリ ッ ド 73.1 
33 ソウ ル 72.9 
34 メキ シコ シテ ィ 72.1 
35 パリ 71.7 
36 ブリ ュ ッ セル 70.4 
37 シンガポ ー ル 69.9 
38 E 69.3 
39 ラゴス 68.8 
平均 スコ ア 68.5 

40 ホー チミ ン 66.4 
41 マニ ラ 65.9 
42 ヨハ ネス ブル グ 65.6 
43 バン コク 62.9 
A4 イス タン ブー ル 62.8 
45 モス クワ 60.5 
46 ムン バイ 60.1 
47 。 ダッ カ 58.2 
48 北京 57.0 
49 ニュ ー デ リー 56.8 
50 サン ティ アゴ 54.3 
=51 アブ ダビ 46.7 
=51 バク ー 46.7 
=51 リヤ ド 46.7 
54 ヤン ゴン 45.3 
55 カラ カス 41.9 
56 ドバイ 37.7 
57 カラ チ 35.4 
58 カサ ブラ ンカ 35.1 
59 カイ ロ 33.8 
60 クウ ェ ー ト 22.0 
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政策 的 取り 組み の 広まり 


『 環 境 の 安全 性 』 は 、 経 済 発展 レベ ル と の 相関 性 
が 見 られ る と いう 点 で 、 他 の カテ ゴリ ー と 変わ 
ら な い 。 し か し 中 所 得 国 の 主要 都市 が 特に 優れ 
た 成績 を 残し て いる 点 は 特徴 的 だ 。 例 えば ボ ゴ 
タ (4 位 )・ リ オデ ジャ ネイ ロ (8 位 )・ ク アラ 
ルン プー ル (10 位 ) の 3 都市 は 、 同 カテ ゴリ ー 
で トッ プ 10 入 り を 果たし て いる 。 他 の カテ 
ゴリ ー に お ける 中 所 得 国 都 市 の 最高 位 が 北京 ・ 
上 海 の 同率 19 位 (『 医 療 ・ 健 康 環境 の 安全 性 』) 
で ある こと を 考え れ ば 注目 に 値する 結果 だ る 
う 。 そ の 一 因 と し て 考え られ る の は 歴史 的 背 
景 だ 。UN-Habitat の Léon 氏 と ICLEI の Van 
Begin 氏 に よる と 、 南 半球 の 発展 途上 国 (global 
south) で は 、 北 半球 で 関心 が 高まる 以前 か ら 
都市 レベ ル の 環境 レジ リエ ンス が 重視 され て 
きた と いう 。 


また この カテ ゴリ ー で は 、 所 得 水準 より も 
主要 産業 の 業種 が ラン キン グ に 大 き な 影 響 を 及 
ぼ し て いる 。 例 えば 、 最 下位 10 都市 に 入っ た 
高 所 得 国 の 4 都市 (アブ ダビ [同率 51 位 ]・ リ 
ヤ ド [同率 51 位 ]・ ド バイ [56 位 ]・ ク ウェ ー 
ト [60 位 ])、 そ し て 高中 所 得 国 の 2 都市 (バク ー 
[同率 51 位 ]・ カ ラ カ ス [55 位 ]) で は 、 い ず 
れ も 石 油 産 業 が 経済 の 主軸 と な っ て いる 。 


と の カテ ゴリ ー で 所 得 水 準 の 影響 が 比較 的 
小さ か っ た も うー つの 理由 は 、 環 境 の 安全 性 
強化 に まつ わる 取り 組み が 世界 的 に 広まっ て 
いる こと だ 。 都 市 に よっ て 政策 の 詳細 度 は 異 
な る も の の 、 マ スタ ー プ ラン で 持続 可能 性 を 
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掲げ て いな い 都市 は わずか 5 つ 。 再 生 可 能 エ ネ 
ルギー の 利用 促進 策 が な い 都 市 、 グ リー ン エ コ 
ノミ ー 推 進 策 が 見 られ な い 都市 も 、 そ れ ぞ れ 7 
つ ・3 つ に と ど ま っ て いる 。 こ れ は SCI が 評価 
の 容易 な 指標 を 用 いた こと で 生じ た 結果 で は な 
い 。「SCI の 結果 は 、 サ ステ イナ ビリ ティ を 重視 
する 都市 計画 が 主流 に な りつ つ あ る と いう 我々 
の 考え に 沿う も の だ 。 持続 可能 性 を 全く 考慮 に 
入れ て いな い 都 市 は 極め て 稀 で 、 様 々 な 政策 が 
掲げ られ て いる の は 良い 傾向 だ 」 と 指摘 する の 
は Van Begin 氏 。 環 境 の 安全 性 と いう 言葉 の 意 
味 合 い は 、 各 都市 が 直面 する 課題 の 性 質 に よっ 
て 異な る 。 し か し 持続 可能 性 ・ 気 候 変動 ・ レ ジ 
リエ ンス は 、 世 界 主 要 都 市 の リー ダー の 政策 を 
推進 する 重要 な 要因 と な っ て いる と いう 。 


COVID-19 と 環境 の 安全 性 


他 の カテ ゴリ ー と 同様 、COVID-19 は 環境 の 
安全 性 の あり 方 に 大 き な 影 響 を 及ぼ し た 。 危機 
発生 直後 に 見 られ た 短期 的 影響 に は 良い 面 も 
悪い 面 も ちあ る 。 例 えば 世界 銀行 の Wahba 氏 は 、 
人 の 移動 の 減少 に より 多く の 都市 で 大 気 の 質 が 
向上 する 一 方 、 感 染 拡大 防止 策 に より 使い 捨て 
包装 プラ スチ ッ ク の 使用 量 ・ 汚 染 レ ベル が 増加 
し て いる と 指摘 する 。 


し か し 長期 的 に 見 れ ば 、COVID-19 は 環境 政 
策 の 拡大 ・ 加 速 と いう プラ ス の 影響 を も た ら す 
可能 性 が 高い 。「 パ ン デ ミッ ク と 持続 可能 性 に 
対す る 都市 レベ ル の 関心 の 高まり に は 直接 的 な 
関係 性 が ある 」 と いう Van Begin 氏 の 見 方 に は 、 
今回 取材 を 行っ た 複数 の 専門 家 が 同意 し て いる 。 


スタ フォ ー ド シャ ー・ ビ ジネス スク ー ル の 
Zhao 氏 に よる と 、 そ の 要因 の 一 つ は 、 ロ ッ ク 
ダウ ン の 実施 に より 大 気 の 質 や 汚染 問題 の 重要 
性 が 改め て 見 直さ れ た こと だ 。 ま た 同氏 を 含む 
複数 専門 家 に よる と 、 政 府 ・ 自 治 体 の 多く で は 
都市 の レジ リエ ンス を 重視 する 考え 方 も 広まっ 
て いる と いう 。 パ ン デ ミッ ク の 経験 は 、「 予 期 せ 
ぬ 破 壊 的 危機 の リス ク を 改め て 浮き 彫り に し た 。 
自治 体 レ ベル で レジ リエ ンス へ の 注目 が 高まっ 
て いる の も その た め だ 」 と Van Begin 氏 は 指摘 
する 。 


予期 せ ぬ 危機 の 中 で も 特に 懸念 材料 と な る の 
は 気候 変動 で 、Leon 氏 は 「 長 期 的 に 最も 深刻 
な 課題 に な る 」 と 予測 する 。 気候 変動 へ の 関心 
が 都市 で どの 程度 高まっ て いる か を 明確 に 評価 
する こと は 難し い 。 し か し 2020 年 9 月 に 発表 
され た 調査 に よる と 、CO 2 ネッ ト ゼ ロ を 宣言 
し た 都市 の 数 は 過去 1 年 間 で 101 か ら 823 に 
急増 "。 ま た 同調 査 が 発表 され て 以降 、 数 百 の 
都市 が 国連 に よる “Race to Zero'" キャ ン ペ ー 
ン に 参加 し た 「。 こ うし た 流れ の 影響 が 短期 間 
で 現れ る 可能 性 は 低い が 、 将 来 的 な 安全 性 強化 
に プラ ス と な る こと は 間違い な い 。 


2019 年 時 点 で CO2 ネッ ト ゼ ロロ 運動 へ の 関心 
が 高まっ て いた こと を 考え れ ば 、COVID-19 
の 発生 が 決定 的 要因 と な っ た わけ で は な い 。 
し か し Akhmouch 氏 に よる と 、「 今 回 の 危機 
は “Zoom 効果 "と “グレ タ 効 果 "” の 相乗 効果 
を 生み 出し 、 都 市 と いう 存在 や 生活 の あり 方 に 
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つい て 見 直す 機運 を (特に 環境 分 野 で ) 高め た 」 
E 


こう し た 都市 レジ リエ ンス ・ 環 境 の 安全 性 へ 
の 関心 の 高まり は 、 二 つの ポイ ント を 示唆 し て 
いる 。 一 つ 目 は 、 自 治 体 に よる 積極 的 関与 の 必 
要 性 だ 。Susskind 氏 が 指摘 する よう に 、「 気 候 
変動 は 本 質 的 に グロ ー バ ル な 問題 だ が 、 実 際 の 
取り 組み は 地域 レベ ル で 実行 する 必要 が ある 。」 
つま り 自 治 体 の リー ダー シッ プ と 積極 的 関与 が 
不可 欠 な の だ 。 


ニ つ 目 は 、 都 市 化 の 流れ が も た ら す 機会 だ 。 
Askmouch 氏 が 指摘 する よう に 、 今 後 数 十 年 間 
に 加速 する 都市 化 の 流れ は 、 (効果 的 な 政策 を 
打ち 出す こと が で きれ ば ) レジ リエ ンス 強化 の 
推進 要因 と な る 。Chapman 氏 に よる と 、 特 に 
グリ ー ン イン フラ と 自然 資本 * の 活用 は 、 都 市 
の 「 将 来 的 な 魅力 を 左右 する 鍵 」 に な る と いう 。 


* 人 々 へ 便益 を も た ら す 、 再 生 可 能 お よび 非 再生 可能 な 天 


実践 と いう 課題 


環境 の 安全 性 強化 に 向け た 取り 組み は 、 政 策 立 
案 と いう 面 で 目覚 まし い 進 歩 を 遂げ て いる 。 し 
か し 「 実 行 面 で は 課題 が 多い 」 と 指摘 する の は 
Van Begin 氏 。 こ の 現状 は 今回 の 調査 結果 か 
ら も 明らか だ 。 例 えば 『 環 境 の 安全 性 』 に お け 
る イン プッ ト (政策 ) の 平均 スコ ア が 全 カ テ ゴ 


16 Data-Driven EnviroLab and NewClimate Institute, Accelerating Net Zero: Exploring Cities, Regions, and Companies Pledges to Decarbonise, 
September 2020, https://newclimate.org/wp-content/uploads/2020/09/NewClimate_Accelerating_Net_Zero_Sept2020.pdf 

17 Compare figures in "Celebrating one year on from the Climate Ambition Alliance, the #RaceToZero campaign has brought together the 
largest global alliance committed to net zero", Cop25 blog post, September 21st 2020. https://cop25.mma.gob.cl/en/celebrating-one-year- 
on-from-the-climate-ambition-alliance-the-racetozero-camDpaign-has-brought-together-the-largest-global-alliance-committed-to-net-zero/, 
and in "700+ cities in 53 countries now committed to halve emissions by 2030 and reach net zero by 2050", C40 press release, Apr 16th 
2021, https://www.c40.org/press_releases/cities-committed-race-tO-Zero. 
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リー の 中 で 最も 高かっ た (86.5 ポイ ント ) の に 
対し 、 ア ウト プッ ト (成果 ) で は 最も 低かっ た 
(50.5)。36 ポイ ント と いう 両者 の 差 は 、 他 の 
カテ ゴリ ー に お ける 両者 の 差 の 平均 値 を 12 倍 
上 回 る も の だ 。 


Akhmouch 氏 に よる と 、「 経 済 的 理由 か ら 」 
政策 の 実行 フェ ー ズ に 課題 が 生じる こと も ある 
が 、 要 因 は それ だ け で は な い 。 膨 大 な 予算 が 必 
要 な ケー ス も ある も の の 、「 持 続 可能 な ソリ ュー 
ショ ン を 活用 すれ ば 、 (旧来 の 方 式 で イン フラ を 
構築 する より も ) コス ト 効 果 が 高く 、 資 金 調達 
面 で も それ ほど ハー ドル は 高く な い 」 と Gupte 
氏 は 語る 。 そ の 一 例 と し て 同氏 が 挙げ る の は 、 
モザ ン ビ ー ク の 教育 省 が 取り 組む 緊急 時 レジ 
リエ ンス 強化 プロ ジェ クト (The Emergency 
Resilient Recovery Project) だ 。 深刻 な 洪水 
被害 に 見 舞 わ れ 、 和 気候 変動 の 影響 が 大 きい 地域 
で 、 レ ジリ エン ス の 高い 学校 施設 の 復興 ・ 再 建 
に 取り 組む 同 プ ロジ ェクト は 、UN-Habitat の 
技術 支援 と 世界 銀行 の 資金 援助 を 通じ て 進め ら 
れ て いる 。 こ の 取り 組み で は 、 伝 統 的 な 建築 技 
法 や 泥 ・ 岩 ・ 竹 な ど 地 元 の 自然 素材 を 活用 する 
と 共に 、 参 加 型 ア プロ ー チ を 通じ て 現地 人 材 の 
関与 を 促進 。 地 元 コ ミュ ニテ ィ に は 、 レ ジリ エ 
ンス の 高い 建築 技法 と その 活用 法 に 関す る 訓練 
の 機会 も 提供 され て いる 。 


今回 の 調査 で は 、 こ の 点 に つい て も 興味 深い 
発見 が あっ た 。『 環 境 の 安全 性 』 に お ける イン 
プッ ト ・ ア ウト プッ ト そ れ ぞ れ の 合計 スコ ア 
と 国連 HDI は 高い 相関 性 を 示し て お り 、 政 策 
的 取り 組み の 積極 性 と 所 得 水 準 の 関連 性 が 伺え 
る 。 し か し 同時 に 、 イ ンプ ッ ト ・ ア ウト プッ ト 
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の スコ ア 差 に も HDI と の 相関 性 が 見 られ た 。 つ 
まり 積極 的 な 政策 を 打ち 出し て いる 高 所 得 国 の 
都市 は 、 必 ず し も それ に 見 合っ た 成果 を 実現 で 
き て いな いと いう こと だ 。 


本 カテ ゴリ ー は 新た に 設け られ た た め 、 政 策 
実行 の 要諦 を 示す た め の 調 査 が 十分 で な い 。 
し か し 今回 取材 を 行っ た 専門 家 は 、 成 功 の 鍵 と 
し て 包括 的 ガバ ナン ス に まつ わる 二 つ の ポイ ン 
ト を 挙げ て いる 。 


その 一 つ 目 は 、 自治体 運営 の あり 方 だ 。 

Akhmouch 氏 に よる と 、OECD は 政策 実行 の 
大 き な 課 題 と し て 『 都 市 計画 に 見 られ る 縦 割り 
行政 の 弊害 を 挙げ て いる 。 多 く の 都 市 が 膨大 な 
予算 を 割 い て 立案 し た 計画 は 、 紙 の 上 で は ま と 
まっ て 見 える 。 し か し 実行 段階 に な る と 部 署 問 
の 連携 が ほとん ど 見 られ な い 」 と いう 。 そ の 結 
果 、 各 取り 組み の 効果 が 相殺 され 、 政 策 と し て 
の 一 貫 性 も 低下 する 。 つ まり 「 包 括 性 が 失わ れ 
て し まう 」 の だ 。 同氏 に よる と 、 計 画 に SDGs 
を 組み 込む こと で 「 全 体 と し て の 統一 感 が 生ま 
れ 、 計 画 ・ 投 資 ・ 予 算 配分 を 抜本 的 に 見 直す 機 
会 が 生ま れる 。」 こ うし た アプ ロー チ を 通じ て 、 
効果 的 な 政策 遂行 を 試み る 自治 体 は 近年 増加 
し て いる と いう 。 


ニ つ 目 は 上 意 下 達 に よる 政策 遂行 か ら 脱却 し 、 
社会 の ステ ー ク ホル ダー と の 連携 を 軸 と し た ア 
プロ ー チ に シフ ト す る こと だ 。Susskind 氏 に 
よる と 、「 気 候 変動 に 関す る 政策 の 多く は 、 都 市 
全体 と し て の 包括 的 判断 が 不可 欠 だ 。 自治 体 の 
部 署 だ け で な く 、 コ ミュ ニテ ィ 全 体 が 責任 を 
持っ て 判断 を 下さ な けれ ば な ら な い 」 と いう 。 


Van Begin 氏 も この 見 方 に 同意 し 、「 政 策 を 
成功 に 導く た め に は 、 コ ミュ ニケ ーション を 通 
じ て 市 民 の 積極 的 参加 を 促す な ど 、 質 の 高い 政 
治 的 ガバ ナン ス が 求め られ る 。 決 定 を 一 方 的 に 
押し 付け る の で は な く 、 政 策 が 影響 を 及ぼ す 
様々 な ステ ー ク ホル ダー の 関与 を 実現 する こと 
が 重要 だ 」 と 指摘 する 。 


こう し た アプ ロー チ が 求め られ る の は 、 和 気候 
変動 に まつ わる 大 規模 な 取り 組み だ け で は な い 。 
トロ ント 市 長 の Tory 氏 が 指摘 する よう に 
「 環 境 の 安全 性 強化 を 効果 的 に 進め る た め に は 、 
パー トナ ー シ ッ プ が 欠か せな い 」 の だ 。 同氏 は 
その 一 例 と し て 、 プ ラス チッ ク 包 装 容器 の 環境 
負荷 軽減 に 向け た 取り 組み を 挙げ る 。 ト ロン ト 
市 で は 、 リ サイ クル 不可 の 食品 テイ クア ウト 用 
包装 容器 が 広く 使わ れ て いた 。 そ の 大 き な 要 因 
と な っ て いた の は 、 プ ラス チッ ク 製 の 黒い 容器 
に 入れ る と 食べ 物 が お いし く 見 える と いう 消費 
者 の 嗜好 だ 。 同 氏 に よる と 、 こ の 問題 の 解決 に 
あたっ て は 「 消 費 者 と 民間 企業 の パー トナ ー 
シッ プ 」 が 重視 され た 。「 見 た 目 に 関し て は 妥協 
する か ら 、 容 器 を リサ イク ル 可 能 に し て 欲し い 、 
と いっ た 両者 の 歩み 寄り の 姿勢 が 取り 組み を 可 
能 に し た 」 と いう 。 ま た 問題 解決 に 向け て 調査 
が 必要 な 場合 は 、 地 元 自治 体 と の 資金 調達 パー 
トナ ー シ ッ プ が 有効 な 選択 肢 と な る 。「 環 境 問題 
を 真剣 に 考え 、 変 化 の 実現 へ 積極 的 に 関わ ろう 
と いう 機運 は 高まっ て いる 。 こ の 機会 を 活か す 
た め に は 、 パ ー ト ナー シッ プ そ し て 資金 ・ 規 制 
面 の イン セン ティ ブ の あり 方 を 見 直さ な けれ ば 
な ら な い 。」 
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この よう な アプ ロー チ の 重要 性 は 、 今 回 の 
調査 結果 か ら も 見 て 取れ る 。『 環 境 の 安全 性 』 
の アウ ト プ ッ ト 合 計 ス コア が 最 下位 だ っ た 10 
都市 の うち 、EIU の 民主 主義 指数 (Democracy 
Index) が 10 点 満点 中 5.1 を 上 回 っ た 国 の 都市 
は ニュ ー デ リー だ け だ っ た 。 し か し より 民主 
主義 的 な 国 で も 、 新 た な アプ ロー チ が 求め ら 
れる こと は 変わ ら な い 。Susskind 氏 に よる と 、 
環境 の 安全 性 強化 に 向け た 取り 組み で は 、 将 来 
的 に 居住 不可 能 と な る 地域 か ら の 集団 立ち 退き 
と いっ た 抜本 的 措置 が 求め られ る こと も 多く 、 
包括 的 な 意思 決定 が 不可 欠 だ 。 し か し ステ ー ク 
ホル ダー が 関わ る コミ ュ ニ ティ レベ ル の アク 
ショ ン を 実現 で きる 体制 は 「 北 半球 の 先進 国 
で も 、 南 半球 の 新興 国 で も 十分 に 整っ て お ら ず 、 
参考 と な る よう な モデ ル も 存在 し な い 。 こ れ は 
自治 体 の 政策 立案 に と ど ま ら ず 、 都 市 コミ ュ ニ 
ティ 全体 の 選択 肢 に 関わ る 課題 だ 。」 
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お わり に 


COVID-19 の 発生 ・ 拡 大 は 、 少 な く と も 四 つ 
の 側面 で 都市 の 安全 性 に 影響 を 及ぼ し つつ ある 。 
最も 明らか な の は 、 都 市 住民 (特に 高齢 者 や 
持病 を 抱え る 市 民 ) の 健康 に 及ぼ す 影 響 だ 。 そ 
し て 二 つ 目 は 、 こ れ ま で の 成功 体験 か ら 長い 間 
軽視 され て きた 感染 症 の リス ク だ 。 生物 有機 体 
と し て の 人 間 が 病原 体 の 攻撃 に 由来 する 問題 
へ 対応 する た め に は 、 医 療 ・ イ ン フ ラ ・ 環 境 
な ど 様 々 な 資産 を 持つ 都市 の 存在 が 欠か せな い 
こと が 今回 改め て 浮き 彫り と な っ た 。 三 つ 目 は 、 
生活 様式 の 変化 を 背景 と し た リス ク の 発生 だ 。 
今回 の 危機 で は ロッ クダ ウン 実施 に 伴う テク ノ 
ロジ ー・ 社 会 的 トレ ンド の 変化 が 見 られ た が 、 
多く の 都市 は それ に よっ て 生じ た 新た な 脆弱 性 
や リス ク に 対応 で き て いな い 。 四 つつ 目 は 都市 の 
ある べき 姿 、 そ し て 安全 性 ・ 持 続 可能 性 が 高く 
快適 な 都市 の 実現 に まつ わる 長期 的 課題 ・ メ 
リッ ト に つい て 見 直す 機会 と な っ た こと だ 。 


こう し た 流れ が 「 危 機 と 機会 の 両方 を 生み 
出し て いる 」 と いう Léon 氏 の 指摘 は 的 を 得 た 
も の だ 。COVID-19 は 、 都 市 の 医療 体制 に 短期 
的 問題 を 突き つけ る と 同時 に 、 都 市 の 安全 性 に 
まつ わる 様々 な 領域 で 変革 の 機会 を も た らし て 
いる 。 都 市 の 安全 性 に つい て 新た な 視点 で より 
包括 的 に 理解 すれ ば 、 単 に 安全 な だ け で な く 
持続 可能 性 ・ 快 適性 の 高い 都市 を 実現 で きる 可 
能 性 は 高まる だ ろう 。 


こう し た 取り 組み に 、 依 然 と し て 数 多く の 
懸念 材料 や 課題 が ある こと は 言う まで も な い 。 
例え ば 英国 開発 学研 究 所 の Gupte 氏 は 、「 パ ン 
デミ ッ ク と いう 非常 事態 に 乗じ て 、 プ ライ バ 
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シー の 侵害 や 法 的 ・ 備 理 的 問題 を 生じ か ね な い 
政策 が 進め られ 、 既 成 事実 化す る 危険 性 」 に つ 
いて 警鐘 を 鳴ら し て いる 。 ま た COVID-19 は 、 
過去 に 直面 し て きた 課題 を 都市 社会 に 新た な 
か た ち で 突き つけ て いる 。 東京 大 学 の 樋 野 氏 の 
言葉 を 借り れ ば 、「 安 全 性 (医療 を 含む )・ 経 済 
安全 保障 ・ 自 由 (プラ イバシー を 含む ) と いう 
社会 の "トリ レン マ "」 だ 。 都市 が 取り 組み を 進 
め る 際 に は 、 こ うし た 根源 的 課題 を 可能 な 限り 
画 立 させ る アプ ロー チ が 求め られ る だ ろう 。 


今回 取材 を 行っ た 専門 家 は 、 成 功 の 鍵 と し て 
ニニ つの ポイ ント を 挙げ て いる 。 一 つ 目 は 、 レ ジ 
リエ ンス を 重視 し た 包括 的 アプ ロー チ だ 。 短 
期 的 リス ク だ け で な く 、 安 全 性 の 様々 な 領域 
に 及ぶ 影響 を 見 極め た 柔軟 な 発想 が 特に 重要 と 
な る だ ろう 。 こ うし た アプ ロー チ の 実践 に は 
難し い 意 思 決 定 が つき も の だ が 、「 多 く の 都 市 
は その 能力 を 備え て いる 」 と Leon 氏 は 考え て 
いる 。 そし て 二 つ 目 は 、 政 府 ・ 自 治 体 関係 者 
や 専門 家 (そし て SCI の よう な 調査 に 携わる 
研究 者 ) が 様々 な 変化 ・ 見 方 を 謙虚 に 受け 止め 
る 姿勢 を 保つ こと だ 。 都 市 の 安全 性 と いう 言葉 
の 意味 と その 強化 に 必要 な 取り 組み は 、 住 民 
と の 対話 ・ 連 携 を 通じ て 判断 する 必要 が ある 。 
スマ ー ト シテ ィ や グリ ー ン イン フラ な ど 、 都 市 
の 安全 性 強化 に 役立つ 様々 な ツー ル は 、 こ うし 
た 枠組 み の 下 で 最大 の 効果 を 発揮 する か ら だ 。 
そし て Assiago 氏 が 指摘 する よう に 、 究 極 的 
な 目標 は 「 都 市 の 安全 性 強化 その も の で は な く 、 
安全 と 権利 が 守ら れ 、 市 民 が 積極 的 に つなが り 
を 深め られ る 環境 の 実現 」 で ある こと を 忘れ て 
は な ら な い 。 
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付録 : イン デック ス 構 築 の 方 法論 


A. 概観 


『The Gate Cities Index』 は 、 規 模 ・ 財 政 力 が 
大 きく 異な る 世界 各 都 市 の 安全 性 を 客観 的 に 
比較 評価 する た め 、 ザ ・ エ コノ ミス ト ・ イ ン テ 
リジェ ンス ・ ユ ニッ ト (EIU) が 開発 し た 政策 
ペンチ マー タ ュ ツー ル だ 。 同 イ ウ デック で 
は 、 イ ン フ ラ ・ 社 会 経済 的 要因 ・ ガ バナ ンス ・ 
技術 シス テム な ど 、 様 々 な 角度 か ら 検 証 を 行っ 
て お り 、 地 理 的 環境 や 財政 力 、 規 模 の 異な る 
世界 の 主要 都市 を 対象 と し て いる 。 近 年 、 都 市 
の 安全 性 と いう 概念 は 、 物 理 的 空間 だ け で な く 
仮想 空間 に も 広がる な ど 大 きく 進化 を 遂げ て い 
る 。 ま た 昨年 発生 し た COVID-19 に より 、 都 市 
が 持つ 既存 の 危機 管理 機能 の 弱点 と 課題 が 浮き 
彫り と な っ て お り 、 各 国政 府 ・ 自 治 体 は リス ク 
要因 の 変化 へ の 対応 と 都市 戦略 の 再考 を 人 迫 られ 
て いる 。 


EIU は 世界 50 都市 、44 指標 か ら な る 同 
イン デック ス を 2015 年 に 初め て 作成 し 、 対 象 
都市 の 拡大 と 安全 性 に まつ わる 環境 変化 へ の 
対応 を 行い な が ら 、 そ の 後 2 年 ご と に 新た な 
調査 結果 を 明らか に し て きた 。 そ し て 第 4 回目 
と な る 今回 は 、 世 界 が パン デミ ッ ク の 収束 に 
取り 組む 現状 を 反映 し 、 医 療 ・ 健 康 環境 へ 重点 
を 置き な が ら フ レー ム ワ ー ク の さら な る アッ プ 
デー ト を 行っ て いる 。 
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B. イン デック ス の フレ ー ム ワー ク 


COVID-19 の 大 き な が 影響 下 で 作成 され た 2021 
年 版 の イン デック ス は 、5 つ の カテ ゴリ ー に 
分 類 さ れ た 76 の 指標 で 構成 され て いる 。2019 
年 版 か ら の 主 な 変更 点 は 以下 の 通り 。 


フレ ー ム ワー ク の 更新 


イン デック ス の フレ ー ム ワー ク に は 、 既 存 指標 
の アッ プ デ ー ト や スコ ア 人 算定 方 法 の 見 直し 、 
新た な 指標 ・ カ テ ゴ リ ー の 追加 な ど 大 幅 な 変更 
が 加え られ た 。 


1. 新た な カテ ゴリ ー の 追加 

近年 、 都 市 部 に お ける 持続 可能 な 開発 と いう 考 
え 方 が ます ます 重視 され る よう に な っ て いる 。 
と の 流れ を 受け 、 今 回 の イン デック ス で は 環境 
の 安全 性 (Environmental Security) と いう 
カテ ゴリ ー を 新た に 設け た 。 環境 の 持続 可能 性 
は 都市 の 安全 性 を 考え る 上 で 非常 に 重要 な 要因 
と な っ て お り 、 こ の 問題 に 対す る 都市 計画 専門 
家 や 政策 担当 者 の 関心 が 高まっ て いる 。 過去 の 
イン デック ス で も 持続 可能 性 に まつ わる 指標 が 
既存 カテ ゴリ ー の 中 に 含ま れ て いた が 、 今 回 は 
こう し た 流れ を 受け 、 独 立 し た カテ ゴリ ー と 
し て 扱う こと に し た 。 
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2. 既存 カテ ゴリ ー の 更新 で は 、 デジ タル 人 脅威 へ の 意識 や 、 サ イ バ ー セ キュ 
近年 重要 性 が 高まり つつ ある 新た な 問題 を 反映 リティ 対策 、 ス マー トシ ティ の 安全 性 と いっ た 
し 、 今 回 の 調査 で は 既存 4 カテ ゴリ ー に も 指標 基準 で 都市 を 評価 。 ア ウト プッ ト 面 で は 、 安 全 
が 追加 され て いる 。 中 で も 重点 的 に アッ プ デ ー 性 の 高い イン ター ネッ ト サ ー バ ー の 数 、 オ ン ラ 
ト が 行わ れ た の は 『 医 療 ・ 健 康 環境 の 安全 性 』・ イン 攻撃 の リス ク な ど を 評価 し て お り 、 ス マー 
『 個 人 の 安全 性 』 の カテ ゴリ ー だ 。 前 者 に は パン トシ ティ の 安全 性 に 関す る 新た な 指標 も 追加 さ 
デミ ッ ク 対 策 と 都市 の 対応 能力 を 評価 する 指標 、 _ れ て いる 。 

後者 に は 経済 的 安全 性 、 女 性 の 安全 性 、 司 法制 


度 の 対応 能力 を 評価 する 指標 が 加え られ た 。 『 医 療 ・ 健 康 環境 の 安全 性 』 で は 、 各 都市 の へ 
ルス ケア サー ビス イシ フラ の レベ ル ・ 質 と 
3. その 他 の 更新 いっ た 観点 か ら 評 価 を 行っ て いる 。 イ ンプ ッ 


都市 の 安全 性 へ の 関連 性 と いう 面 で 近年 生じ た ト 面 で は ヘル スケ アサ ービス の 可用性 ・ ア ク 

変化 を 受け 、2019 年 版 で 使わ れ た いく つか の セス ・ 質 を 、 ア ウト プッ ト 面 で は 平均 寿命 ・ 

指標 に つい て 削除 ・ 修 正 が 行わ れ 、 ス コア 算定 乳幼児 死亡 率 と いっ た 指標 を 元 に スコ ア を 算出 。 

方 法 と データ ソー ス に も アッ プ デ ー ト が 施さ 2021 年 版 で は 、 パ ン デ ミッ ク ・ 精 神 疾 患 の 

れ た 。 予防 体制 ・ 対 応 能 力 に 関す る 新た な 指標 も 加え 
られ た 。 


対象 都市 の 更新 

『 イ ン フ ラ の 安全 性 』 で は 、 都 市 イン フラ な どの 
2021 年 版 の イン デック ス で は 世界 60 都市 が 物理 的 環境 を 対象 と し 、 既 存 イ ン フ ラ の 可用性 ・ 
対象 と な っ て お り 、 そ の 構成 は 前 回 と 大 きく 質 ・ 充 足 度 、 そ し て 人 的 災害 ・ 自 然 災 害 に 対す 
変わ ら な い 。 た だ し 、 ラ テン アメ リカ の リマ る 脆弱 性 を 評価 する 。 イ ンプ ッ ト 面 で 考慮 の 
(ペル ー) が 対象 か ら 外 され 、 ヨ ー ロ ッ パ の リ 対象 と な っ た の は 、 イ ン フ ラ の 質 や 交通 機関 に 
スポ ボン (ポル ト ガ ル ) が 新た に 加え られ て いる 。 よる 安全 対策 の レベ ル と いっ た 指標 だ 。 ア ウト 
全 対 象 都市 の リス ト に つい て は 、 表 A2.2 を 参照 。 プッ ト 面 で は 、 交 通 事故 に よる 死亡 者 数 、 気 候 

関連 災害 の 発生 件 数 な どの 指標 が 考慮 され て 


C. 5 つの カテ ゴリ ー 90 


『 サ イ バ ー セ キュ リティ 』 は 、 都 市 住民 が プラ 『 個 人 の 安全 性 』 で は 、 犯 罪 ・ 暴 力 事 件 ・ テ ロ 攻 撃 ・ 
イバシー 侵害 や な りす まし 詐欺 、 悪 質 な オン ラ 自然 災害 ・ 経 済 的 困難 の 発生 リス ク を 評価 し て 
イン 攻撃 の 不安 を 感じ る こと な く 、 イ ンタ ー いる 。 イ ンプ ッ ト 面 で は 、 司 法制 度 の 対応 能 

ネッ ト な どの デジ タル テク ノロ ジー を 利用 で き 銃 規制 、 政 治 的 安定 性 、 女 性 の 安全 ・ 経 済 的 安 
る 環境 に ある か を 評価 し て いる 。 イ ンプ ッ ト 面 全 性 に 関す る 法規 制 な ど を 考慮 。 ア ウト プッ ト 
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面 で は 、 軽 犯罪 ・ 凶 悪 犯罪 の 発生 率 、 市 民 暴動 
の 脅威 、 汚 職 の 夢 延 度 な どの 既存 指標 の 他 、 
所 得 格差 を 評価 する 新た な 指標 も 追加 され て 
いる 。 


『 環 境 の 安全 性 』 で は 、CO2 排出 抑制 と 気候 
リス ク の 管理 に 向け た 持続 可能 性 パラ メー タ 
が 都市 計画 に どの 程度 活用 され て いる か を 
考慮 。 近 年 多く の 都市 で は 、 自 然 的 ・ 物 理 的 
環境 の 深刻 な 悪化 が 進ん で いる た め 、 健 康 度 
向上 に 向け た 政策 的 イン プッ ト の 評価 を 行っ て 
いる 。 イ ンプ ッ ト 面 で は 持続 可能 性 向上 に 向け 
た 都市 の マス ター プラ ン や 、 再 生 可 能 エ ネル 
ギー に 対す る イン セン ティ ブ 、 ア ウト プッ ト 面 
で は 、 緑 地面 積 や 水 ス トレ ス の レベ ル な ど が 
考慮 され て いる 。 


D. 指標 に つい て 


The Gate Cities Index 2021 は 合計 76 の 量 的 ・ 
質 的 指標 で 構成 され て いる 。 


量 的 指標 : 全 76 項目 の 指標 の うち 31 項目 は 、 
安全 な イン ター ネッ ト サ ー バ ー の 数 や 乳幼児 
死亡 率 と いっ た 量 的 デー タ に 基づい て いる 。 


質 的 指標 全 76 項目 の 指標 の うち 45 項目 は 、 
プラ イバシー ポリ シー の レベ ル や 軽犯罪 の 墓 延 
度 な ど 、EIU 独自 の 手法 に よる 質 的 評価 に 基 づ 
いて いる 。 


E. 指標 の 正規 化 


各 都 市 の デー タ ボ ポイ ント 比較 と 総合 スコ ア の 
算出 を 可能 に する た め 、 プ ロジ ェクト チー ム 
は まず 収集 し た デー タ を 比較 可能 に する 必要 
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が あっ た 。 そ の た め 、 量 的 指標 は min-max 
normalization に より 0 て 100 の スケ ー ル に 
な る よう に 正規 化 を 行っ た 。 得点 は 最高 得点 
の 都市 を 100 点 、 最 低 得 点 の 都市 を 0 点 と し 、 
各 値 は 平均 値 か ら の 標準 偏差 を 表し て いる 。 


質 的 指標 に つい て も 正規 化 が 行わ れ て いる 。 
得点 は 0 て 4 の スケ ー ル の 場合 も ある (0 が 
最低 ある い は 最も ネガ ティ ブ な 評価 で 、 4 が 
最高 ある い は 最も ポジ ティ ブ な 評価 )。 これら 
の スコ ア に つい て も 、 質 的 指標 と 同様 の 方 法 で 
正規 化 が 行わ れ た 。 


全て の 値 を 正規 化 (つま り 0 て 100 ス ケー 
ル に ) する こと で 、 正 規 化 され た その 他 ス コ 
ア と の 直接 比較 は 可能 に な る 。 だ が min-max 
normalization を 用 いて 正規 化し て いる た め 、 
実際 の パフ ォ ー マ ンス が 変わ ら な く て も 、 過 去 
の 調査 と スコ ア が 変わ る こと に な る 。 例 えば 正 
規 化 され た 指標 を 用 いれ ば 、 最 下位 の 都市 の ス 
コア が 2019 年 版 よ り 低 く な っ た 場合 、( 未 加 
エ デ ー タ に 基づく ) 実際 の パフ ォ ー マ ンス に 関 
わら ず 、 そ の 他 都 市 の スコ ア 全 体 を 押し 下げ る 
こと に な る 。 


F. 指標 の 構成 


総合 指数 は 、 元 と な る 全て の 指標 の 合計 スコ ア 
だ 。 指 数 は まず カテ ゴリ ー ご と に 集計 され 、 各 
カテ ゴリ ー (例え ば “個人 の 安全 性 ") の スコ 
ア が 算出 され る 。 総合 指数 は 各 カ テ ゴ リ ー の 
スコ ア の 合計 に 基づい て 人 算出 され る 。 カ テ ゴ 
リー ご と の スコ ア 算 出 の た め 、 そ れ ぞ れ の 指標 
は 割り 当て られ た 重み に より 合計 され る 。 指標 
は 5 つの カテ ゴリ ー と 同様 、 全 て 均等 な 重み で 
計算 され て いる 。 
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G. 指標 の 重み 


2021 年 版 イ ン デ ックス の ワー ク ブ ッ ク で は 、 各 
指標 の 重み 付け は 「 デ フォ ルト 設定 」 と な っ て 
お り 、 そ れ ぞ れ 20% ず つの 均等 配分 で 算出 され 


て いる : 
iR Fs 20% 
医療 ・ 健 康 環境 の 安全 性 20% 
イン フラ の 安全 性 20% 
個人 の 安全 性 20% 
環境 の 安全 性 20% 


2021 年 版 の イン デック ス に つい て は 、 
COVID-19 対応 の 重要 性 に 鑑み 、『 医 療 ・ 健 康 
環境 の 安全 性 』 の カテ ゴリ ー に 、 よ り 大 き な 重 
み 付 け を 行っ た も の を 、 結 果 の ラン キン グ と し 


て 公表 し て いる : 
Grat Anere DS ep 18.8% 
医療 ・ 健 康 環境 の 安全 性 25% 
イン フラ の 安全 性 18.8% 
個人 の 安全 性 18.8% 
環境 の 安全 性 18.8% 
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表 A2.1 イン デック ス の フレ ー ム ワー ク 


指標 単位 情報 ソー ス 種類 
1. サイ バー セキ ュ リ ティ 

イン プッ ト 

1.1.1) プラ イバシー ポリ シー スケ ー ル : 0-4 DLA Piper 世界 の デー タ 保 護法 規制 質 的 
1.1.2) サイ バー 脅威 へ の 住民 の 意識 スケ ー ル : 0-4 EIU に よる 分 析 質 的 
1.1.3) 安全 な スマ ー ト シテ ィ スケ ー ル : 0-2 EIU に よる 分 析 質 的 
1.1.4) サイ バー セキ ュ リ ティ 体制 スケ ー ル : 0-4 EIU 運 用 リス ク ・ ブ リー フィ ング 質 的 
1.1.5) 官民 パー トナ ー シ ッ プ スケ ー ル : 0-2 EIU に よる 分 析 質 的 
アウ ト プ ッ ト 

IEN イン ター ネッ ト ・ ア クセ ス 率 Oé 世界 銀行 ・ 国 際 電 気 通信 連合 ・EIU に よる 分 析 量 的 
IESSEN 安全 な イン ター ネッ ト サ ー バ 人 口 100 万 人 あたり の 数 世界 銀行 量 的 
ISS サイ バー 攻撃 の リス ク スケ ー ル : 0-4 EIU 運 用 リス ク ・ ブ リー フィ ング 質 的 
1.2.4) MES EE スケ ー ル : 0-4 EIU 運 用 リス ク ・ ブ リー フィ ング 質 的 
1.2.5) サイ バー 攻撃 を 受け た コン ピュ ー タ の 割合 RE NOCD Kaspersky Lab 量 的 


2. 医療 ・ 健 康 環境 の 安全 性 


イン プッ ト 

2.1.1) 国民 皆 医 療 保険 制度 スゲ ケー ル : 0=2 EIU に よる 分 析 質 的 
2.1.2 a) 公 的 医療 サー ビス へ の アク セス スケ ー ル : 0-4 EIU 世 界 の 住み や すい 都市 ラン キン グ 質 的 
2.1.2 b) 民間 医療 サー ビス へ の アク セス スケ ー ル : 0- EIU 世 界 の 住み や すい 都市 ラン キン グ 質 的 
2.1.2 c) 市 販 薬 へ の アク セス スケ ー ル : 0- EIU 世 界 の 住み や すい 都市 ラン キン グ 質 的 
2.1.3 a) 民間 医療 サー ビス の 質 スケ ー ル : 0-4 EIU 世 界 の 住み や すい 都市 ラン キン グ 質 的 
2.1.3 b) 公 的 医療 サー ビス の 質 スケ ー ル : 0-4 EIU 世 界 の 住み や すい 都市 ラン キン グ 質 的 
2.1.4 ai 人 口 1000 人 あたり の 病床 数 数 EIU に よる 分 析 量 的 
2.1.4 b) 人 口 1000 人 あたり の 医師 数 数 EIU に よる 分 析 量 的 
2.1.5) 安全 で 良質 な 食品 へ の アク セス スケ ー ル : 0-100 EIU グロ ー バ ル 食 料 安全 保障 指数 量 的 
2.1.6) 薬物 乱用 ・ 使 用 に 関す る 政策 スケ ー ル : 0-1 EIU に よる 分 析 質 的 
2.1.7) パン デミ ッ ク へ の 対応 体制 スケ ー ル : 0-100 EIU グロ ー バ ル 食 料 安全 保障 指数 量 的 
2.1.8) 精神 疾患 へ の 対応 体制 スケ ー ル : 0-1 EIU に よる 分 析 質 的 
アウ ト プ ブッ ト 

2.2.1) 都市 の 救急 サー ビス スケ ー ル : 0-2 EIU に よる 分 析 質 的 
2.2.2) 平均 寿命 年 数 EIU に よる 分 析 量 的 
2623 り 乳幼児 死亡 率 出生 児 1000 人 あたり 死亡 数 EIU に よる 分 析 量 的 
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指標 単位 情報 ソー ス 種類 
2.2.4) が ん 死亡 率 年 齢 調整 死亡 率 国際 が ん 研究 機関 ・ 世 界 保健 機関 量 的 
2.2.5) 生活 習慣 病 の 疾病 負荷 障害 調整 生命 年 * Global Health Data Exchange・EIU に よる 分 析 量 的 
2.2.6) 精神 疾患 の 疾病 負荷 障害 調整 生命 年 * Global Health Data Exchange 量 的 
297) 新型 コロ ナウ ィ ル ス 感 染 症 の 死亡 者 数 2021 年 3 月 時 点 の 死亡 者 数 EIU に よる 分 析 量 的 
* 人 口 10 万 人 あたり 

イン プッ ト 

3.1.1) 交通 安全 施策 の 実施 レベ ル スケ ー ル : 0-10 世界 保健 機関 質 的 
3.1.2) 歩行 者 の 快適 性 % 交通 開発 政策 研究 所 Pedestrian First・ 量 的 

EIU に よる 分 析 

3.1.3) 防災 管理 ・ 災 害 時 の 事業 継続 計画 スケ ー ル : 0-4 EIU に よる 分 析 質 的 
3.1.4) 水 イ ン フ ラ スケ ー ル : 0-4 EIU 世 界 の 住み や すい 都市 ラン キン グ 質 的 
3.1.5) ハザード 管理 スケ ー ル : 0-2 EIU に よる 分 析 質 的 
deele 

3.2.1) 交通 事故 に よる 死亡 者 数 人 口 100 万 人 あたり の 数 EIU に よる 分 析 量 的 
SH 気候 災害 に よる 死亡 者 数 順位 German Watch 量 的 
3.2.3 a) 交通 イン フラ : 空港 運輸 施設 スク ニル 0 ミオ EIU 運 用 リス ク ・ ブ リー フィ ング 質 的 
SS b) 交通 イン フラ : 道路 綱 スケ ー ル : 0-4 EIU 運 用 リス ク ・ ブ リー フィ ング 質 的 
323 c) 交通 イン フラ : 鉄道 綱 スケ ー ル : 0-4 EIU 運 用 リス ク ・ ブ リー フィ ング 質 的 
3.2.4) 電力 綱 スケ ー ル : 0-4 EIU 運 用 リス ク ・ ブ リー フィ ング 質 的 
3.2.5) 組織 の 対応 能力 と リソー ス へ の アク セス スク ニル 0 ョ 2 EIU に よる 分 析 質 的 
3.2.6) 災害 保険 EE EIU に よる 分 析 質 的 
3.2.7) 災害 リス ク 情 報 に 基づく プロ グラ ム 開 発 スケ ー ル : 0-2 EIU に よる 分 析 質 的 
3.2.8 al 不法 占拠 地区 (スラ ム ) 住民 の 割合 % 世界 銀行 ・EIU に よる 分 析 量 的 
3.2.8 b) ホー ムレ ス 人 口 の 割合 % EIU に よる 分 析 量 的 
イン プッ ト 

4.1.1) デー タ 活 用 型 防犯 対策 スケ ー ル : 0-2 EIU に よる 分 析 質 的 
4.1.2) 銃 規制 の 実施 レベ ル スケ ー ル : 0-10 EIU に よる 分 析 質 的 
4.1.3 ai "DU ZOE スケ ー ル : 0-4 EIU 世 界 の 住み や すい 都市 ラン キン グ 質 的 
4.1.3 b) 軍事 紛争 の 脅威 スケ ー ル : 0-4 EIU 世 界 の 住み や すい 都市 ラン キン グ 質 的 


1 注 : 新型 コロ ナウ ィ ル ス 感 染 症 へ の 対応 を 評価 する た め に 死亡 率 デ ー タ を 利用 し た が 、 フ レー ム ワ ー ク 検証 ・ デ ー タ 収集 の 実施 時 期 は 、 世 界 的 な ワク チン 接種 
の 取り 組み が 開始 され た タイ ミン グ と 重なっ た こと に 留意 され た い 。 


© The Economist Intelligence Unit Limited 2021 


Safe Cities Index 2021 


ポス トコ ロナ 時 代 に 求め られ る 新た な 包括 的 アプ ロー チ 


指標 単位 情報 ソー ス 種類 
4.1.3 c) 市 民 暴動 の 脅威 スケ ー ル : 0-4 EIU 世 界 の 住み や すい 都市 ラン キン グ 質 的 
4.1.4 a) 警察 官 の 数 人 口 10 万 人 あたり の 数 EIU に よる 分 析 量 的 
4.1.4 b) 検索 官 の 数 人 口 10 万 人 あたり の 数 EIU に よる 分 析 量 的 
4.1.4 c) 職業 裁判 官 の 数 人 口 10 万 人 あたり の 数 EIU に よる 分 析 量 的 
4.1.5) 社会 保障 関連 予算 % OECD 量 的 
4.1.6 ai ドメスティック バイ オレ ンス に 関す る 法 的 規制 スケ ー ル : 0-4 OECD 質 的 
4.1.6 b) セク シャ ル ハ ラス メン ト に 関す る 法 的 規制 スケ ー ル : 0-4 OECD 質 的 
アウ ト プ ッ ト 

4.2.1 a) 軽犯罪 発生 率 スケ ー ル : 0-4 EIU 世 界 の 住み や すい 都市 ラン キン グ 質 的 
4.2.1 b) 凶悪 犯罪 発生 率 スケ ー ル : 0-4 EIU 世 界 の 住み や すい 都市 ラン キン グ 質 的 
4.2.2) 組織 犯罪 スク ニル 0 ニオ EIU 運 用 リス ク ・ ブ リー フィ ング 質 的 
4.2.3) テロ 攻撃 の 深刻 度 スケ ー ル : 0-10 経済 平和 研究 所 世界 テロ 指数 質 的 
4.2.4) 物質 使用 障害 に よる 死亡 者 数 年 齢 調整 死亡 率 Global Health Data Exchange 量 的 
4.2.5) 汚職 の 慕 延 度 GRE OE EIU 世 界 の 住み や すい 都市 ラン キン グ 質 的 
4.2.6) 契約 の 法 的 拘束 力 スケ ー ル : 0-4 EIU 運 用 リス ク ・ ブ リー フィ ング 質 的 
4.2.7 a) 所 得 格差 の し ベル ジニ 係数 EIU に よる 分 析 量 的 
4.2.7 b) 不安 定 な 雇用 形態 に ある 人 口 の 割合 % 世界 銀行 量 的 
4.2.8 a) 女性 殺人 事件 発生 率 人 口 10 万 人 あたり の 数 EIU に よる 分 析 量 的 
4.2.8 b) ドメスティック バイ オレ ンス の 墓 延 度 % OECD・EIU に よる 分 析 量 的 
イン プッ ト 

5.1.1) 持続 可能 性 に 関す る マス ター プラ ン スケ ー ル : 0-2 EIU に よる 分 析 質 的 
5.1.2) 再生 可能 エネ ルギー に 対す る イン セン ティ ブ スケ ー ル : 0-1 EIU に よる 分 析 質 的 
5.1.3) グリ ー ン エコ ノミ ー 推 進 に 向け た 取り 組み スケ ー ル : 0-2 EIU に よる 分 析 質 的 
5.1.4) 廃棄 物 管 理 スケ ー ル : 0-2 EIU に よる 分 析 質 的 
アウ ト プ ッ ト 

5.2.1) 持続 可能 な エネ ルギー % EIU に よる 分 析 量 的 
5.2.2) 水 ス トレ ス の レベ ル el Eet 世界 資源 研究 所 質 的 
5.2.3) 大 気 の 質 ug/m3 EIU に よる 分 析 量 的 
5.2.4) 緑地 面積 都市 面積 に 占め る 割合 (%) EIU に よる 分 析 量 的 


5.2.5) 廃棄 物 排 H 


1 人 あたり 年 間 排 出 量 (kg) EIU に よる 分 析 量 的 
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ポス トコ ロナ 時 代 に 求め られ る 新た な 包括 的 アプ ロー チ 


A2.2 調査 対象 都市 リス ト 

PRIE ppp 2 クル マドリ ー ド パリ シン ガ ポ ー ル 
アム ステ ルダム カサ ブラ ンカ ジャ カル タ Kee キト スト ッ ク ホ ルム 
バク ー SCH ヨハ ネス ブル グ メル ボル ン NAS EE 
バン コク コペン ハー ゲン カラ チ メキ シコ シテ ィ リヤ ド 台北 

バル セロ ナ SE SE lr ロー マ 東京 

北京 ダッ カカ クウ ェ ー ト モス クウ サン フラ ン シ ス コ トロ ント 
ale ドバイ SE ムン バイ Eege EE 
ブリ ュ ッ セル フラ ンク フル ト リス ボン * ュー デリ = サン パウ ロ ウェ エリ タ ト ン シン 
GE ear uge BS ビク TE ELE 
カイ ロ 香港 ロサ ン ゼ ルス 大 阪 上 海 チュー リヒ 


* 2021 年 版 で 新た に 追加 され た 都市 


本 報告 書 に 記載 され た 情報 の 正確 を 期す た め に 、 あ ら ゆ る 努力 を 行っ て い 
ます が 、 ザ ・ エ コノ ミス ト ・ イ ン テ リ ジェ ンス ・ ユ ニッ ト は 第 三 者 が 本 報 
告 書 の 情報 ・ 見 解 ・ 調 査 結 果 に 依拠 する こと に よっ て 生じ る 損害 に 関し て 
一 切 の 責任 を 負わ な いも の と し ます 。 ま た 本 報告 書 の 中 で 明らか に され た 
調査 結果 ・ 見 解 は 必ず し も スポ ン サ ー 企 業 の 見 方 を 反映 する も の で は あり 
ませ ん 。 
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